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　よもや、浮うわ気きなぞしていないだろうな？




　……いや、冒ぼう頭とうから唐とう突とつすぎたな。

　ただ、砂さ塵じんの王国には浮うわついた女が跋ばつ扈こしていると聞く。ヒナがそのことで「ハレからの返事が遅おそい、あのスケベ浮気してるですよ！　いまごろ褐かつ色しよくでかぱいにはさまれて、ウハウハしてるに決まってるです……うわああああん！」とわめいていた。

　わたしはキミがそのような不ふ埒らちな男ではないと信じている。が……ほんの少し心配になってな。わたしというものがありながら、有う象ぞう無む象ぞうの尻しり軽がる女おんなにうつつを抜ぬかしているなんてことはあるまいな？　万一そのようなことがあれば、わたしはキミの首をはねねばならない。安心してくれ。苦痛はない。一いつ瞬しゆんだ。




　おっと、そんな冗じよう談だんはさておき。

　キミが冒険都市エルドラを発たってから、もう二ヶ月になるな。長いようで短いようで、やはり長かったように思う。元気にやっているだろうか？

　いや――一ひと筋すじ縄なわでいかぬ日々だろう。

　呪のろいは、キミを孤こ独どくにする。孤独は精神を摩ま耗もうさせ、心の闇やみを際限なく肥大化させる。キミも耐たえがたい痛みを背せ負おっていることだろう。

　苦しいときは、いつでもわたしを頼たよれ。

　それが難しければ、仲間を頼れ。

　前の手紙で《千夜の楽団》に入ったと言っていたが、馴な染じめているか？　あそこの団長は腕うでは立つが、なにぶん脳筋だった覚えがある。危ないことをやらされてないか非常に心配だ。冒険はけっこうだが、無理はしてくれるなよ？

　キミはひとりで抱かかえこむキライがある。だがキミは知るべきだ。キミが苦しいとき、苦しみをわかちあってキミを助けたいものがいるとな。







　キミの前に続く道に、至高神アウラの加護があらんことを。







　親愛なるハレ・エードルンドへ

あなたの嫁よめリディヤ・ワグナーより♥







第１話　上級冒険者、迷宮攻略に挑む







１




（もう……僕ぼくは大だい丈じよう夫ぶだよ）

　ふところの手紙がふと目に入り、ハレは笑った。

　そこは迷めい宮きゆう《大金字塔ピラミツド》の30層、開かずの扉とびらのさきの異空間。長い旅路のすえ、メリルの父アベルの遺ゆい言ごんのおかげで、ようやくたどりついた場所だ。

　ハレたち《千夜の楽団》の四人は輝かがやくような青空の下、広大な草原を歩いていた。

　ハレの前方には、泣きはらして目を赤くしたメリル。そして後方に団長のサラディン、副団長のアブーがいた。いまの自分にはこうして仲間がいるのだ。

（でも……返事どうしよう。迷宮内だしなあ）

　冒険都市エルドラの姉妹から定期的に届く手紙。

　絶対に返事をよこせと言われているが、さすがに迷宮から手紙は出せない。返事は迷宮を出たときにするほかなかろう。正直あまりに頻ひん繁ぱんに送られてくるので、最近は返事に困っていたところ。さきのばしにできて都合がいい。

　ハレは息をつき、メリルに歩みよる。

　メリルはこの場所にやってきてから、ずっと泣いていた。

《ホラ吹ふき団長》とさげすまれ、非ひ業ごうの死をとげた英えい雄ゆうアベル。そんな父の潔白を証明せんと、彼かの女じよはこれまで誰だれよりも懸けん命めいだった。それは入団試験での彼女の努力、捨て身のハッターへの攻こう撃げきで否いや応おうなくわかった。わからされた。

　この迷宮で――アベルが見たというこの美しい青空を見つけ、感かん極きわまるのも無理はない。

　アベルは嘘うそなんてついていなかったのだ。

　いまここに――ちゃんと、青空はあったのだから。

　メリルの瞳ひとみには光るものがにじんでいる。だが泣きはらしたその顔は、これまでに見たどの表情より清すが々すがしく、この透すきとおった空よりも美しく見えた。

「それは……？」

　メリルがふと取りだした手鏡を見て、ハレは首をかしげる。

　彼女は振ふりかえり、輝くような笑えみでこたえた。

「これは……《魔導鏡メモリーミラー》。お父さまがこの空を記録するため、王さまから下か賜しされたもの。お父さまが亡なくなってから、ずっと持ってたんだぁ。いつかこれで空を記録して、お父さまの見た空はあるって……王さまや国のみんなに証明するんだって！」

　力強く笑うメリルに、ハレはこくりと笑いかけた。

「そうか、じゃあちゃんと記録しなきゃな」

「うん、ハレも手伝ってくれるとうれしいなぁ」

　まかせとけ、と。ハレはうなずき、メリルのとなりにならんだ。

　それから二人はこの光景を記録するため、試し行こう錯さく誤ごをはじめた。迷宮に空があったと証明するため、さまざまなことを考えて記録する景色を決める。

「これなら……王さまも信じてくれるよねぇ？」

「……ああ、きっとな」

　メリルが《魔導鏡メモリーミラー》に魔力マナを流しこむと、青空を映していた鏡面が光こう沢たくを放った。光沢は輝く純白の光となり、草原をすみずみまで白くそめあげた。

　メリルの――アベルの苦く汁じゆうをなめてきた日々を、これまでの暗くら闇やみを照らしだすように。

「あと一〇秒で記録されるみたいだよぉ！」

「あ、団長とアブーさんも入ってください！」

　ハレとメリルは草原に鏡を立て、急いで扉のそばに移動した。

「は、なんじゃなんじゃ!?」

「ちょ、なんなのさ～!?」

　様子を見ていたサラディンとアブーが、唐突なことにあわてふためく。

「いいから二人とも、こっちに来てください！」

　ハレは無理やり二人の手を引き、迷宮とつながる扉の前へと連れてきた。

　同時に一〇秒が経過、とたんに鏡が莫ばく大だいな光を放ち――

「な、なんじゃこりゃ！」

「うぎゃああああああああああ!!」

　サラディンとアブーが叫さけぶと同時に、光はかき消えた。

　楽団幹部の二人がびくびくするのを尻しり目めに、ハレとメリルは鏡へと駆かけよった。鏡には必要なものが、しっかりと記録されていた。青空と扉を背景に満面の笑みをうかべるハレとメリル、光にたじろぐサラディンとアブーの姿が。

　この画像を見せれば、きっと国王もアベルの発言が真実だったと信じてくれるはずだ。

「そ……そっちの用事は済んだようじゃな」

　サラディンは威い厳げんを取りもどすように、ゴホンと咳せき払ばらいする。

　となりでは、アブーが照れくさそうに頭をかいていた。

「はい、ご協力ありがとうございます！」

　メリルが元気よく答えると、サラディンはニカッと太陽の笑みをうかべた。

「……それじゃ、ボチボチさきに進もうかのう」

「だねだね～☆　迷宮攻略といきますかあ～☆」

　やる気満々の二人に、しかしハレは首をかしげた。

「……でも、どの方角に行けば？」

　あたりは、見み渡わたすかぎりの草原。どちらに進めばいいか見当もつかない。

　だがサラディンは悪あつ鬼きめいた微び笑しようをうかべ、ひとつの方角を指す。

「このさきに……なにかがある」

　なぜわかるのかという顔のハレに、悪鬼は言葉をつぐ。

「アブーのやつは耳がいい。この声に反はん響きようしてくる音を聞けば、どの方角にどんな形のものがあるかわかる。音によると、このさきに建物があるらしい」

「そそ、天才だからね☆　みんなもっとアブーをほめるべき！」

　ハレたちが鏡を使っている間、遊んでいたわけではなかったらしい。

「ま、副団長として当然じゃな」

　サラディンが肩かたをすくめると、アブーはぷくぅと頬ほおをふくらませた。

「ぶ～、団長のいけず～！　別ルートを見つけたときは、『アブーありがとう。さすがわしの嫁じゃ。愛しとる。ちゅ』とか言ってほめてくれたのにぃ！」

「え、お二人ってそういう関係……？」

「え、え!?　メリルも知らなかったぁ！」

　驚きよう愕がくして顔を見合わせるハレたちに、サラディンはあわてて、

「ド、ドアホが！　なわけありゃあせんわ！　話を盛ってんじゃねえ！　礼こそ言うたが、それ以外は一から一〇までアブーの創作じゃ！　このホラ吹きが！」

「え……!?　団長、アブーのことは遊びだったんだ……。しょせん単なる肉●器だったんだね……。ひどいよ、信じてたのに。このお腹なかの子はどうすれば……」

　アブーのつぶらな瞳には、みるみるうちに悲しげな涙なみだがたまる。

　涙を隠かくすように、アブーは無む垢くな童顔をさっと覆おおった。

「お腹の子ってまさか……」

「団長さんの子どもぉ……!?」

　アブーの腹部は、確かに尋じん常じようでない膨ふくらみ方をしていた。

　ハレとメリルはそれに気づき、サラディンに非難の視線を送る。

「ドアホ、なわけあるか！　なぜわしがこのドチビを孕はらませなならん！　その腹はさっき数日分の食料を完食し、わしの分までぶんどって暴食した結果じゃろうが！」

　サラディンが指したさきには、大量の携けい帯たい食しよくの残ざん骸がいが転がっていた。

　そういえばさきほど、すさまじい勢いで食べていたなと思いだすハレ。

「……あ、バレた？　団長おちょくるのってたぁのしい～☆」

「こんのクソガキャアアアアアアアアッ!!」

　くつくつと笑うアブーに、サラディンがキレた――次の、瞬しゆん間かん。




「……!?」




　びくん、と。メリルをのぞいた三人が、同時に体を震ふるわせた。

　気配を、感じたのだ。虫や小動物のものではなく、大きな威い圧あつ感を放つ何者かの気配だった。三人は動きをとめ、慎しん重ちようにまわりに視線をめぐらせた。

「え……どうかしたんですかぁ？」

　状じよう況きようをのみこめぬメリルに、ハレは手で動かぬようにと指示する。

「見られとるな」

「……ですね」

　ささやくサラディンに、ハレは小さくうなずいた。

「そこにいるのは、だあれかな～？」

　数瞬後。誰もいない草原の一角、木こ陰かげへとアブーが訊たずねた。

　察知能力でそれの居場所を特定したのだろうが、返事はなかった。

「ごまかしてもダメだよ、そこにいるのはわかってるんだから～☆」

　アブーが再度そう言うと、ひとつため息が耳に届いた。

　そして、ハレたちが身構えた――次の、瞬間。

「……!?」

　気づけば木陰には、ひとりの少女が立っていた。

　木陰の黒い影かげ。そこから生えてきたかのように、少女は出現した。

「……気配、消してたつもりだケド？」

　抑よく揚ようのない声こわ音ねの彼女は、まったく迷宮に似あわぬ装いをしていた。

　小こ柄がらな体たい躯くから察するに、齢よわいは一二、三。矮わい躯くに黒のゴシックドレスをまとい、手には黒の日ひ傘がさ。薄うすい青みをふくんだ月白色の長ちよう髪はつには、黒のヘッドドレスをかざっていた。顔半分を覆う無機質な白の仮面をつけているほかは、貴族の令れい嬢じようといった出いでたちだ。

　少女はさきほど現れ、ハッターを連れさった人物。突とつ如じよとして王国に出現し、王国を牛耳るようになった王直属親衛隊《三貴人》のネズミに違ちがいなかった。

「気配の消し方は完かん璧ぺきだったよ～？　だけどこのアブーさんの神がかった察知能力にかかっちゃ、極東の暗殺者集団【忍しのび】だって隠れきれないんだから☆」

　えっへんと勝ちほこるアブーに、だが少女はなんの反応も示さない。

　仮面の奥おくのその表情が動いた気配はなく、ただこちらを見返す。

「……ネズミ、と言ったか。てめえの目的はハッターの救出じゃろ？　それを果たしたいま、ここになんの用がある？　エルニアの救出にでも来たのか？」

　ハッターを救出にきたとき、彼女は仲間であるはずのエルニアを置いていった。だからエルニアは捨すて駒ごまだと解かい釈しやくしたのだが違ったのだろうか。ちなみにエルニアは、あとから追いついてきた仲間に預け、基地ベースの簡易牢ろうに収容するようにと頼たのんだ。

「あの諜報員スパイは関係ないケド。ただ王宮でアップルパイを食べようとしたら、ラビットに言われたの。いちおう、あんたたちの動向を監かん視ししてきなさいって」

「……なるほど、わしらが迷宮攻略してしまうのが怖こわいか」

　ふむと腕を組むサラディンに続き、ハレが訊ねる。

「きみ……ハッターを助けたとき、〝アリス〟の命令で来たって言ったよね？　けど、今回はラビットの命令だと言った。アリスとラビットは同じ人？」

《三貴人》はラビット、ハッター、ネズミの三人。アリスとは何者なのか。

　ネズミはしばし逡しゆん巡じゆんするように沈ちん黙もくし、首を振った。

「……違う。アリスは【暁の涅槃ニルヴアーナ】の人間。《三貴人》の協力者よ。ともかく、ネズミはあんたたちを監視する。邪じや魔まもしないから、好きなようにやっていいケド」

　ネズミは口早にそう言い、戦意がないと示すように両手をあげた。

「そう言われても、敵が目の前にいることには変わりねえしなあ。こっちからすりゃ、状況は四対一で圧あつ倒とう的てき有利。てめえを放っておく理由もねえ」

　こきこきと手を鳴らすサラディンに、だがネズミは無反応をつらぬく。

　第一級冒険者を前に身構えるでもなく、逃にげるでもない。その場に立ちつくし、「どうぞご自由に」とでも言うように首を回し、大あくびしてみせる。

「……余よ裕ゆうしゃくしゃくってか。なめられたもんじゃのう」

「さっき団長の攻撃を避よけられて、調子乗ってるね～☆」

　サラディンとアブーは悪戯いたずらめいた笑みをうかべ、身構えた。







「四方から……一いつ斉せいにかかるぞ」

　団長の指示にしたがい、四人はじりじりとネズミを取りかこんだ。

　なおもネズミは微び動どうだにしない。余裕があるのか、脳内では思考しているのか。それすら判然とせぬまま、ハレたち四人は一斉にネズミに飛びかかった。

　全方位からの特とつ攻こうに対し、彼女に逃げ場ばはなく――

「……!?」

　だがその刹せつ那な、ネズミの姿が視界からかき消えた。

　先頭をきったサラディンの拳こぶしは、スカッ！　と空を切る。続いた三人の攻撃もそれぞれ空を切り、四人は勢いをとめられずに仲間同士で衝しよう突とつした。

「いたたたたた……ネズミは？」

「あっちあっち～！」

　ハレが尻しりもちをついて頭を抱えていると、アブーが声をあげた。

　アブーが指した先――ハレの後方一〇数Ｍメイルのところに、ネズミは立っていた。

「一瞬であそこに……」

　ハレはごくりと唾つばをのみ、まだ年とし端はもいかぬその少女を見た。

　四方からの攻撃で逃げ場はなかった。やはりこれは――

「あ～……もう、やめじゃやめじゃ！」

　サラディンは草原に尻もちをつき、お手上げのポーズをとる。

「……空間転移能力じゃのう。わしらがいっくら速く動こうとも、四方から攻撃しようとも、一瞬で転移されちゃ捕つかまらん。放っておくほかない」

　やはり、と。ハレは納なつ得とくする。ネズミはハッターの窮きゆう地ちに短時間で迷宮深部までやってきた。一連の動きも考えあわせ、転移能力としか考えられまい。

「……え、放っておいていいの～？」

「しゃあねえじゃろ。好きにさせとけ」

　アブーは不満げだが、しかたあるまい。ネズミは一瞬で空間移動できる。追いかけっこでは勝ち目がない。ひとまずは放っておくほかなさそうだ。

「最優先は迷宮攻略。こいつに構ってる暇ひまはねえ」

「……ですね。さきに進みましょう」

「うーんと、メリルもそれでいいと思いまぁす」

　ハレとメリルが同意すると、アブーもやむなしと息をつく。

「……そういうわけじゃ、好きにせい」

　サラディンのその言葉にも、ネズミはやはり無反応だった。

　掴つかみどころのない少女にやれやれと肩をすくめ、サラディンはさっさと歩きだす。三人も追つい随ずいし、あらためて迷宮深部を目指して進みはじめた。

（しっかし、怖いな……）

　ハレは不安に思い、ちらと背後の少女を振りかえる。

　ネズミは一〇Ｍメイルほど距きよ離りをとり、後方をついてきていた。ドレスのせいで歩きにくいのだろう。とてとてというその歩き方は、どこかぎこちない。

　生まれたての小動物を連想させるその動きは、正直かわいらしいと思ってしまった。

　だが相手はあの《三貴人》。あの動きすら敵をあざむく仮かり初そめの――

「……あ、」

　瞬間――どてん！　と。ネズミはドレスの裾すそを踏ふみ、すっ転んだ。

　こうも見事な転び方は見たことがないというほど、顔面から草原に倒たおれこむ。サラディンたちも一斉に振りかえり、敵幹部の無様な姿を見て呆あつ気けにとられる。

　ようやく身じろぎしたネズミの顔面は、土まみれだった。

　純白の仮面は黒くそまり、口に入った土をペッペッと吐はいている。

「……ほら、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ハレが手を差しのべると、ネズミはこちらをぼんやりと見た。

　仮面の下のつぶらな瞳が、差しだされた手の意味が理解できぬと訴うつたえる。
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「……」

　そしてハレの手はとらずに立ちあがり、ドレスの土をポンポンと払はらう。

　いらないってことね、と。ハレは手を引っこめ、肩をすくめた。

「ハレってば、女の子ならおかまいなしなんだからぁ！」

「ハレっち、いくらなんでも敵をナンパは……」

　仲間のもとに戻もどると、メリルとアブーが非難の視線を向けてくる。

「そ、そんなつもりないって……！」

「えー、ほんとうかなぁ？」

「嘘だね、アブーの神がかった察知能力がゆってる！」

　なおも疑う二人に背を向け、ハレは逃げるように駆けだす。

「い……いいからほら！　さっさと行きましょうよ！」

　こわばった笑みをうかべ、サラディンのとなりにならぶ。

　サラディンから「お互たがい大変じゃのう」という視線をもらい、息をつく。謎なぞの少女に監視されながら、ハレたちはあらためて草原を歩きだした。

　目指すは――迷宮《大金字塔ピラミツド》最深部。このさきに待つのは天国か、それとも地じ獄ごくか。




２




「あれは……」

　四人が迷宮深部へと探たん索さくを開始して、約一〇分後。

　無限に続くかと思われた草原の景色に、あきらかな変化が生じた。やわい陽ざしに照らされたなだらかな丘おか、その中腹に石いし畳だたみの広場が広がっていたのだ。

　中央には、長い上り階段。

　そのさきには、石造りの神しん殿でんが立っていた。

　白を基調にした神殿の雰ふん囲い気きは、カテドラルに近いだろうか。遺い跡せきめいていて古めかしく見えるものの、それでも隠しきれぬ高貴なオーラを放っていた。

「当たり……じゃのう」

　神殿のただならぬ雰囲気に気づき、サラディンはほくそ笑む。

「行こう、行こ～う☆」

　アブーが弾はずんだ声で先せん陣じんをきると、三人も早足で追随する。

　神殿内になにがあるかはわからない。だが英えい雄ゆう譚たんでは、ああいった建物にはたいてい財宝が眠ねむっているのだ。疲ひ労ろうで落ちた一行の歩速が、ぐんぐんあがる。

　だが広場に近づき、神殿が視界のなかで大きくなった――次の、瞬間。

「……うおおおおおおおおおっと!?」

　アブーがとんきょうな声とともに、急停止した。

「ど、どうしたんです……？」

　硬こう直ちよくするアブーの顔をのぞきこみ、ハレは彼女のとなりにならぶ。

　そして、彼女が前方のなにかを見あげていることに気づく。

「……!?」

　驚愕の表情をうかべるアブーの視線を追い、ハレは絶句した。

　そこにいたのは、見覚えのある魔ま獣じゆう。金色の体毛に覆われた獅し子しの体に、同じく金色のワシの翼つばさを生やした人面のモンスター。前まえ脚あしを折って座した体勢だというのに、体高一〇Ｍメイル近くはあろう。その巨きよ体たいだけで足がすくんでしまうほどの威圧感だ。

　見覚えがあるのも当然。

　巨きよ獣じゆうの姿は、この国の人々が何度となく目にしてきたもの――

「あれは……《王獅子スフインクス》？」

　それは《大金字塔ピラミツド》に隣りん接せつして建てられた巨獣の石像、冒険者複合施し設せつとして使われている建造物とまったく同じ姿だった。だが町にあるものは、あくまでも石像。《王獅子スフインクス》はそもそも伝説の存在で、目にしたものはひとりとしていない。

　この《王獅子スフインクス》が本物ならば、歴史に残る発見だが――

「どうやら……石像のようじゃのう」

《王獅子スフインクス》の巨体にペタペタと触ふれながら、サラディンがつぶやく。

「ほ、ほんとに～？」

「本物に見えるぅ……！」

　女じよ性せい陣じんは遠巻きに《王獅子スフインクス》を見て、いまだ腰こしが引けている。

　ハレも正直、目の前のそれが恐おそろしい。威い風ふう堂どう々どうとした金色の体躯や全身の精せい巧こうさふくめ、眼前の《王獅子スフインクス》はあきらかに本物に見えたのだ。

「きみは怖くないわけ……？」

「別に」

　となりのネズミに訊ねるが、彼女はやはり飄ひよう々ひようとしていた。

　さすがにこの少女には負けられぬと、ハレは《王獅子スフインクス》に近づく。

「うわあ……こええええええ」

　近づいてみると――しかし、やはり恐ろしくて声をあげてしまう。だがハレも男だ。サラディンにうながされ、恐る恐るその前脚に手を触れる。

　石、だった。

　町の《王獅子スフインクス》とは材質は異なるが、間ま違ちがいなくひんやりと冷たい石でできていた。

「ふう……」

　それが石像とあらためてわかり、胸をなでおろす。

　ハレの様子を見て安心したのか、女性陣もようやく近づいてくる。

「な～んだ、石じゃん！　びびらせてくれちゃって～！」

「ほんとだぁ！　すっごい本物に見えたのにぃ！」

　あらためて《王獅子スフインクス》に触れ、二人とも安あん堵どの笑みをうかべる。

「……というわけじゃ、さきに進むぞ」

　階段に足を向けたサラディンを追い、メリルとアブーが歩きだす。

　ハレも遅おくれまいと駆け足あしになり、三人のさらに前へと躍おどりでて――

「……うぎゃッ！」

　だが階段へと足を踏みだした瞬間、なにかに衝突してのけぞるように倒れた。

「ハ、ハレ!?　だいじょぶぅ!?」

「あ、ああ。でもいったい……」

　メリルの手を借りて身を起こすと、目の前にはゆらぎが生じていた。水面に石が落ちたときに生じるそれと同じように、ハレがぶつかった空間に波は紋もんが。

「結界が張られているようじゃのう」

　サラディンは波紋の生じる壁かべに触れ、コンコンとノックする。

　侵しん入にゆう者しやを通さないためか、そこには不可視の結界が張られてるらしい。

「この《大金字塔ピラミツド》は、もともとは王族の墓じゃ。そこにいつしか魔ま物ものたちが湧出ポツプするようになり、迷宮になったという話。この結界は墓の名残なごりかのう」

「で、これどうする～？　けっこう強い結界だよ～？」

　アブーは指で結界をつんつんと突つき、肩をすくめる。

「都合のいいスキル保持者ホルダーもおらんしのう」

　サラディンはうーむと考えこみ、とんでもないことをあっけらかんとのたまう。

「ま、力ずくでぶちやぶるか」

　へ？　とハレがマヌケな声をあげる間に、サラディンはぐっと右半身を引いた。

「ちょ……団長、そんな適当でいいんですか！」

「こうするしかねえじゃろ、まかせとけ」

　サラディンは自信ありげに笑った。その表情は頼もしい団長というより、あきらかに悪戯を思いついた少年のもので、ハレは不安を禁じえなかった。

　不安をよそに、いよいよサラディンは拳をくりだし――

「……!?」

　だがその直前、場の全員が強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感に襲おそわれた。

　その威圧感に、サラディンも動きをとめる。覚えのある感覚だ。《黒猟犬ヘルハウンド》や《鎧竜ビヒモス》との遭そう遇ぐう時にも感じたそれは、圧倒的強者を前にしたときの感覚だった。

　そして次の瞬間。

　強大な圧迫感は、目眩めまいのするような強烈な〝殺意〟に変へん貌ぼうした。

「……避けろ！」

　サラディンは叫び、その場から勢いよく跳とびのいた。

　アブーは間かん髪はつをいれず離り脱だつし、ハレもメリルを抱だいて二人のあとを追った。ハレが上空に飛びあがったところで、四人がいた地表を真っ赤な光線が走った。光線はすさまじい熱とともに石畳をえぐるように溶とかし、またたくまに草原を焼け野原にした。

「な、なんだ……!?」

「とまるな、来るぞ!!」

　着地して立ちつくすハレに、サラディンが叫ぶ。

　直後――ビュンッ！　と。光線は軌き道どうを変え、すさまじい速度でハレを追つい尾びしてきた。ハレはメリルを抱え、光線をあわてて回かい避ひする。

　そしてハレたちが神殿から一定の距離をとったところで、ようやく光線はとまった。

　静せい寂じやく。なにごともなかったように、草原に平へい穏おんが戻る。

「ひゅ～、危なかったね～！」

　冷ひや汗あせを流すアブーを横目に、ハレはまわりを見る。

　熱線がやむと、そこは地獄絵図。一帯は赤と黒の世界へと変貌していた。石畳だけでなく、繁はん茂もする草花ふくめ、すべてが黒くすすけ、あるいは赤々と燃えている。

　何者の襲しゆう撃げきか、と。ハレは光線の出所を見た。

「《王獅子スフインクス》……？」

　そこにいたのは――さきほどの石像《王獅子スフインクス》。

　幼少期から耳にしてきた数多あまたの英雄譚。そのなかに《王獅子スフインクス》が光線を吐き、墓荒あらしを灼やく話があった。その光線は一瞬で森を火の海にし、岩や鉄を溶よう解かいしたという。目の前の《王獅子スフインクス》が光線を吐いたとすれば、つじつまはあう。

　だが――《王獅子スフインクス》は何度見ても、やはり石像だった。

　動いた様子はなく、さきと同じ体勢でじっと鎮ちん座ざしている。目の前の《王獅子スフインクス》が襲しゆう撃げき者しやなのかどうか、仲間たちも状況を判断しかねているようだった。

　だが唯ゆい一いつサラディンだけは、完全に敵を見つけた獣けものの目で《王獅子スフインクス》を見つめていた。

「……とんでもねえ、化け物じゃな」

　そして絞しぼりだされた声は、わずかに震えていた。

　ハレもあらためて《王獅子スフインクス》を凝ぎよう視しし、ようやく気づいた。

「……!?」

　巨きよ大だいな《王獅子スフインクス》の石像が――否いや、石像だと思っていたものが、魔力マナをまとっていることに。ハレは静かに臨戦態勢に入り、石像だったはずのそれを注意深く見た。アブーとメリルも眼前のそれの異変にまもなく気づき、それぞれ身構えた。

　しかし。

　どれだけ待っても、《王獅子スフインクス》が動きだすことはなかった。

「おい、いつまで石のフリをしとるんじゃ！　動くならさっさと動かんかい！」

　しびれを切らしたサラディンが、駄だ々だっ子このようにわめく。

　これまで無反応の《王獅子スフインクス》が、そんな煽あおりで反応するわけがな――




　ぴかっ!!　と。《王獅子スフインクス》の眼がん窩かが、紅あかい光を放った。




「……って、反応すんの!?」

　そんな状況ではないはずだが、ついツッコミを入れてしまうハレ。

　ハレが場にそぐわぬ反応をしていると――次の、瞬間。




『……かぎりある生命を持つものたちよ』




《王獅子スフインクス》のものらしき声が、ずしんと響ひびいた。

　威厳のある――まるで一国の王のような重じゆう厚こうな男声に、四人は息をのむ。

『我は運命神クグニにより、創造されしもの。神殿の守護者なり』

　その声には方向性がなく、頭のなかに直接的に響いているようだった。

　そんな神しん託たくに似た声に対し、だがサラディンは怯ひるまない。

「《王獅子スフインクス》……でええのかのう？」

　サラディンは《王獅子スフインクス》の前に進みでて、堂々と訊ねる。

《王獅子スフインクス》はそれを肯こう定ていするように、自身の眼窩を紅く発光させた。

『《王獅子スフインクス》……それは真名ではない。だが、便べん宜ぎ上そう呼ぶがいい』

「運命神クグニにつくられたと言うたが……ならばなぜわしらを攻撃する？　わしらはガルデニア九大神を信しん仰こうするガルデニアの民たみ、おまえとは親しん戚せきみてえなもんじゃろ」

『汝なんじらが何者かは問題ではない。我は運命神クグニの命により、この《運命の神殿》の守護を命じられた。何人たりとも神殿には近づけられぬ。それだけだ』

「うさんくせえなあ。そもそもなぜ迷宮の奥に、運命神クグニの神殿なんぞがある？　ここは魔物の巣そう窟くつじゃろうが。隙すきを見て、わしらを喰くらうつもりに思えるぞ」

『我は神命を果たすのみ。引くのならば追いはせぬ。引かぬなら……』

　ごくりと生なま唾つばをのむハレに、《王獅子スフインクス》は淡たん々たんと宣告する。

『死……あるのみ』

　ただ事実をのべたのだろうその言葉は、異様に〝死〟を連想させた。

「どうしても……通す気はないっちゅうことか？」

『通せぬ。何人たりとも、な』

　サラディンはやれやれと肩をすくめ、首をぐるりとまわす。

　やる気のようだ。魔獣を見るその目は爛らん々らんと輝き、玩具おもちやを見つけた子供のごとしだ。

「うわあ、団長火ついちゃってるよ～……」

「え、戦うんですかぁ……!?」

　アブーが嫌いやそうに言い、メリルはおどろきの声をあげる。

《王獅子スフインクス》という存在は、この国では聖せい獣じゆうといったイメージが強い。話を聞くかぎり、悪い魔物とも思えない。狩かるとなれば、むしろ悪者はこちらだ。

　なにより、記述として残る《王獅子スフインクス》は強い。

　光と闇やみの大戦でも、この魔獣は神の眷けん属ぞくとして古こ竜りゆうを何なん匹びきもほふっている。もちろん戦せん闘とうは見たことがないが、文ぶん献けんによると推定レベルは[image: ]を超こえる。

　レベル[image: ]超えのモンスター。

　それは人々にとって伝説の存在で、敬意と畏い怖ふをもって〝伝説級レジエンダリ〟と呼ばれる。希少性と強大さは、ガルデニア大陸に八人しかいない第一級冒険者と同等。神のごとき力だけでなく、人と同等以上の知性を持つものも多く、まず人の敵かなう相手ではない。

　その前評判が正しいことは、眼前の《王獅子スフインクス》を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　これまで遭遇した魔物とは――どこか違う。落ちつきはらった強者の魔力マナ。その強さはもはやハレでは測れず、おそらくは《鎧竜ビヒモス》の上をいっている。

　死し闘とうになるのは想像にかたくない。だが迷宮攻略を目指す以上ここでは立ちどまれない。

「ま……やるしかないでしょうね」

　ハレは腹をくくって剣けんを伸のばし、サラディンの横にならぶ。

　ハレをちらと見て、サラディンは悪友を見たように笑う。

「……まずはわしがひとりでやる。援えん護ごを頼む」

　今回の敵の強さは段だん違ちがい。ネズミのときとは異なり、下手に一いつ斉せい攻こう撃げきをしかけるのは愚ぐ策さく。まずは最強のサラディンが敵の能力をさぐるべきだろう。

（もどかしいな……）

　いまだサラディンの域に達せぬ自分が、悔くやしかった。迷めい宮きゆうでの激戦を乗りこえ、ハレはレベル[image: ]にも達する。だがそれでもなお、第一級冒ぼう険けん者しやには届かぬのだ。

『死に急ぐか……もっとも愚おろかな選せん択たくなり』

　魔獣はぴくりとも表情を変えず、サラディンをはるかな高みから見下ろす。

　それはまるで、創造主が創造物を見るように。

「戦ってもねえのに――」

《王獅子スフインクス》の態度に苛いら立だったように、サラディンは眉み間けんにしわをよせる。

　そして次の瞬間、威い嚇かくする獣のように唸うなり――




「――――上から物言ってんじゃねえ！」




　砲ほう弾だんのような雄お叫たけびとともに、地を蹴けった。

　速い。速すぎる。目で追うのも至難だった。ハレの目が神速のサラディンを追い、彼かれの姿を視界にとらえたときには、その拳は《王獅子スフインクス》の横よこ面つらに突きささっていた。

　ズンッ!!　と。まるで大だい魔ま法ほうが炸さく裂れつしたかのように轟ごう音おんが響き、衝しよう撃げき波はが波状に広がった。サラディンのその単なる正せい拳けん突つきには、しかし最高クラスの大魔法使いが長時間の詠えい唱しようののち、ようやく発動した大魔法のような力があった。

　体が粉々になってもおかしくない。そう思えるほどの一いち撃げきに――

「……!?」

　だが《王獅子スフインクス》は、まったくの無傷。拳に押おされたように顔面をわずかに横向けたのみで、サラディンの豪ごう腕わんをその頬で受けとめていた。

　魔獣の耐たい久きゆう力りよくに驚愕するハレ。だがそのときにはすでに、サラディンは魔力マナをこめた拳を、左、右、左、右……と神速で《王獅子スフインクス》の顔面にぶちこんでいた。その一撃一撃の威い力りよくは、ハレが強敵へと繰くりだす全ぜん身しん全ぜん霊れいの一撃と遜そん色しよくないものだった。

　まったく、信じられない光景だ。

　これが第一級冒険者サラディン・ラスシャール。

　格が違う。ハレと模も擬ぎ試合をしたときは、まだ本気のホの字も出だしていなかったようだ。

　しかし、それよりも信じられないのは――

《王獅子スフインクス》がその連撃を受け、いまだ無傷なことだった。

　サラディンの攻こう撃げきはまぎれもなく、《王獅子スフインクス》の顔面をとらえていた。それでもなお魔獣はゆるがず、さきと同様に絶対的威圧感を放って鎮座している。

「なるほど……ここにも結界があるようじゃのう」

「みたいだね～☆」

　魔獣の体に目を凝こらすと、魔獣は圧あつ倒とう的てきまりよく魔力マナのほかに薄い膜まくの魔力マナをまとっていた。

　あの結界がサラディンの攻撃を阻はばんでいたのだ。

「でも、あれで……」

「あんな薄い結界で、団長の攻撃を防げるわけがない。ふつうならそうなんだけど、まあ目の前のやつはふつうじゃないってことだね～☆」

　気楽な口調ながら、アブーの頬には汗が伝っていた。あの薄い結界が、サラディンの攻撃を阻む強度を持っている。まずそれがありえないことなのだった。

「久々に……本気で楽しめそうじゃのう」

　だが自身の攻撃が完かん封ぷうされてなお、サラディンは笑っていた。

　強がりではない。本当に楽しそうに無む邪じや気きに目を輝かがやかせている。

『かぎりある生命を持つものよ、すべては無意味。結界は破れぬ。このわずか１Ｃセイチの結界は絶対不ふ可か侵しん、我の絶対領域。汝は我をここから動かすことすら敵わぬ』

「絶対絶対うるせえ、この世界にはのう――」

　サラディンは《王獅子スフインクス》の言葉をさえぎるように言い、

「――――絶対なんつーもんは、絶対ねえんじゃ！」

　すべてを置きざりにし、《王獅子スフインクス》へと疾しつ走そうする。

　弾だん丸がんのごとき速度で、またたくまに魔獣のふところに躍りこむ。大きく右半身を引き、力をためる予備動作のあと、鬼き神じんのごとき形相で鉄てつ拳けんを繰りだした。

　流星のごときその拳は、正確に魔獣の右頬をとらえ――

『我には届かぬよ……絶対にな』

　だがそこで――ぴたり、と。不可視の壁に当たって停止した。

（団長でも、届かないのか……？）

　あのサラディンの攻撃でさえ届かぬのか。

　となれば、もうあの結界をやぶれるものはいな――




「――――ぐおおおおおおおおおおおおおッ!!」




　だがそのとき、サラディンが吼ほえた。

　その雄叫びに奮ふるいたたされたように、彼の全身から圧倒的魔力マナが放出される。その圧を受けて彼の真下の地面が沈しずみ、拳と結界の接せつ触しよく点で空間がゆがむ。

　外敵と相対した猛もう獣じゆうのように顔をゆがめ、一方で眼前のことを楽しむ無邪気な子供のような微び笑しようを口こう端たんにきざみ、サラディンはさらに前へと拳を突きだす。

　結界はいまだ、びくともしない。それでもサラディンは、前へと拳を繰りだしつづけた。

『無む駄だだと……』

　そして魔獣がさらに諭さとそうとしたその瞬間、ビキッ、と結界に亀き裂れつが入る。

　びくともせぬように見え、だがサラディンの拳は確かなダメージを与あたえていたらしい。

（いける……！）

　このまま行けば、結界は間違いなく破れる。

　だが結界の亀裂がいざ、広がろうとしたそのとき――

「……ぬうッ」

　微動だにしなかった魔獣が、ついに重い腰をあげた。

　バサッ!!　と。巨大な翼をはためかせ、巨きよ竜りゆうのように宙に浮うきあがる。そんな簡単な動作だけで一帯に突とつ風ぷうが起こり、サラディンは吹ふきとんだ。

　サラディンは石畳を転がり、そのまま瓦が礫れきへと突っこむ。

「団長！」

　ハレたちはサラディンに駆かけより、瓦礫から助けおこす。

　サラディンは口端から流れる血を手で乱暴にぬぐい、体を診みようとするハレたちを押しのけ、浮ふ遊ゆうする《王獅子スフインクス》を見あげた。そして子供のように笑う。

「ほれ見ろ、絶対なんてねえじゃろうが」

『……侮あなどっていたのは、我だったか。この結界を人の子が破ろうとは想像だにしなかった。神々の力をこれほど色いろ濃こく受けつぐものがいようとはな』

　魔獣はサラディンを見下ろし、心の底から感心したようにうなる。

『認めよう、汝は強い。我も手加減はせぬ』

　直後。《王獅子スフインクス》は全身から膨ぼう大だいな魔力マナが噴ふん出しゆつさせ、呪じゆ文もんの詠唱をはじめた。

　なんの魔法だろうか、と。ハレは魔獣の動きに注視する。

「あの魔法って、まさか……」

　詠唱を聞き、アブーがなにかに気づいた――次の、瞬間。




『精せい霊れいを統すべる三柱の王よ、契けい約やくのもとに顕けん現げんせよ――――【召喚サモン】!!』




《王獅子スフインクス》の発動句ルージヨンに呼応し、膨大な魔力マナが放出された。

　魔力マナはやがて収束し、三体の巨大な姿を形づくってゆく。

「……【召喚サモン】だと!?」

　まさか魔物がこの呪文を使うとは、予想だにしなかった。

【召喚サモン】は魔物や精霊を異世界から召喚し、使い魔まとして使し役えきする魔法。【魔法使いメイジ】系統の天職ジヨブでも、上級職でなければ修得できぬ高難度の魔法なのだ。

　だが異空間から生物を召喚するには、相当な魔力マナが必要。大魔法使いでも《鷲頭獅子グリフオン》や《小精霊スプライト》を召喚するのがやっと。たいしたものは召喚できぬはず。

　しかし。

　やがて顕現した三体の召しよう喚かん獣じゆうは、予想をはるかに上回る存在だった。

「嘘うそ……だろ!?」

　一体一体が、《王獅子スフインクス》と同等かそれ以上の巨きよ躯く。

　体躯だけではない。それらがまとう凶きよう悪あくな魔力マナが、存在の強大さをまざまざと証明していた。そしてそれらの一体に、ハレは既き視し感かんがあった。

「……《鎧竜ビヒモス》」

　それは、推定レベル[image: ]の大型級モンスター《鎧竜ビヒモス》。

　ハレが仲間とともに死力を尽つくし、ようやく討とう伐ばつした魔獣だった。

「《鎧竜ビヒモス》だけじゃねえ。あれは《炎巨神イフリート》と《風精霊シルフイード》じゃ」

「どいつもこいつも、レベル[image: ]を余裕でこえる化け物だね～……」

　アブーの言葉どおり、残りの二体もまた怪かい物ぶつ。

　推定レベル[image: ]の大型級モンスター《炎巨神イフリート》。その体高は一〇Ｍメイルを優に超える。燃えさかる紅ぐ蓮れんの炎をまとった筋骨隆りゆう々りゆうの巨神。その瞳ひとみは怒いかりに燃え、猛獣のように鋭するどくハレたちを睥へい睨げいしている。《鎧竜ビヒモス》と同じ、四大精霊の一柱だ。

　もう一体も、推定レベル[image: ]の大型級モンスター《風精霊シルフイード》。その巨躯は《炎巨神イフリート》と同様だが、《風精霊シルフイード》がまとうのは吹きすさぶ風。その風により常に宙に浮遊し、現在もハレたちを見下ろしている。同じく、四大精霊の一柱だ。

（ありえ、ないだろ……）

《鎧竜ビヒモス》一体を倒すのにも、死力を尽くしたのだ。

　それと同等以上の魔物が、合計で三体。そしてそれら以上の力を持つだろう《王獅子スフインクス》までもいる。ハレではどうあがいても勝てそうにない。

　だがここには、サラディン・ラスシャールがいる。あの《王獅子スフインクス》の強固な結界を破り、いまも未知数の実力をもつ英えい雄ゆうが。この圧倒的不利な状じよう況きようでさえ、彼ならばどうにかしてくれるのでは。そんな想おもいがハレの脳のう裏りをかすめていた。

「おいてめえら、いったん引くぞ～！」

　けれどサラディンは敵をしばし見つめたあと、軽い口調でそう言った。

「……え、引いちゃうの～？」

「団長ならどうにかできるんじゃ……」

「確かにこのまま戦闘を続ければ……わしらが全員で死力を尽くせば、あやつらをまとめて一いつ掃そうできるかもしれん。可能性はある。じゃが――」

　サラディンはあたたかな笑えみで、凍いてつく言葉をつむぐ。

「――さすれば、わしは仲間を三人失うじゃろう」

　このまま戦えば、ハレたち三人は死ぬことになろうと。

　いつもは軽口を叩たたくアブーでさえ絶句した。それは悲観的予測ではない。第一級冒険者が戦場でつちかった勘かん。おどろくほど冷静な戦せん況きよう分ぶん析せきだった。

「わしの目標は……仲間とともに迷宮を攻こう略りやくすること。そのためにはこのまま戦いつづけるわけにはいかん。一度ここは引き、戦力をととのえる必要がある」

「……わかった、とりま基地ベースまで引こっか～」

「それが……よさそうですね」

　ハレも賛同の意を示すが、声こわ音ねには「引きたくない」という含ふくみがあった。そんなハレをサラディンは複雑な顔で見つめ、だがなにも言わずに身をひるがえした。

「ふーん、あきらめちゃうんだ。おもしろくないケド」

　のんきに横よこ槍やりを入れてきたのは、ネズミだった。

　姿が見えなかったが、どこからか監かん視ししていたのだろう。

「てめえを楽しませるためにやっとるわけじゃねえからのう。それに、あきらめるわけじゃねえ。必ず戻ってくる。とにかく……合図したら逃にげんぞ」

《王獅子スフインクス》と召喚された三体の精霊は、攻撃の予備動作に入っていた。

　サラディンは敵の動作を入念に観察し――次の、瞬しゆん間かん。

「――いまじゃ！」

　敵の攻撃が放たれると同時に、ハレたちにそう叫さけんだ。

　魔獣の攻撃は、それぞれが一撃必殺の威力をはらんでいるように見えた。しかし来るとわかっている攻撃を避よけるだけならば、決して不可能ではない。

　ハレたちは即そく座ざに地を蹴り、草原を駆けだした。

「おい、きみも早く……！」

　ネズミがその場に棒立ちしているのに気づき、ハレが叫ぶ。

「……バーカ、言われなくても逃げるケド」

　だがネズミは一いつ切さいあわてずに、ハレを嘲あざけるように言う。

　呪文を詠唱しはじめたのを見るに、魔法で逃げるつもりなのだろう。

「……!?」

　だがその直後――彼かの女じよの詠唱が、唐突にとぎれた。

　気づけばネズミは驚きよう愕がくに目を見開き、両りよう腕うでで自身の喉のどを押さえていた。身をよじって声を出そうとしているようだが、声はまったく出ていない。

「なにしてる……早く逃げろ！」

　ハレは自身の身の安全も忘れ、立ちどまって叫ぶ。

　ネズミはなおも身をよじっているものの、声はやはり出ない。

（そうか、《風精霊シルフイード》……！）

　風の魔法のなかには、対象範はん囲いの音を奪うばう【沈黙サイレンス】の魔法がある。

　見ると《風精霊シルフイード》の体から、奇き妙みような魔力マナが噴出していた。あれが【沈黙サイレンス】の魔力マナなのだろう。あれのせいで、ネズミは声を出せなくなっているのだ。

　つまり、ネズミは空間転移できない――

　刹せつ那な。魔獣たちの魔法が、一いつ斉せいに襲いかかってくる。

《炎巨神イフリート》が放った炎をまとう巨大な隕いん石せきが、《鎧竜ビヒモス》が隆りゆう起きさせた大地が、《王獅子スフインクス》の放った高熱の光線が、猛もう烈れつな勢いでネズミに向かった。

　ネズミは呪文の詠唱をあきらめ、その脚あしで駆けだす。

　だが頼たのみの呪文を封ふうじられた焦あせりからか、二歩目を踏みだしたときにドレスの裾を踏み、無様に倒れてしまう。その勢いで仮面が弾はじけとび、地面に転がる。

「……!?」

　次の瞬間、魔獣たちの攻撃が一斉にネズミに降りそそぐ。

「……バカは、どっちだよッ！」

　ハレは悪態をつき、身をひるがえす。その悪態がヘマをしたネズミへのものか、それとも敵のために動いた自身へのものか、ハレにもわからなかった。

「ハ……ハレ!?」

「メリルン、いいから……離はなれるよ！」

　立ちどまるメリルの背を押し、アブーはそのまま戦線離脱。

　一方でハレは一いち陣じんの風となり、ネズミのもとへと駆けた。そして敵の攻撃がネズミに炸裂するまさにその直前、ネズミを抱きあげて地を蹴った。

　直後――ズドンッ、と。

　大だい爆ばく発はつが起きた。

　ハレは宙に跳びあがったところで爆ばく風ふうに煽られ、地面を転がった。しかしネズミはしっかりと胸に抱かかえこみ、どうにか爆風から守りきる。

　だが安心したのもつかのま、《炎巨神イフリート》の隕石がふたたびハレに襲いかかる。そのあまりの速度と巨大さに、どうあがこうと回避は不可能に見えた。そしてネズミを抱えて倒たおれているいま、迎げい撃げきするような余よ裕ゆうもやはりなかった。

　ハレはその一いつ瞬しゆんで、自身の死を予期する。

　だが直後――ズゴンッ!!　と。ハレに到とう達たつする直前で、隕石が粉々に砕くだけちった。

「……!?」

　気づけばサラディンが、眼前で拳こぶしを突きだしていた。

　おどろくべきことに、燃えさかる巨大な隕石を拳ひとつで打ちくだいたらしい。

「あ……ありがとうございます！」

「走れッ！」

　サラディンに叱しつ咤たされ、ハレはネズミとともにアブーたちと合流。

　そのあとも足はとめず、魔獣たちの姿が見えなくなるまで走りつづけた。

「……まったく、敵をわざわざ助けるとはのう」

「もう、ハレっちは女の子には見境ないんだから～！」

　敵の気配が届かぬ場所まで来ると、サラディンとアブーが文句を言った。

「す、すみません……」

　ハレはみなを巻きこんだことに頭をさげ、抱えている少女に目をやる。

　そこにいたのは、とんでもない美少女だった。

　小さな体にのる小さな頭。そこには大きな赤珊瑚オツクスブラツドの瞳が輝いていた。小さな鼻、小さな口、赤子のような白しら肌はだもあいまり、天上界ヴアルハラの天使のような雰囲気がそこにはあった。仮面で気づきようがなかったが、ネズミはとてつもない美少女だった。

　その澄すみきった瞳で、彼女はこちらをきょとんと見あげていた。

「ケガは……ないか？」

「……!?」

　訊たずねたとたん、ネズミはハッとした顔でハレから目をそらす。

　そして――ポッ、と。頬ほおを赤らめた。終始無表情だった彼女の顔に、初めて感情がうかぶ。それからハレの腕うでのなかで暴れ、地面に降りたつ。

「なんで……？」

　ぷいとそっぽを向き、独り言のようにささやく。

　なぜ自分を助けたのか、ということだろうと察する。

「……なんとなく、かな」

「意味わかんない、ちゃんと答えてほしいケド」

　ハレが頭をかくと、ネズミは不満げに唇くちびるをとがらせる。

「そんなこと言われてもなあ……」

　それは以前にもうまくこたえられなかった質問だった。理由なんてないのだ。そうしたかったからそうしただけ。それ以上でもそれ以下でもない。そもそも行動ひとつひとつに逐ちく一いち理由を持って行動している人間なんて、そうはいないと思う。

「とにかく、さっさとベースに戻んぞ」

　ハレが返答に窮きゆうしていると、サラディンが助け船をだした。

「あ……はい、そうっすね！」

「ちょ、ちょっと待ってほしいんだケド！」

　呼びかけるネズミを無視し、ハレは身をひるがえす。

〝逃げるが勝ち〟という言葉があるが、まったくそのとおりだと思う。勝ち目のない勝負だとか、どうしようもない面めん倒どうごとだとかからは逃げるにかぎる。それでも逃げたくないと思ったものとだけ、本気で向きあっていけばいい。

　そんな教訓めいたことを考えつつ。

　ハレたちは打だ倒とう《王獅子スフインクス》のため、戦力をととのえるべく基地ベースへと歩きだした。
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「マターファに戻もどり、援えん軍ぐんを呼ぶべきじゃろう」

　サラディンはおもむろに言った。

　夜。基地ベース内の天幕にて、一〇余名の団員が輪になっていた。基地ベースに戻るなり、経けい緯いの説明と話しあいの場を設けたのだ。その場には迷宮深部に行ったハレたち四名、《鎧竜ビヒモス》を討伐した新人たち、そしてギルドをしきる主要メンバーがそろっている。

「この基地ベースの戦力だけでは、《王獅子スフインクス》討伐には心もとない。マターファの本部に戻り、総員を招集。装備もととのえ、再戦にのぞむべきじゃろうな」

『弱気じゃねえか』『俺おれらを過小評価しすぎだろ』『てか団長が本気だせばよくね』

　柄がらにもなく弱気なサラディンに、団員たちが口々に不満をのべる。

　だがサラディンは落ちついた様子で、ゆっくりと首を振ふる。

「わしはてめえらを過大評価も過小評価もせん。わしが死力をつくし、てめえらが死ぬ気で援護すりゃ……確かに《王獅子スフインクス》を打倒することもできよう」

　じゃが――と。サラディンは重々しく告げる。

「もしそうなれば……迷宮最深部にたどりつくのは、わしひとりになろう」

　ハレやアブーにしたのと同様に、厳しい現実を仲間に突きつける。

「もちろん、わしはそんな結末は望まん。わしの望みは、仲間とともに……迷宮最深部にたどりつくこと。そのためにこの場の戦力では不十分。わかってくれるな？」

　サラディンが見回すと、団員たちは無言でうなずいた。

「……決まりじゃな。一度、マターファの本部に帰き還かんする。出発は……思いついたら吉きち日じつってことで、二時間後ぐらいでええじゃろ。そんじゃ解散！」

『はああああああああ!?』『急すぎんだろ』『なんも準備してないわよ』

　不満をもらす団員たちを無視し、サラディンは立ちあがった。

「別に強制じゃありゃあせん。ついてきたいやつはついてこい。ついてきたくないやつは残っとれ。帰ってきたら、すぐ攻略に向かうからそれは忘れんじゃねえぞ」

　皆みなはしばし不満を言いつのるが、やがて準備のために天幕を出ていった。

　いつしか天幕に残っているのは、サラディンとハレだけになった。

（強く、なりたいな……）

　誰だれよりも強い眼前の男を見つめ、ハレはふとそう思った。

　腕の聖刻文字ヒエラテイツクを見れば、レベルはいつしか[image: ]。【逆境開花イロアグロウス】の影えい響きようもあり、自分は尋じん常じようでない速度で成長している。上級職への転職はレベル[image: ]からだが、レベル[image: ]にもなれば世間的には上級冒険者。ハレはもう、上位数パーセントの冒険者なのだ。

　だが。

　それでもダメだ。

　足りない。力がぜんぜん足りていない。先刻ネズミを助けたときも、サラディンがいなければ自分は、そしてネズミは死んでいた。この過か酷こくな世界を生き、さらに他人を守るには力がもっと必要だ。この第一級冒険者サラデイン・ラスシヤールのように圧あつ倒とう的てきな強さが。

「……団長、もっと強くなりたいです」

　ハレが言うと、サラディンはひょこと小首をかしげた。

「てめえは十分につええと思うが？　わしを除けば、この基地ベースにてめえに敵うやつはいねえじゃろ。ハッターとの戦いを見るに、また一皮むけたと思うぞ」

「でも、団長の荷物にしかなれてません」

　唇を噛かみしめるハレに、サラディンはこまったように頭をかく。

「気にせんでも数年もありゃ、わしぐらいに強くなるじゃろ」

　サラディンは笑うが、ハレの気持ちは晴れなかった。

　それを察したのだろう。サラディンはため息まじりに肩かたをすくめる。

「……っちゅーのは、求めてる答えじゃあねえみたいじゃな。ま、わしも似たようなときがあったからわかる。ひたすら強くなりてえって思ってたことが」

「団長も強くなりたいなんて思ったことあるんですか？」

　おどろくハレに、サラディンは苦く笑しようする。

「当たり前じゃろ、昔ほどじゃねえがいまだって思っとる。昔のわしは本当に弱くてのう、自分の弱さが嫌きらいで嫌いでたまらんかったもんじゃ」

「そこからどうやって強くなったんですか、教えてください!!」

　身を乗りだすようにして懇こん願がんするハレを、サラディンはぐっと押しもどす。

「強くなるっちゅうのは、簡単なことじゃねえ。なにかを為なすには代だい償しようがぜったいに必要じゃ。強くなるには……相応の代価を支し払はらう必要がある」

「代価ぐらい、いくらでも！」

「その代価が……大切な人間の命であっても、か？」

　真しん剣けんな表情でまっすぐに問われ、面食らうハレ。

　その問いから察するに、サラディンは強くなるために――

「……たとえばの話じゃよ」

　ハレの考えを読んだように、サラディンはニカッと笑う。

　しかし太陽のような彼の笑みに、陰かげりが見えたのは気のせいだろうか。

「とにかく、強くなるのは難しいってことじゃ。ま、べつに強くなろうとするのは悪いことじゃねえ。覚かく悟ごがあるなら、ここの階層主ガーデイアンにでも遭あってくるといい」

「階層主ガーデイアン……ですか？」

「この基地ベース付近に出る20層の階層主ガーデイアンのことじゃ。あやつは強くなるということの難しさを体現しとる。町に戻る前に、寄り道してくのもありかもしれんのう。ただし、あやつは強い。いまのおまえでも、勝てるという保証はまるでないがのう」

　サラディンは意味深な微笑を残し、さっさと天幕を出ていってしまった。

　ハレは天幕に取りのこされ、だがすぐに天幕を飛びだした。

「アブーさん、階層主ガーデイアンの場所を教えてください！」

「……え、階層主ガーデイアン？」

　広場にいたアブーに声をかけ、階層主ガーデイアンの湧出ポツプする場所を訊ききだす。

　そして間かん髪はつをいれずに基地ベースを出て、彼女に教えられた場所へと駆けていった。




（……このへんだよな？）

　しばしあってハレは、その場所にたどりついた。

　そこは、直径五〇Ｍメイルはあろうホール状の空間。少し狭せまい闘とう技ぎ場じようといった趣おもむきのあるこの空間こそが、例の階層主ガーデイアンの湧出ポツプする場所だとアブーは言っていた。ここで待っていれば、階層主ガーデイアンに遭える。サラディンの言う強さの秘密がわかるはず。

　だが。

　しばし待っても、階層主ガーデイアンが出現する気配はなかった。

　階層主ガーデイアンは階層に一体しか存在しえない。新たに湧出ポツプするとすれば、それはすでに出現している階層主ガーデイアンが、なんらかの理由で実体をなくしたときだけだ。つまりは湧出ポツプ場所で待っていても、目当ての階層主ガーデイアンが出現する可能性は低い。

　しかし今回の階層主ガーデイアンは、事情が違ちがうらしい。

　詳くわしくは知らないが、アブーはここにいれば必ずそれに遭えると言っていた。

（近くをさがすしかないか）

　ハレが周囲の捜そう索さくに向かおうとした――その、とき。




　――ギギギギギガガガ。




　形容しがたい異質な音が、ホール状の空間に響いた。

　振りかえると――眼前の空間に、禍まが々まがしい膨大な魔力マナがただよっていた。魔力マナの中心にはすでに、人の形をしたなにかが実体化しつつあった。

（……お出ましってわけか）

　ハレが剣を構えた瞬間、魔ま物ものは完全に実体化を終えた。

　一見それは、黒の全身鎧よろいに身をつつんだ騎き士し。だが体高は二Ｍメイルをこえ、魔力マナは黒く禍々しく、眼がん窩かは怪あやしく真しん紅くに輝いている。人でないのはあきらかだ。

　この騎士に似た魔物こそが、さがしもとめていた階層主ガーデイアン。

　レベル80の中型級モンスター《彷徨騎士ベルセルク》だ。

《彷徨騎士ベルセルク》はハレの姿を認めると、腰こしの剣をゆっくりと抜ぬきはなった。その所作はまるで高貴な騎士のようであり、自然とこちらの気も引きしまった。

（こいつと闘たたかえば……なにかがわかるはず）

　あやつは強くなるということの難しさを体現しとる――サラディンはそう言った。どんなことでもいい。この戦いで、強くなるきっかけをつかみたい。

　そしてまもなく《彷徨騎士ベルセルク》がこちらへと駆けてきて、戦いは静かにはじまった。

　カキンカキン、と。空間に剣と剣の衝しよう突とつ音おんが響ひびく。

《彷徨騎士ベルセルク》の剣は重かったが、それは平均的騎士と比べての話。迷宮で闘った《鎧竜ビヒモス》、ハッター、サラディンらの攻撃と比べると軽いと言わざるをえない。

　20層の階層主ガーデイアンならばこのぐらいか、と剣をあわせながら考える。

　せあッ！　という気合いの声とともに、《彷徨騎士ベルセルク》の剣を弾はじく。

　続けて中段蹴りを放ち、《彷徨騎士ベルセルク》の巨きよ体たいを横から薙なぎたおす。黒の騎士は勢いよく吹っとび、そのままごろごろと無様に地面を転がった。

（あっけなかったな）

　そう思いつつ、《彷徨騎士ベルセルク》のかたわらに歩みよる。

　倒れる騎士の背にゆっくりと剣を突つきたて――

「……!?」

　だが剣が騎士をつらぬく寸前、切っ先は《彷徨騎士ベルセルク》につかまれて静止する。

　強ごう引いんに突こうとするが、敵の腕わん力りよくはすさまじく剣は微み塵じんも動かなかった。

　――――ギギギギギギガガガ。

《彷徨騎士ベルセルク》は不気味な異音を放ちながら、ゆっくりと身を起こす。

　そしてハレの姿をあらためて認め、その瞬間に全身から魔力マナをあふれさせる。まるでこの戦いに勝つために、いままさに強くなろうとしているかのように。

　目の前の強者に勝ちたい――と。《彷徨騎士ベルセルク》の全身が、そう訴うつたえているようだった。

　そして《彷徨騎士ベルセルク》は、次の瞬間――

「……ぐッ！」

　これまでと比べるべくもない高速で、ハレに襲おそいかかってきた。

　その剣はあまりに速く、重かった。

　平均的騎士と比ひ較かくしてではない。それはサラディンやハッターと同じ格上の剣。ハレは必死に受けながすものの、やがて受けながしきれなくなり、ついに刃はが体に届きはじめる。ひとつふたつと切り傷が増え、ハレの鮮せん血けつが迷宮の地面を赤黒く彩いろどる。

（なんでこんなに急に強く……!?）

　なにか対策を打とうにも、敵にはまるで隙すきがない。

　延々と剣を振るってくるため、一方的に攻撃を受けるほかない。

「……!?」

　そして気づけば壁かべ際ぎわへと追いこまれ、逃げ場ばはなくなっていた。

　禍々しい魔力マナをまとった騎士は一歩……また一歩と歩みよってくる。そこから感じられるのは、純じゆん粋すいなまでの闘とう争そう心しん。純粋なまでの勝利への執しゆう念ねん。

　そして《彷徨騎士ベルセルク》は、真横に剣けんを振りかぶり――

（や、べ……）

　だがハレの喉が、横薙ぎに裂さかれる直前。

　ぴたり、と。《彷徨騎士ベルセルク》の剣が停止した。まるで時間がとまったかのように、ハレの喉に届くぎりぎりのところで静止していた。

「……？」

　直後。《彷徨騎士ベルセルク》の体から魔力マナが放出されていく。

　新たにまとった禍々しい魔力マナだけではない。《彷徨騎士ベルセルク》本体の生体エネルギーとも言える魔力マナもふくめ、すべてが宙に霧む散さんしてゆく。ハレに勝利を収めて生への未練がなくなったかのように、《彷徨騎士ベルセルク》の魔力マナが天へとのぼって消えていく。

　その様子をながめ、ハレは《彷徨騎士ベルセルク》の逸いつ話わを思いだした。

《彷徨騎士ベルセルク》は元々、敵に敗北して自らの弱さを悔くいて死んだ騎士。

　その未練を果たすべく迷宮を徘はい徊かいし、遭そう遇ぐうしたものに勝利するまで戦いつづける。そして相手が強者だった場合には、悪あく魔まと契約することで自身の限界をこえた力を得て襲いかかってくる。そして勝利を収めたのち、力の代償に命を落とすのだ。

（……強くなることの難しさ、か）

　サラディンが自分に伝えようとしたことが、わかった気がした。

　彼は強くなるためには代償が必要だと言った。そしてこの《彷徨騎士ベルセルク》にとっては、それが自身の命。それぐらいに強くなるというのは命がけなのだ。

「至高の魔力マナよ。憎にくき敵の禍まが魂たまを喰くらい、我わが血肉とせよ――【魔霊捕食スキルイート】」

　ハレはふだんの癖くせで、気づけば《彷徨騎士ベルセルク》の体に触ふれていた。

　正直スキル奪だつ取しゆが成功するとは思えなかった。スキルを奪うには、ハレ自身が魔物を倒していなければならない。ハレは一方的に倒されただけなのだから。

　しかし次の瞬間――

《彷徨騎士ベルセルク》の体から、膨大な魔力マナがハレへと流れこんできた。

　どうやら成功したらしい。どういった経緯であれ、ハレがいたからこそ《彷徨騎士ベルセルク》は倒れた。つまりはハレが倒したことになったのかもしれない。

（でも、こんなもん持っててもなあ……）

　ハレの腕には、新たなスキル【狂戦士化バーサーク】が刻まれていた。

　おそらくこれを使えば、ハレはいまの何倍もの力を発揮できる。だが自身の目的を果たしたところで、命を落とすだろう。そんな物ぶつ騒そうなもの使えない。

　収しゆう穫かくがあったのかわからないな、と。息をついていると――




「……ねえ」




　ふいに声をかけられ、ビクッと身を震ふるわせた。

　あわてて身構えるが、すぐに声の正体を知って脱だつ力りよくした。

「……きみ、いたんだ」

　そこに立っていたのは、《三貴人》の少女ネズミだった。

　仲間のもとに帰ったかと思っていたのに、ついてきているとは。

「能力でいつでも帰れるんだろ。用が済んだなら、さっさと王宮なりに帰ったらどうだ。もしみんなに見つかったら、一瞬で袋ふくろだたきにされるぞ」

　ハレの忠告に、しかしネズミはやれやれと肩をすくめる。

　それから腕をバッと振りあげ、ハレの眼前に指を三本立ててみせた。

「突っこみどころが三つ」

「……み、三つ？」

「第一に、ネズミの能力はそんなにお手軽じゃないケド。離れたところへの転移には、相応のたくさんの魔力マナが必要。ホイホイはできないわけ」

　つま先立ちになり、にゅっと身を乗りだしてくる。

「第二に、かわいいからって甘あまく見みないで。袋だたきにされるほど、ネズミは弱くないケド。ラスシャールでさえ捕とらえられなかったのを忘れた？」

「な……なるほど、確かに」

　ハレはたじろぎながら相づちをうつことしかできなかった。そして懸けん命めいにうなずいてはいたものの、話はあまり頭に入っていなかった。

　間近にあるネズミの顔に、見み惚とれていたのだ。

　彼女はいまも仮面をつけている。だが素す顔がおを見たせいだろうか。その造形美を隠かくしきれていないように思う。仮面の下にのぞく赤珊瑚オツクスブラツドの瞳、それを縁ふち取どる長いまつげ。しゅっとした輪りん郭かくと白雪の肌はだ。それらが彼女の美しい素顔を思いださせる。

「第三に……まだ質問に答えてもらってない」

「質問……？」

「なんで……あたしを助けたの？」

　彼女の疑問ももっともだ。敵を助けるなんてありえないことである。

「……理由はないよ。ただ目の前に窮きゆう地ちにおちいってる人がいたら、助けたくなるだろ。反射的に助けちゃっただけ。それ以上でもそれ以下でもない」

「反射的に……？　自分の敵が窮地におちいっているのを見ても、ネズミは助けたくならないケド。むしろさっさと死んでほしいわ。それがふつう」

「ぼ、僕ぼくは助けたくなったんだよ」

　妙みようにつめよってくるネズミに、ハレはつい一歩後ずさる。

　ネズミは理解できないというように目を細め、

「知ってる人なら、まあ理解できなくもないケド……」

「へえ、そこは理解できるんだな」

　意外に思った。《三貴人》は冷れい酷こく無比。他人を虫けらあつかいするイメージだった。

　ネズミは「しまった」という顔で、ハレから顔をそむける。

「それぐらい……理解できるケド」

　なぜそこを言いよどむのか、ハレにはよくわからなかった。

　ハレが彼女の思考を読もうと、頭をめぐらせていると――

「もしかして、あんた……ネズミの体目的!?」

　ネズミは急にハレから距きよ離りをとり、自身の体を守るようにかき抱いだく。

「な……なんでそうなる!?」

「だって敵をわざわざ助けるなんて、特別な目的がないとありえないでしょう？　ネズミって、めっちゃ美少女だもの。それならわからないでもないケド」

「きみは確かにめっちゃ美少女だし、きみとどうにかなりたいという下心がほんのわずかに心のうちに湧わきつつあることは否定できないけれど、《王獅子スフインクス》から助けるときにはそんな考えは一切なかったよ。ほら、仮面のなか見てなかったじゃん」

「……仮面をしてても、美少女オーラは隠しきれないから」

「それはいま見てて、非常に思う」

　素顔を見たいま、仮面をしてても美少女にしか見えない。

「……心の底からキモいケド、この変態ロリコン男」

「変態ロリコン界かい隈わいでは、きみの罵ば倒とうはご褒ほう美びだよ」

「ご褒美をあげてるんだケド？」

「ありがとうございま……って、僕は違うからね!?」

　あわてて弁解するハレに、ネズミは肩をすくめる。

「なぜ自分の性せい癖へきを隠すのか理解に苦しむケド。さらけだせばいいのに。魔法都市ベリージユの人類生態学者も言っていたわ。男は子を後世に遺のこすため、健康な若い女を好む。若い女……つまりはロリを好むという性癖は、なんら不自然ではないって」

「不自然じゃなくても、僕は別に……」

「認めればいいと思うケド。あんたはロリコンの変態だって。ロリコンであることも変態であることも、別に人類生態学的に自然なことなんだから」

「し……自然なこと？」

　ネズミの言葉を聞けば聞くほど、もっともな気がしてくる。

「そう、自然なこと。ほら、貧乳のロリロリ娘むすめが好きなんでしょう？」

「す……好きだ。それは大好きだ」

　巨乳派ではあるが嫌いなわけがない、と。ハレは即座にそう思った。

　これはつまり、自分はロリコンということになるのだろうか。

「あたしのようにぺったんこの胸を見て、未成熟な胸のふくらみを見て、興奮してしまうのでしょう？　それを認めれば、きっと楽になると思うわ？」

「み、認めるって……なんだよ？」

「自分がどんな存在かあらためて声に出だすの。そうすれば清すが々すがしい気持ちになれるわ。あたしもむしゃくしゃしたとき、たまにやる。秘密のストレス発散方法」

　自分がどんな存在なのか、あらためて声にだす。

　確かにネズミの言うとおり、男が若い女性を好むことは別におかしくはない。そういった性癖を恥はじるという文化こそが、むしろ不自然。悪なのだ。

　人々はもっと、性癖を周囲にオープンにするべき。ならばその先せん陣じんをきるのは誰か。英雄を目指すこのハレ・エードルンドしかいないではないか。

　わけのわからない論理が、ハレの脳内を埋うめつくし――




「――――僕はつるぺた幼女が好きな、変態ロリコンだあああああああ!!」




　気づけば迷めい宮きゆうの中心で、幼女への愛を叫んでいた。

　ハレのとてつもなく頭のおかしな絶ぜつ叫きようが、音高く迷宮に響きわたる。

　そして叫び終わったあと、確かにハレは妙に清々しい気持ちだった。

　ハレは満面の笑みでネズミを振りかえり――




「――ハ、ハレさま!?」




　だがそこで、背後からひとりの少女が現れたことに気づく。

　驚声とともに現れたのは、鳥人ハーピイの少女リリス・フランソワーズだった。

「ななな……なんでリリスがここに!?」

「ハレさまがおひとりで冒ぼう険けんに出たと聞いて……」

　なるほど、心配になってわざわざ見にきてくれたということだろう。

　それはともかく――この状況はまずい。たとえば、自室で官能英雄譚エロ本を読んでいるとき、唐突に部屋に家族が入ってきたかのような絶体絶命の局面だ。しかも本ならばすぐに隠し、何事もなかったように振るまうことも可能だが今回はそれも無理。

　ハレはすでに変態的雄お叫たけびをあげており、それを目の前の少女に間ま違ちがいなく聞かれてしまった。言うなれば、官能英雄譚エロ本の背表紙を完全に見られてしまった状況なのだ。ここから何事もなかったようにしらを切るのは、さすがに無理がある。

　ここはネズミに助けを求め、絶叫はネタだったということに――

（……って、待てよ。ネズミを見られてもダメじゃん）

　そもそもネズミがここにいるのが周知されれば面倒なことになる。だからサラディンたちと示しあわせ、彼女がこちらを監視していることは隠していたのだから。

（……ってあれ、いない!?）

　だが視線を向けると、彼女はいつのまにか跡あと形かたもなく消えていた。

　状況をいちはやく察し、姿を隠したのだろう、

「ハ……ハレさまがひとり隠れて叫びたくなるほどに、貧乳のつるぺたロリ娘が好きだとは、ハレさまのためなら命さえ惜おしくないこのリリスも知りませんでしたわ」

「あ、いやさっきのは違うんだ……！　違わないけど違うんだ！」

「いえ、いいのです。ハレさまのお気持ちはよくわかりました。わたくしは……ハレさまのお好みではないですよね。わたくしに言いよられても迷めい惑わくでしたわよね。『このでかぱい女！　僕は無限に広がる荒こう野やのごとき真っ平らな絶ぜつ壁ぺきおっぱいが好きなんだ！　でこぼこした山あり谷あり女は引っこんでろ！』という感じですものね」

「そ、そんなことないって……！」

「ごめんなさい……おっぱい削けずって出直しますの！」

　弁解するまもなく、リリスは涙なみだながらに走りさっていった。

（おっぱいを……削る？）

　彼女の言葉に一いち抹まつどころではない不安を覚え、ハレも彼女を追った。




　――その後。

　胸を削るために鋸のこぎりを持ってきたリリスをとめるのに、約一時間がかかったのは笑い話にもならない。また、ハレの絶叫は基地ベースにも届いており、団員から【貧乳喰らいペチヤパイーター】の汚お名めいで呼ばれることとなったのは……まあ、笑い話なのだろう。
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第２話　上級冒険者、王宮攻略に挑む
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「こっちに帰ってくんのも久々じゃのう」

「ずっと潜もぐりっぱなしだったもんね～」

　感かん慨がい深ぶかげなサラディンのとなりで、アブーは肩をすくめる。

　そこは冒険者複合施し設せつの《はじまりの間》。外界と迷宮をつなぐ唯ゆい一いつの場所。そこではいまも大勢の冒険者が、迷宮と冒険者複合施設を行き来している。だが夕暮れということもあり、迷宮から帰還したものが多そうだ。

　合計三〇名にも達する《千夜の楽団》一行も、《はじまりの間》を歩いていた。リリスをふくめた留守番組の仲間に見送られ、基地ベースを出てから半日が経過している。歩きどおしだったこともあるのか、みなの足どりは重い。

「ハア、ハア……」

　ハレの足どりも重く、いつにもまして息があがっていた。

《彷徨騎士ベルセルク》のもとに寄り道し、みなに追いつくために20層から一気に下りたせいだろうか。にしても、これほど疲ひ労ろう困こん憊ぱいするとは思わなかった。

「妙だのう」

　受付ロビーへと入ったとき、サラディンが眉まゆをひそめた。

「妙だね～」

「なにがです？」

　顎あごに手をそえてうなずくアブーに、ハレは首をかしげる。

　アブーは顎をくいとあげ、ハレにまわりを見るようにうながした。

「……？」

　見ると、ロビーには大勢の冒険者がいた。

　そのこと自体はいつもどおりなのだが、問題は彼かれらの様子だ。ふだんならば騒さわがしくしている彼らが、今日は異様に静かだった。その足どりもハレたち同様に重々しく、走ったあとのように息もあがっている。その場に座すわりこむものも多い。

「こんなに活気のないロビーを見たのは、生まれて初めてじゃ。そして……たかが一日歩いただけで、わしの体がこれほど重くなったのもな」

　サラディンは気だるそうに肩をすくめる。体の重さを感じているのは、ハレだけではなかったらしい。仲間たちやまわりの冒険者も同様に見える。

「おい……これはどういうことじゃ」

　座りこむ手近な男に近づき、サラディンが訊ねた。

「ああん？　っせえな、話かけんじゃ……」

　男はだるそうに顔をあげ――しかし、サラディンに気づいて目を見開く。

　それから嬉き々きとして立ちあがり、サラディンの手をにぎった。

「その姿……まさか、サラディン・ラスシャール!?　この町に来てけっこうになるが、初めて見るぜ!?　あんたの大ファンでよお、あんた目当てでこの町に来たんだ!!」

『うお、まじだ！』『肖しよう像ぞう画がどおりじゃねえか』『キャー、わたしも初めて見た!!』

　男がサラディンの名を呼んだ瞬しゆん間かんだった。

　屍しかばねのごとしだった周囲の冒険者たちが、わらわらと集まってくる。

「お……おい」

　困こん惑わくするサラディンに、しかし人々はおかまいなし。

　握あく手しゆを求めたかと思うと、しまいには希少動物のように体中をさわりだす。

「団長、人気あるんですね」

「腐くさっても第一級冒険者だからね～☆」

　感心するハレに、アブーが他人事のように言う。同じギルドに所属して身近な存在になったが、彼は大陸に八人の第一級冒険者。雲の上の存在なのだ。

『これが第一級か』『御ご利り益やくあるかしら』『こんなに小せえのに』

「――だあれがちびっこじゃ!!」

　唐とう突とつに叫さけぶサラディンに、ヒッ！　とおののく冒険者たち。

「ぐるるるるるｒ！　ええい、野や次じ馬うまども散れ散れい!!」

　さすがにうっとうしくなったか、サラディンは冒険者たちを威い嚇かくしはじめる。

　とたん、野次馬たちは蜘蛛くもの子を散らすように彼から離はなれた。

「さて、話を戻すぞ……」

　サラディンはあらためて、最初に話しかけた男に向きなおる。

　厳いかめしい面つら構がまえのサラディンにおそれをなしたか、男は数歩あとずさる。

「この冒険者たちの活気のなさ……そしてわしらを襲うこの体の妙な気だるさは、いったいなんなんじゃ？　ここでいったい、なにが起こっとる？」

「……ああ、あんたらずっと迷宮に潜ってたんだもんな。この町の状じよう況きようを知らなくても無理はねえ。だが帰ってきてすぐに気づくあたり、さすが第一級冒険者だなあ!?」

「……ええから、詳しく教えてくれ」

　サラディンが面めん倒どうくさそうにあしらうと、男は町の現げん況きようを説明しはじめた。

　――それは一週間前。

　ハレがギルド入団試験のため、メリルと迷宮に入った直後のこと。

　前まえ触ぶれもなく、町の住人をこの謎なぞの気だるさが襲うようになったというのだ。一部の人間の話ではない。町の全員が同じ疲ひ労ろう感を訴え、その慢まん性せい的てき疲ひ労ろうは今日まで続いているという。疲労は休息や魔法では解消されず、現状で対策もないらしい。

　幸いにも症しよう状じようはだるさだけで、重くなったという報告はない。だが常に疲労感にさいなまれ、住人は活力をうしなっており、国全体で問題になっている。

　国も調査をしているというものの、原因はいまだ不明。

　病なのか呪のろいの類たぐいなのか、それすらも判明せぬ状況だということだ。

「死ぬわけじゃあねえが……疲つかれて仕事もやる気になれねえし、まわりのダチも同じように元気ねえし、体だけじゃなくて気持ちまで暗くなっていけねえ」

　男は過労で疲れきったような顔をふせ、ため息まじりにぼやいた。

「気だるさ……なんじゃろう」

「なんなんだろうね～……」

　サラディンもアブーも思いあたらないらしく、首をひねる。

「……わかった。話してくれてありがとよ」

　サラディンは男に礼を言うと、しかめつらで歩きだした。

　仲間たちもサラディンのあとを追い、歩を進める。この状況についていろいろと推察しながら、楽団一行は重い足取りで冒険者複合施設を出た。

　そして町に出ると、その光景におどろく。

　現在は夕刻。人々が仕事を終え、町がにぎわう時間帯。

　にもかかわらず、町は閑かん散さんとしていた。人通りは少なく、露ろ店てんの数も半分。目につく人の表情も暗く、あきらかに活気がない。道みち端ばたに座りこむ人々も少なくない。

「思った以上に、まずい状況のようじゃのう」

「気のせいじゃ……ないみたいだね～」

　サラディンとアブーの表情が、みるみる険しくなる。本当に国民全員が、原因不明の気だるさに襲われているのだ。呪いか病か、原因はなんなのか――

「……ん？」

　ハレはふと、まわりに違い和わ感かんを覚えた。

　気づけばまわりに、妙な魔力マナがただよっていた。自然界には常に魔力マナがただよっているが、いままわりにただよう魔力マナはどこか不自然なのだ。自然の魔力マナはあたりをただようだけだが、この魔力マナはエサに群がる蟻ありのようにハレにまとわりついてくる。

「……なるほど、この魔力マナのせいみたいだね～☆」

「魔力マナ……じゃと？」

　アブーの視線を追い、サラディンはまわりに目を凝こらす。

「……なんじゃ、この気色の悪い魔力マナは？」

「わかんないけど……たぶん、みんなが感じる気だるさはこの魔力マナのせいだと思う。この魔力マナがすこ～しずつ、みんなから魔力マナを奪うばってるみたい」

　魔力マナとは、単に魔法を発動させるためのものではない。

　人が活動する原動力――言わば、生命エネルギーなのだ。冒険者だけでなく、人は誰しもが魔力マナを持つ。冒険者が強大な力を有するのは、この魔力マナを多量に保有しているため。さらには聖刻文字ヒエラテイツクを通して神から魔力マナを借りているためだ。

　その魔力マナが奪われているとなれば、この気だるさと人々の活気のなさも納なつ得とくできる。

「しっかし、誰がそんなことを……」

「待って、魔力マナの動きを追う」

　サラディンの言葉をさえぎり、アブーは体から魔力マナを放出した。

　とたん。周囲の妙な魔力マナは、群がるようにアブーにまとわりついた。それはアブーの魔力マナを吸収し、空中へとふわふわと舞まいあがる。どこかに向かっているようだ。

　だがそこで魔力マナの流れは急激に細くなり、ハレには視し認にんできなくなった。けれどアブーの視線は、ハレが追えなくなった魔力マナの流れのさきを見ていた。

「魔力マナの出所は……王宮、だね～」

　彼かの女じよの視線は、国王が――そして《三貴人》が住まう王宮でとまる。

　それがこの妙な魔力マナの出所で、奪われた魔力マナの終着点だという。

「やつら、なにをたくらんどる……」

　サラディンは王宮を見あげ、いつになく険しい顔をする。

「単純に町のみんなから活力を奪って、従順にしたいのか……あるいは大量の魔力マナを集め、それを使ったなにかをたくらんでいるのか、だよね～」

　国王への反感はここ最近、確かに高まっている。

　税は重くなり、徴ちよう収しゆうのしかたも強引なので当然だ。だがそれでも、人々はまだ国に従っている。あえて人々から活力を奪う理由はないように思える。

　ということは、理由は後者。魔力マナを集め、なにかをたくらんでいると考えるのが自然だ。

「おまえら、さきに本部に行っとれ。わしとアブーは用ができた」

　直後。サラディンは仲間たちに告げ、身をひるがえした。

『さっそく調査ってわけ？』『俺おれらも手伝うぜ？』『そーよそーよ』

「うじゃうじゃいても邪じや魔まじゃ。おまえらはさきに本部に戻もどり、仲間に経けい緯いを話してくれ。町のことも気になるが、迷めい宮きゆう攻こう略りやくが最優先じゃからのう」

　サラディンの言葉に、仲間たちは渋しぶ々しぶうなずいた。

　仲間たちが本部へと歩きだしたのを見て、ハレも歩きだす。

「ハレ、おまえもこっちじゃ」

「……へっ、僕も？」

　サラディンに呼びとめられ、つい間ま抜ぬけな声をだす。

「おそらくは、おまえにしかできぬ仕事じゃからのう」

　悪あつ鬼きめいた笑えみをうかべるサラディンに、嫌いやな予感しかしないハレだった。
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「……で、仕事ってなんです？」

　前方を歩くサラディンに、ハレはため息まじりに訊たずねた。

　サラディンとアブーに連れてこられたのは、人気のない広場。夕暮れであたりは薄うす暗ぐらいが、そこは各所に魔ま晶しよう灯とうが設置され、まぶしい明るさを保っていた。ついてこいと言われてついてきたものの、そろそろ説明してくれてもよかろう。

「ここならええか」

「いいと思うよ～☆」

　サラディンはまわりを見て、アブーとうなずきあう。

　人気こそないものの、なぜここでとハレは思う。内密な話をするには、この場所は明るすぎるように思う。もっといい場所があるだろうに。

「おまえも見たとおり……町はまずい状況におかれとる。それに噛かんどるのが、おそらく《三貴人》じゃろう。わしはやつらの目的の究明を、おまえに頼たのみたい」

「も、目的の究明ですか……？」

　ハレは自信なさげに、サラディンの言葉を復唱する。

　そんな諜報員スパイのような真似まね、自分にできるとは思えなかった。

「なにか勘かん違ちがいしとるようじゃが……おまえにこそこそとした諜ちよう報ほう活動を頼みたいわけじゃねえ。おまえは抜けとるし、そんなことに向いとるとは思えん」

「え……じゃあどういうことです？」

　少しバカにされたような気もしたが、気にせずに訊ねると――




「デートを、してほしいんじゃ」




「デ、デート!?」

　サラディンはまったく、わけのわからないことを口走った。

　まじめな話をしていたはずだったので、ついとんきょうな声をあげてしまう。

「な、なにがどうなったらデートなんて単語が出てくるんです!?」

「《三貴人》は三人じゃ。国王を直接あやつっている皇こう后ごうのラビット。国政を取りしきり、迷宮で戦った宰さい相しようのハッター。そしてもうひとりおる……いまここに」

　サラディンの言葉に、ハレはすぐに思いあたる。

「ネズミ……？」

　昨日の迷宮での一件から、彼女の姿は見ていない。

　まだ監かん視しのため、ハレたちについてきているのだろうか。

「そうじゃ。おまえにはあやつとデートし、《三貴人》の目的をさぐってほしい。あやつは迷宮での一件で、おまえに借りがある。うまく情報を引きだせるやもしれん」

　確かにハレは彼女を助けた。借りといえば借りなのかもしれないが――

「でも、簡単に情報を話すでしょうか？　敵ですよ？」

「敵じゃが……おまえはネズミを助けた」

　言葉のブーメランだろう、と。サラディンは笑う。

「それは……そうですけど、僕は変人なので」

「そんなに簡単に情報を渡わたしてもらえるとは、わしも思うとらん。じゃが、せっかく有力な情報源が目の前にいるんじゃ。試ためさない理由はなかろう」

　サラディンの言葉を聞き、はたとハレは思いあたる。

「そう、そこですよ！　ネズミがここにいるとしたら、この会話も筒つつ抜ぬけですよ!?　情報をさぐろうとしてると知ってるのに、情報を渡すわけないですよ！」

　サラディンはシーッと人差し指を立てる。

「そこは心配せずともよい。あやつはいる。確かにここにいる。じゃが、大声で叫んだりせんかぎりは、この会話はあやつには聞こえない」

「……あの子の天職ジヨブはたぶん【影渡りシヤドウウオーカー】。影かげに潜ひそみ、影から影に渡る力を持ってる。だけどここには影がない。あの子は離れた場所に潜んでいるはずだよ～☆」

　アブーに補足され、ハレはこの場所が密談に選ばれた理由に納得する。

　これだけ四方に明かりが灯ともっていれば、影に潜みようがない。なにしろ影が存在しないのだ。離れた場所にいるとすれば、確かに大声を出さねば大だい丈じよう夫ぶだろう。

「でも、なんであいつの天職ジヨブが？」

「簡単な話。以前、同じ天職ジヨブのやつと戦った」

　強く厄やつ介かいな相手じゃったがな、と。サラディンは遠い目をする。

「……それで、やってくれるかのう？」

　町の人々は苦しんでいる。このままでは状況はさらに悪化するかもしれない。

《三貴人》が魔力マナを集める理由を調査し、早さつ急きゆうにやめさせねばなるまい。

「わかりました、やってみます」

「よし！　わしとアブーは町で情報収集をしたのち、さきに本部で仲間と合流する。おまえはネズミにさぐりをいれたあとに来い。頼んだぞ」

「え、でもデートなんて僕どうすればいいか……」

　さっさと身をひるがえす二人を、あわてて呼びとめる。

　アブーはくるりと振ふりかえり、意地の悪い笑みをうかべた。

「あの子ずっとハレっちの影に潜んでたから、気があるのかもよ？　ま、うまいこと誘さそいだして、町をてきと～にデートしてメロメロにすればいいよ～！　そんで情報をばば～んと聞きだして、ぜんぶあっという間に解決しちゃお～！　簡単だねっ☆」

　まったくもって、意味がわからなかった。

　雑にもほどがある。作戦とも言えない。どう考えてもできっこない。

「……いやいやいやいやいやいやいや！　あいつが影から出てきてくれるかもわかりませんし、出てきてくれたとしてもデートなんかしてくれるとも思えませんし、ましてやメロメロにするとか女性経験皆かい無むの純情系冒険者の僕にできるわけ……！」

　必死の叫びを鮮あざやかに無視し、気づけばサラディンとアブーは消えていた。

（本当に、ここにいるのか……？）

　ハレは盛大なため息をつき、あたりを見まわす。サラディンたちとハレが二手に分かれたいま、ふつうに考えればサラディンたちを監視するはずだが。

「おい、ネズミ……いるのか？」

　ハレは広場から路地に入り、おそるおそるまわりの影に語りかけた。

「……いるのはわかってるぞ、出てこい」

　さらに声をかけてみるものの、やはり彼女は答えなかった。

　彼女を誘いだす気の利きいた言葉のひとつも、ハレには思いつけない。

（団長たちはデートしろなんて言ってたけど……それ以前の問題だよ）

　ヒナとは奇き妙みような縁えんもあって、しばらく一いつ緒しよにはいた。

　だがあれは例外中の例外。女性とのいい接し方なんて見当もつかない。

（ヒナなら食べもので釣つれば、すぐなんだけど……）

　あの冒険都市エルドラの少女は、食べものさえ与あたえていれば終始上じよう機き嫌げんだった。

　だが、ネズミという少女はそんなに簡単では――

（いや、待てよ）

　ふと思いだしたのは、ハッターとネズミの会話。

　救出にきてもらったお詫わびに、ハッターはネズミに「アップルパイをごちそうする」と言った。当時のネズミの様子を見るにアップルパイが好物なのだろう。

「腹、減ってるだろ？　飯食わせてやるよ」

　ハレがそう言った瞬間、いままで微び動どうだにしなかった前方の影がぴくりとゆらめいた。常人ならば見み逃のがしていたそのわずかな反応を、ハレは見逃さなかった。

「いらないのか？　ならひとりで食べるけどさ」

　ちらちらと影の様子をうかがうが、それでもネズミは出てこない。

　ハレはダメ押おしとばかりに、言葉をつぐ。

「あーあ、残念だなあ。そうか、食べないかあ。ひとりで食べるしかないなあ。めっちゃくちゃうまいんだけどなあ、あそこの屋台のアップルパイ……」

「…………食べる」

　速かった。あまりに速かった。ハレがアップルパイと口にした刹せつ那な、ネズミは前方の影から音もなく出現した。そんなにアップルパイが好きか。

「た、食べに行くか……？」

　あらためて訊ねると、ネズミは間をおかずうなずいた。

　こうしてハレは、《三貴人》のネズミと世にも奇妙なデートをすることになった。




３




（……非常に、気まずい）

　ハレはネズミを連れ、薄暗い路地を歩いていた。

　ここは町の西。メインストリートから数本脇わきに入った細長い路地だった。すでに町の中心部からは離れているため、人通りは少ない。

　静まりかえった路地で、二人は終始無言だった。『初めてのデート♥』なんて甘い雰ふん囲い気きは一いつ切さいなく、互たがいをさぐりあうピリピリとした空気が流れていた。

　そして情報が訊ききだせないまま、行程の半分が過ぎていた。特に仲がよくもない知人と急に二人きりにされたような気まずさが、ただ場を支配する。

　これではダメだ、と。ハレは勇気を振りしぼり――

「あのさ……」

「……ねえ」

　声を出したのだが、不運にもネズミの声とかぶる。

　これまた、絶望的に気まずい。道ですれちがおうとしている人と、互いに同じほうに避よけて衝しよう突とつしそうになったような気まずさだった。

　だがそんな気まずさを忘れるぐらいに、ハレは彼女のととのった素顔に見入った。ハレと目的地に向かうにあたり、彼女は仮面を外していたのだ。

　視線に気づいたか、ネズミは居い心地ごこち悪そうに顎で話をうながす。

「え、ああ……えっと、仮面外すんだな」

　頭のすみにあった話題を忘れ、ハレは間のぬけた声で言った。

「当然。仮面してたら目立つでしょう」

「そ、そうだよな……」

　その格好も十分目立つけどな、と。ゴシックドレスを見てぼやくハレ。

「けどさ……簡単に外すんなら、そもそもなんで仮面なんてしてるんだ？　邪魔なだけじゃん。《三貴人》の素す顔がおを見た人は、いないって聞いたけど」

「ラビットとハッターは……ぜったい外さないケド」

「なんできみは、簡単に外すわけ？」

　純じゆん粋すいなその疑問をていすると、ネズミはすっと視線をそらす。

「あたしとあの人たちは……違ちがうから」

　そんな意味深にも思える言葉をこぼし、肩かたをすくめてみせた。

　ハッター、ラビットの二人とネズミは異なっている。それは単に素顔を見せることへの忌き避ひ感の違いなのか、あるいはべつのなにかがあるのか？

「……それより、本当にこっちであってるの？」

「大だい丈じよう夫ぶ、もうすぐつくよ」

　記き憶おくによると、この路地のさきに目的の店がある。

「あたし……こっちはあんまり行きたくないんだケド」

　ネズミは言いづらそうにそうぼやく。

　彼女の言いたいことは推察できた。このさきは鼠人ムースたちが住む《灰色の街ストリート・グリーズ》と呼ばれる貧民街スラム。貴族的な暮らしをしているであろうネズミは、近づきたくもなかろう。

「……我が慢まんしてくれよ、すぐのとこに店があるからさ」

「ケド……」

「アップルパイ、マジでうまいから！　な！　な！」

　気の進まない様子のネズミに、強ごう引いんにまくしたてる。

「入ってすぐのとこなら……いいケド」

　ネズミはしばし黙だまり、やがて渋々うなずいてみせた。

　気づけばあたりは、白石の建造物がならぶ小こ綺ぎ麗れいな町から、薄うす汚よごれた灰色の貧民街スラムとなっていた。王宮から出る謎の魔力マナの影えい響きようか、あるいはもとからそうなのか。人通りはない。ぽつぽつと虚うつろな瞳ひとみをした浮ふ浪ろう者が転がっているぐらいだ。

　そんな《灰色の街ストリート・グリーズ》を、二人はよどみなく進み――

「ついたぞ」

　細長い路地の一角で、ハレはふと立ちどまった。

　誰だれもいない路地。基本的に人通り自体が少なかったが、そこは誰ひとり歩いていない。そんな路地の片かた隅すみに、香こうばしい匂においがただよう屋台があった。

「……人にん気きないみたいだケド、ほんとにおいしいの？」

「人にん気きが出る前に、ここには人ひと気けがないからな」

　ふん、と。ネズミは不服そうに鼻を鳴らし、唇くちびるをアヒルのようにとがらす。

「いいから食べてみりゃわかるって」

　とりなすように言い、ハレは屋台に駆かけよった。

　そしてエプロン姿の只人サピエの若い女店主に、アップルパイ二つを口早に注文する。貧民街スラムに店を開いてるのが不思議なほどに、店主は愛あい想そのよい笑みでこたえる。

　しばしあって代金を手て渡わたし、商品を受けとった。

　食欲そそる香かおりがただようそれを持ち、ネズミのもとに戻る。

「……ほら、食ってみろ」

　ひとつを差しだすと、ネズミはふたたび鼻を鳴らした。

「あたしは王宮でありとあらゆる超ちよう高こう級きゆうアップルパイを食べてきたのよ。こんな貧民街スラムの安上がりアップルパイごときじゃ、なんとも思わないケド」

「四の五の言わずに……食えッ！」

　ネズミの口へ、ハレは一息にパイを突つっこんだ。

　もごもご、と。苦しげに暴れるネズミだったが、パイを咀そ嚼しやくすると次し第だいに静かになる。不自然なほどに無表情で、彫ちよう像ぞうのように固まってしまった。

「お、おいしくなかったか……？」

　訊ねると、ネズミはその声でハッとした顔になる。

　ねじを巻いた人形のように、ゆっくりと頬ほおに手を当て――

「おいひい!!」

　口内にパイが残ったまま、子供らしい無む邪じや気きな声をあげた。

　本当においしかったのだろう。宝石のような瞳を輝かがやかせ、小さな口を巨きよ竜りゆうのように開いてぱくりぱくりとかぶりつく。声をかけるまもなく、気づけば完食していた。

　常人ならば満腹になろうボリュームのあるものだが。

　ネズミは無言でじっと、ハレの持つパイを見つめてきた。

　おかわり――と。飼育用小鼠ハムスターのごとき愛らしい顔は、よだれを赤子のようにだらだらと垂れながしながら、そう訴うつたえかけてきていた。

「これ僕ぼくの分なんだけど……」

　ハレが尻しり込ごみすると、ネズミはこの世の終わりでも見たような顔をする。

　しょんぼりとするネズミを見て、罪悪感に駆られた。

「お腹なかあんまり減ってないし……やるよ」

　腹は正直かなり減っていたが、しかたなくパイを差しだす。するとネズミは花開くように表情を輝かせ、パイを大事そうに受けとり、無邪気に喰くらいつく。

　だが、そのときだった。

　クウンッ、と。一匹ぴきの子犬がネズミに歩みよってくる。

　子犬は栄養不足なのか、やせ細って足取りがおぼつかない。おそらく長い間なにも食べていないのだろう。子犬を見ると、ネズミは口を開いたまま停止した。それから無言でしゃがみ、子犬の前にほぼ口をつけていないパイを丸々差しだす。

「……」

　子犬は警けい戒かいしながらも、食欲にあらがえずに歩みよってくる。

　そして一口二口とパイをかじり、味を確かく認にんしたかと思うと、次の瞬間にはガツガツとむさぼるように食べはじめる。やはりお腹が減っていたらしい。

　子犬を見るネズミの口もとは、これまでになくほころんでいた。

（……なんだよ、いいやつじゃないか）

　どう見ても、ふつうの優やさしい女の子だった。

　なぜ彼女は《三貴人》なのか、《三貴人》とは何者なのか、あらためて疑問に思う。そして自分がこうして彼女といる理由を、あらためて思いだす。

「……なあ、なんできみは《三貴人》なの？」

　ハレはできるかぎり自然に、ぶっきらぼうな調子で訊ねた。

　ハレがいるのを忘れていたのか、ネズミはビクッと体を震ふるわせる。

「な、なんでって……意味がわからないケド」

　内容も唐突だったからだろう。動どう揺ようしたように視線を泳がす。

「きみら《三貴人》の目的自体はわからないけどさ、町の人たちを苦しめるこの変な魔力マナにも関かかわってるんだろ？　実際に会ってみて、ハッターがそういうことするのはなんとなくわかるんだ。けど、きみはハッターとは違う気がしたんだよ」

「なにが言いたいのか……まったく、わからないケド」

　目をふせるネズミをまっすぐに見て、ハレは言う。

「きみは悪いやつじゃないと思った。ハッターやラビットが悪行をたくらんでるとしたら、なぜやつらに協力するのかわからないってことだ」

　人を見る目に自信はないが、少し付きあってみたかぎり彼女が悪人とは思えなかった。

　ハレの言葉になにを思ったか、ネズミの瞳の奥おくがわずかにゆらいだ。

「あたしの……なにを知ってるのって感じだケド？」

　つぶやいたネズミの声は――少し、震えているように聞こえた。

　だがそれをごまかすように、彼女はふんと鼻で笑う。

「あたしが悪人じゃないかもしれないとか、ハッターやラビットが悪行をたくらんでいるだとか……なにもかもが憶おく測そくだケド？　あんたバカ？」

「お……憶測だよ、悪いか」

　たじろぐハレに、ネズミはあきれ顔をする。

「情報を訊きだそうとするのはいいケド、あんたは下手。この貧民街スラムに住む子供のほうが、もっとましな訊きだしかたをするわ。みんな生きるのに必死だから」

「下手だから……単刀直入に訊いたんだろ」

　自分には遠回しにさぐる技術はない。こうしかできないのだからしかたない。

「この町にただよう魔力マナは王宮から出ている。きみら《三貴人》が関かん与よしているのは、ほぼ間ま違ちがいない。いったいなにをたくらんでる？」

「さあね、なんのことやらさっぱりだケド」

「迷宮攻略に妙みように執しゆう着ちやくしているのはなんでだ？　最深部にはなにが隠かくされている？」

「知っていたとしても教えるわけないケド？」

　あっさりとしらを切られ、ハレはため息をついた。

「ですよねえ……どこかの子供向け英えい雄ゆう譚たんの悪役みたいに、ペラペラと自分の企たくらみを英雄に話したりするバカな人間は現実にはそうそういないかあ」

　わかってはいたが、そう簡単に情報が訊きだせるわけもない。

「わかったら、おかわりほしいんだケド」

「情報をくれるなら買ってあげるよ」

　思いつきでそうかえすと、ネズミは目を細めて渋しぶい顔をする。

「あんたモテないでしょ？　相手にいちいち見返りを求めるなんて、小さい男だわ。男なら黙ってアップルパイの一〇〇個や二〇〇個奢おごってほしいケド」

「……なんとでも言え。情報をくれないなら買わない」

　ネズミの精神攻こう撃げきに内心ダメージを受けながらも、気き丈じようにそうかえした。

　パイごときと引きかえに情報がもらえるほど現実は甘あまくない。そう思いつつもした要求だったが、ネズミは予想以上に悲ひ壮そう感かんに満ちた顔になった。効いている。

「か、買ってくれたなら……考えてあげてもいいわ」

　そして視線を泳がせながら、ボソリとそうつぶやいた。

「考える？　確約できないなら残念ながら……」

「わ……わかった、教える！　教えてあげるからッ！」

　ハレが残念そうに言うと、ネズミがあわてて言葉をさえぎった。

「ただし、教えるのはひとつだけ……ひとつだけだから！」

「ふっ……まあいいだろう、取引成立だな」

　ネズミの言げん質ちをとり、ハレはにやりと笑う。自分は諜報員スパイに向いているのかもしれない。と思ったものの、これはちょろい子供を丸めこんだだけの気もする。

「わ……わかったら、ほら！　さっさと買ってきてほしいケド！」

　ネズミは唇をとがらせながら、鼻息を荒あらくした。

　ハレはさっそく屋台に歩みより――しかし、そのときだった。




『あー、腹減った』『マエロ、なんか持ってねえ？』『ねえよ、昼に食っただろ』




　そんな会話をしながら、数人の男がこちらへと歩いてきた。

　若い鼠人ムースの男たちだった。大きな丸耳に細長い尾おという鼠人ムースの特とく徴ちようを持つ体に、いかにも貧民街スラムの住人という薄汚れた衣服をまとっている。

　男たちはハレたちに気づくと、じっとこちらを見つめてきた。

　貴族のごとき服装の少女と冒ぼう険けん者しやの男が二人で貧民街スラムにいるのだ。嫌でも目につこう。

（からまれたら面倒だな……）

　そう思いつつとなりを見ると、ネズミは予想外の表情をしていた。

　彼女は男たちのほうを見て、おどろいたように目を見開いていたのだ。そしてさらに奇き妙みようなことは、男たちもネズミと似た表情をしていることだった。

「……ここでなにしてんだ、てめえ！」

　しばしあって男のひとりが、こちらへと声を荒らげた。

　リーダー格らしきその男は、仲間うちでマエロと呼ばれた男だった。

「……なにって、アップルパイ買いに来ただけだけど」

　ハレはネズミをかばうように前に出て、とぼけた調子で答える。

「てめえには訊いてねえよ。俺が訊いてんのはそっちのやつだ」

　マエロは顎あごをしゃくり、ネズミを指してみせた。

　ネズミはいま仮面をつけておらず、正体がバレたということはなかろう。貴族らしきネズミが貧民街スラムにいるのが気に食わないということだろうか。

　どうしたものかとネズミを見やると、彼女は顔をふせていた。

「無視してんじゃねえぞ、てめえ！」

　その態度にいらだった様子で、マエロがネズミにつかみかかる。

　だがマエロが胸むなぐらをつかんだところで、ハレも彼かれの腕うでをつかんだ。

「……とめんじゃねえ、てめえもぶっ殺すぞ！　てめえはこいつの仲間か？　こいつが《三貴人》のクソ野や郎ろうだって知ってて一緒にいんのかよ！」

「え、なんでそれを……？」

　状況が理解できず、ハレは眉まゆをひそめた。

「そいつは関係ない。むしろ、あたしの敵」

　ネズミは顔をあげると、感情を押し殺ころしたような声こわ音ねで言う。

「……あんたたちと同じでね」

　そしてマエロたちを見下すように、高飛車に鼻を鳴らした。

　そんなネズミの態度に血相を変え、マエロはがなり立てて激げつ昂こうする。

「この裏切り者がぁ……どの面さげて、ここに戻ってきやがった！　ここにてめえの居場所なんざねえんだよ！　てめえのせいで俺たちは……俺たちはッ!!」

「裏切り者……？」

　やはり話の流れがわからず、困こん惑わくするハレ。

「てめえ知らねえのか。だったら、教えてやるよ。いつも偉えらそうに俺らから税をしぼりとって、王宮でお高くとまって優ゆう雅がに暮らしているこいつが――」

　マエロはハレをちらと見てニヤリと笑い、




「――――俺たちと同じ、嫌きらわれ者もののドブネズミってことをな！」




　バッ!!　と。身をひるがえすと同時。

　ネズミの頭を覆おおっていた瀟しよう洒しやなヘッドドレスを、乱暴にはぎとった。

「……!?」

　そしてヘッドドレスの下から現れたのは、耳だった。

　ネズミの頭には、マエロたちと同じ大きな丸い耳が生えていたのだ。

「……鼠人ムース!?」

　ネズミはハッと目を見開き、その大きな耳をすばやく両手で隠した。

「そうだよ、こいつは鼠人ムースだよ。もともとはここの住人で、俺たちの仲間だった。そしていまじゃ王国側に寝ね返がえった裏切り者、最低最悪のクズ女ってわけだ」

　ハレはマエロの言葉を反はん芻すうし、その意味を咀嚼する。

「……《三貴人》は全員、ここの住人なのか？」

「ちげえよ。ハッターとラビットの野郎は鼠人ムースじゃねえ。何者かも知らねえ。わかってるのはあいつらのせいで、俺たちが虐しいたげられてるってこと。そしてこのネズミが俺らを裏切ってやつらにつき、《三貴人》なんて呼ばれてるってことだ」

　マエロは話し、殺意に満ちた視線をネズミに向けた。
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（二人とは違うって、そういうことか……）

　ネズミのさきほどの話に合が点てんがいったその瞬しゆん間かん。

　ぶわっ、と。真冬の冷気に似た寒々しい魔力マナが、頬をなでた。

「……あんたたちが言いたいことはそれだけ？」

　マエロたちを威い圧あつするその魔力マナを発したのは、ネズミだった。

　ネズミは冷えた視線でマエロをながめ、嘲ちよう笑しようするように口こう端たんを吊つりあげる。

「あたしがここを出ていこうが、誰の味方をしようが関係ないと思うケド」

「ああ、関係ねえな。俺たちがてめえを殺そうとしようがな」

　マエロは一歩も引かず、ネズミをキッとにらみつける。

「ていうか、国からひどいあつかいを受けてるのに、いまだにここにしつこくとどまってるあんたたちのほうが、おかしいと思うんだケド？　ドＭ？」

「勝手なことぬかすな!!　ここは俺たちの家だ。なんで俺たちが出ていかねえといけねえ。王宮で優雅な暮らしをして、裏切り者が偉くなったつもりかよお！」

「実際、あんたたち薄うす汚ぎたないドブネズミよりは偉いと思うケド」

　瞬間。額に青筋を走らせ、マエロは拳こぶしを振りあげた。

　拳は勢いよくネズミの顔面へと向かい、しかしネズミには届かなかった。

「……ぐはッ！」

　彼女に届く寸前、マエロが吹ふっとんだ。ネズミの足もとから急速に生えてきた黒い影。それが拳の形になり、マエロを横よこ殴なぐりにしたのだ。

　無様に転がったマエロを見て、男たちが一気に色めき立った。

『やりやがったな、てめえ！』『もう許さねえ』『ぶっ殺してやる！』

　直後。ナイフを片手に、ネズミへと一いつ斉せいに飛びかかる。

　だが次々と襲おそいかかる男たちの殺意に満ちた凶きよう刃じんは、一ひと太刀たちたりともネズミには届かない。刃はがネズミに届く前に、ネズミの影に全員が殴りとばされた。

　マエロたちは何度でも突とつ撃げきするが、どれだけ攻撃をしようともネズミには傷ひとつつけられなかった。やがて全員が力ちから尽つき、屍しかばねのように地面に転がる。

「この世界は弱肉強食。あんたたちは弱い。素す直なおに税をおさめていれば、国もあんたたちを悪いようにはしない。働きアリは……必要だから」

「ちくしょう…………ちくしょう……ッ！」

　マエロは地べたで悔くやしげに顔をゆがませ、ただ地面を殴ることしかできない。

　そしてネズミはそれ以上なにもせず、身をひるがえした。

「まったく不快だケド。だからここには来たくなかったの」

「おいネズミ、待てよ！」

　呼びとめるものの、歩きだしたネズミはとまらなかった。

　マエロたちを一いち瞥べつしたあと、ハレはネズミをあわてて追いかけた。

「……なに？　興が削そがれたから王宮に帰りたいんだケド」

「ああ、えっと……」

　冷えきった視線を向けてくるネズミに、ハレは言いよどむ。

　言葉が出ない。なにを言いたくて追ってきたのか、自分でもわからなかった。

「……ああ、情報を教える約束だったわね。いいわ、ひとつだけ教えてあげる。迷めい宮きゆう最深部にあるもの……ハッターとラビットが欲ほつしているものをね」

　ハレの態度を勘違いしたらしく、ネズミは投げやりに言う。

　弁解するまもなく、彼女は迷宮に眠ねむるというそれの名を告げた。

「……《時の砂時計》」

　そしてその名だけを言いのこすと、影に溶とけるように消えた。

　時の砂時計？　ハレはひとり取りのこされ、ただ呆ぼう然ぜんとその名を反芻した。
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　砂さ塵じんの王国の首都マターファ。

　別名、迷宮都市。

　そう名付けられた理由――それは都市内に迷宮があるから、というわけではない。外から来たものはたいていそうだと勘違いするが、本当はそうではない。

　実際の理由は、簡単。

　町が迷宮のように入りくんでいるからだ。

　マターファには細い道が無数に走り、建造物の外観も似たりよったり。初見ではまず迷ってしまうため、迷宮都市と呼ばれるようになったのだ。

　ハレも町にきたばかりのときは頻ひん繁ぱんに迷い、住人に道を訊ねたものだ。頻ひん度どこそ減ったものの、暮らして二ヶ月たったいまでさえ迷うこともある。

　そんな迷宮都市の西。

　冒険者自治区の一番街に、《千夜の楽団》の本部はある。

　この冒険者自治区には数多あまたのギルド本部が立ちならんでいるが、本部というのは言わばギルドの顔。人々はその建物を見て、ギルドの格を判断する。

　当然、砂塵の王国トップギルドである楽団の本部は、立派な建物だった。王宮とまでは言わないまでも、王国の役所や貴族の屋や敷しきといった趣おもむきがある。もとは廃はい墟きよのごとき屋敷を本部として使っていたが、数年前にここに移ったらしい。サラディンはそのボロ屋敷に思い入れもあって反対したが、女性メンバーに押しきられたということだ。

　そんな楽団本部の立つ大通りに、ハレの姿はあった。

　ネズミと別れ、約束通りに本部で仲間たちと合流するためだ。

（……どうなってんだ？）

　しかしハレは本部には入らず、本部を遠巻きにながめていた。

　本部の前に、騎き士したちの姿が見えたからだ。美しい白銀の重装備は、王国の精せい鋭えい《白薔薇ばら騎き士し団だん》に相そう違いなかった。二〇人はいよう。全員が物々しい重装備をしており、単に町の巡じゆん回かいをしているという雰囲気ではない。

　本部でなにかあったのだろうか、と。ハレはしばし様子を見ていたのだが、仲間の姿は見当たらず、騎士たちが本部から去る気配もなかった。

「……なにかあったんですか？」

　ハレはしかたなく、近くの冒険者らしき男に訊たずねた。

「詳くわしいことは知らねえが、楽団が王国軍ともめたらしいぜ。それで今日、王から勅ちよく令れいが出たらしい。楽団のやつらを国家反逆罪で指名手配するってな」

「……!?」

　まさか――と思ったが、思いあたる節がありすぎることに気づく。

　なにしろ宰相たるハッターや王国軍と派手に闘たたかったのだ。国家反逆そのもの。むしろ王国が動かぬ理由がない。アブーがいつか言ったように、迷宮さえ攻こう略りやくできれば大衆を味方につけて有う耶や無む耶やにできた可能性もあるが、できなかったのも痛い。

「それで……楽団の人たちは捕つかまったんですか？」

「ああ、つい先刻に本部にいたやつらは全員な。サラディン・ラスシャールふくめた数人はまだ見つかってないらしいが、さてどうなるかって感じだ」

　男に礼を言い、ハレは騎士にバレぬようにこっそりとその場を立ちさる。

　そして人気のない路地で立ちどまり、状じよう況きようを整理する。

（まずいことになったなあ……）

　メリルやマンスールをふくめ、本部にいったものはみな捕まったということだろう。一方で別行動のサラディンとアブーは、まだ見つかっていないらしい。

　まずは彼らと合流したいところだが――

「……!?」

　背後に人の気配を感じ、勢いよく振りむく。

　剣けんをその人物の喉のど元もとに突きつけ――だが、すぐにおさめた。

「団長……おどろくじゃないですか」

「すまんすまん、おどろかせようと思った」

　悪戯いたずらめいた笑えみで言ったのは、サラディンその人だった。

　そのとなりには、アブーの姿もあった。仲間の多くが捕ほ縛ばくされ、ハレが大変な目にあっていたというのに、アブーは間の抜ぬけた顔でハレに手を振っている。お気楽すぎるだろうという気はするが、いつもどおりで安心する自分もいた。

「ここは危ないから、さっさと移動するよ～☆」

「でも本部は押さえられてますし、どこへ行くんです？」

　アブーは愛らしい童顔で、パチリと愛らしいウインクをしてみせる。

「安全な場所だよ。ついてからのお楽しみ～☆」

　そしてハレは目的地もわからないまま、二人とともに走りだした。
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「まだつかないんですか？」

「もうすぐじゃ」

　サラディンについて走りながら、ハレは息をきらして訊ねる。

　町をひたすら西に駆け、すでにそこは《灰色の街ストリート・グリーズ》の入口付近。ふだんならばまったく問題ないのだが、例の魔力マナがハレに倦けん怠たい感かんをもたらし、疲ひ労ろうが色いろ濃こくでていた。

「……ついたぞ」

　そして前まえ触ぶれなく、サラディンが立ちどまる。

　だがサラディンが指した場所を見て、ハレは眉まゆ根ねをよせた。

「え、ここって……墓地、ですよね？」

　なぜならそこは、墓標がずらりとならぶ墓場だったからだ。

　広く、暗く――寂さびれた墓場だった。《祈いのりの園その》の対極に位置するような場所だ。形も大きさも違う墓標が乱雑にならび、まわりには雑草が茂しげっていた。

「ここが目的地の安全な場所、なんですか？」

　怪け訝げんな顔で訊ねると、サラディンはニヤリと真下を指さした。

　仕草の意味がわからず、ハレは首をかしげる。

「……秘密基地ってやつじゃ」

　サラディンはそう言い、アブーになにかを指示した。

　アブーはきょろきょろとなにかを探しはじめ、やがて墓標のひとつに歩みよった。ハレが怪訝な顔をしていると、なんとアブーはその墓標を蹴飛ばした。

「な……」

　さすがに罰ばち当あたりだろう、と焦あせるハレ。

　だが墓標の下に地下へと続く階段を見つけ、すべてを察する。

「……なるほど、この下に基地が」

「そういうことだよ～ん☆」

　アブーは軽かろやかに階段を下り、ハレたちを手招きする。階段のさきには、光こう沢たくを放つ魔ま法ほう金属の扉とびらがあった。アブーが呪文キーワードをつぶやくと、扉はゆっくりと開く。

「す、すげえ……！」

　扉の向こうに広がった光景は、ハレの想像をこえるものだった。

　そこはまるで、貴族の屋敷だった。

　まず広がったのは、白の大理石でつくられた豪ごう奢しやな吹きぬけのエントランス。中央には団員全員でかこめそうな円えん卓たくがおかれ、まわりには瀟洒な調度品がならんでいる。両りよう端たんには階段が設置され、二階の回かい廊ろうへと続いている。一階二階ともに左右に長い回廊が延びており、扉がずらりとならんでいる。かなり部屋数もあるようだ。

「これからのことを話さんとな」

「そだね～、みんな捕まっちゃったし」

　三人はひとまず円卓をかこみ、状況を整理することになった。

　サラディンとアブーはハレと別れたあと、情報収集をしつつ本部に行った。そして、そのときにはもう本部は王国軍の手に落ちていたらしい。メリルやマンスールふくめた本部の仲間たち約五〇人が、みな王宮へと連行。ハッターの魔導具アーテイフアクトでみな無力化されて捕まったらしい。そしてハレを待ち、二人は本部付近に潜せん伏ぷくしていた。結果、多少のすれちがいはあったものの、こうして合流できたということのようだ。

（あいつら大丈夫かな……）

　いつもゆるい笑みをうかべる少女と、少し間のぬけた巨きよ人じんのことが心配になるハレ。

「……どうやってみなを助けだすかのう」

「みんなたぶん、王宮の地ち下か牢ろうだよね～？　敵の本ほん拠きよ地ちとなると……敵も準備万ばん端たんで待ちかまえてるだろうし、さすがにうまくやらないときついね～」

　アブーは頬ほお杖づえをつき、ため息まじりに言った。

「彼奴きやつらの狡こう猾かつさは身にしみておるからのう。仲間を人ひと質じちにとられたいま、へたには動けん。正直、しんどい仕事になりそうじゃな」

　三人は難しい顔で策を考えるが、時間が経たっても口を開くものはなかった。

　そんなこんなで話しあいが膠こう着ちやくしたそのとき――




　ガタン、と。本部の唯ゆい一いつの出入り口が、音を立てた。




　三人は目を細め、ゆっくりと武器に手を伸ばした。

　ハレは二人に目配せし、扉の前へと進みでて手甲剣ガントレツトソードを構える。

「……！」

　そして扉が開いたその瞬間に、侵しん入にゆう者しやの喉元に剣を突きつけた。

　侵入者は、軽装の冒険者らしき只人サピエの男だった。

　年ねん齢れいは二〇代にも見えれば、四〇代にも見える。背せ丈たけは平均的で顔にも特徴はない。〝ふつう〟という言葉がこれほど似合う男は初めて見た。

　ひとつだけふつうでない点があるとすれば、その表情。ハレが剣を突きつけているというのに、その男は眉ひとつ動かさずに無表情のままだった。

「ハレ、剣をおろせ。その男は雇やとった情報屋じゃ」

　緊きん迫ぱくした空気をサラディンがふいにやぶり、同時にハレは剣をおろす。

「ふう、死ぬかと思いましたよ」

　情報屋の男は、言葉とは裏腹に飄ひよう々ひようとした様子で肩をすくめた。

　アブーにイスを勧すすめられ、男は礼とともに腰こしをおろす。

「ここへ来たということは、収しゆう穫かくがあったということかのう？」

「まもなく周知されるので収穫というほどでもないですが……」

　言いづらいことなのか、男の声が徐じよ々じよに小さくなる。

「いい、話せ」

　サラディンは眉をひそめながらも、男にさきをうながした。

　男はためらうように視線を泳がせ――




「明日の正午、王宮内の広場にて……貴方あなたがたの仲間が処しよ刑けいされます」




　おどろくべき事実を告げる。

「確かな情報、なんじゃな……？」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、サラディンが満を持して訊ねる。

　男の情報を信しん頼らいしているが、それでも信じられぬという訊ね方かただった。

「ええ、間違いありません。まもなく王宮からも告示されるでしょう」

　サラディンは深々とため息をつく。

「……邪じや魔ま者ものを生かしておく理由もないからのう」

「アブーたちを誘さそいだそうって魂こん胆たんかな～？」

　なるほど。仲間を釣つり餌えさにし、残党をあぶりだす作戦なのだろう。

「どうしますか？　助けだすにしても、準備万端で敵が待ちうけてるってことですよね。そうなると、牢ろうから救出するよりも難易度高そう」

「だね～、正直無理ゲーって感じ」

　ハッターの力は身をもって知っている。彼の厄やつ介かいな魔導具アーテイフアクト、そして狡猾さは脅きよう威いだ。片へん鱗りんを見たにすぎないがネズミの実力も相当だろう。ラビットも同等の力があるのは想像にかたくない。彼らが準備万端で待ちうけているとすれば、いかにサラディン・ラスシャールであろうとも、無事に仲間たちを救出できる保証はなかろう。

　だが当のサラディンはさも楽しげに笑い、

「無理だろうとなんだろうと、助けないという選せん択たく肢しはねえ。処刑は正午ということじゃからのう。火のなかに飛びこんでやろうじゃねえか」

「火のなかどころか、マグマだと思うけどね～……」

　言いながらも、アブーはしかたなしといった様子で息をつく。

「処刑の詳しよう細さいは追ってお話しするとして、もう一点」

　情報屋は話が一段落したと見て、次の話題に移る。

「《三貴人》の目的について、ひとつ情報を得ました。詳細は不明ですが、彼らが迷めい宮きゆう攻こう略りやくを目指しているのは、最深部に眠る魔導具アーテイフアクトを求めているからのようです」

　ハレはすぐに思いあたり、その名を口にする。

「時の……砂時計」

　ネズミが口にした《三貴人》の求める魔導具アーテイフアクトの名を。

　サラディンとアブーはこちらを見やり、情報屋は驚きよう愕がくに目を見開く。

「おどろきましたね。なぜその名を？」

「ネズミちゃんかな～？」

「ええ、団長たちに言われたとおりにネズミから話を聞いたんです。あいつも情報目的だと察していて、基本的になにも話してはくれなかったんですが、《三貴人》が迷宮最深部に眠るその《時の砂時計》を欲しているということだけポロッと」

「どんな魔導具アーテイフアクトなんじゃ？」

「すみません、そこまでは僕も……」

　ハレが答えると、サラディンは情報屋へと視線を送る。

「わたしにも詳しくはわかりません。けれど神話のなかで、運命神クグニの創造したという神器に同じ名のものがあります。伝承によれば、時をあやつれるとか」

「想像もできんのう、やつらなにをするつもりじゃ……」

　ハレはそこでひとつ思いあたり、おもむろに口をはさむ。

「あ……《三貴人》について、ひとつ話すのを忘れてました」

「……ん、なんじゃ？」

　ハレは貧民街スラムでのできごとを思いかえし、サラディンたちに話した。

　ネズミは貧民街スラム出身の鼠人ムースで、貧民街スラムの住人から裏切り者と呼ばれていたことを。

「ふむ……これは一考の価値があるのう」

「いままで《三貴人》の素す性じよう、わからなかったからね～」

　サラディンは仕切りなおすように、パチンと手をたたく。

「とにかく、まずは明日みなを助けだしてからじゃ。作戦を練るぞ。おそらくは厳重に警備されとる王宮に侵しん入にゆうすること自体、至難じゃろうからのう」

「それについてはアブーがひとつ思いついちゃったんだよね～☆」

　アブーはニヤリと自信ありげな笑みをうかべた。

　それから鼻高々といった様子で、自身の考えた作戦をみなに講説した。

「……うまくいくんですかね？」

「それはみんなのがんばり次し第だいでしょ～☆」

　話を聞きおえても疑ぎ心しん暗あん鬼きなハレに、アブーは無邪気な笑みでこたえる。

「アブーの策がどう転ぶかはわからんが……なんにしろ、わしらに選択肢はない。仲間を死なせるわけにはいかんからのう。試ためしてみるほかなかろう」

「そうそう、みんなでがんばろ～！」

　アブーの「えいえいおー」という掛かけ声ごえを、ハレとサラディンは自信なさげに復唱した。
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　砂塵の王国の王宮は、マターファの北西にある。

　小高い丘おかのうえに位置するそれは、攻せめいりがたい立地と堅けん固ごなつくり、そして王宮自体の輝くような純白さから、《白き城塞ホワイトパレス》と呼ばれている。

　外部から王宮に続く道は、一本のみ。その突つきあたりには城門があり、王への謁えつ見けんを求める商人や貴族、他国からの使者はそこで検問を受ける。

　そして今日、輝かがやくような黄金こがね色いろの陽光の下。

　怪あやしげな二人組が王への謁見を求め、検問を受けていた。

「旅芸人……だと？」

　門衛はうさんくさそうな目で、その二人組をねめつけた。

　あきらかに、怪しい二人だった。

　ふたりとも小人ピテイカの類たぐいらしく、背は低い。派手な道どう化けの衣装をまとっており、厚あつ化げ粧しようまでほどこしているため、年齢はいまいち判然としない。二頭の馬に一台の馬車を引かせており、そのなかには楽器やらボールやらの小道具が積まれていた。

「はいはい、王さまは愉ゆ快かいな余興をご所しよ望もうとお聞きしたので～☆」

「う～む、それはそうなのだが……」

　門衛は悩なやましげにうなり、暑さで鈍にぶった頭を懸けん命めいに働かせる。

　確かに王は現在、芸に飢うえている。いや――王というよりは、皇こう后ごうのラビットが。彼かの女じよは美び貌ぼうで王を虜とりこにし、王に無む茶ちやな要求をくりかえしている。そのひとつが、暇ひまつぶしの余興だ。王は彼女のため、余興となる芸人は迷わず通せと門衛に伝えているのだ。

　だが――と思う。

　たとえ王が望んでいるからといって、このようなどこの馬の骨ともわからぬ連中を王に引き合わせていいものか。門衛はどうも判断がつかなかった。

　特にいま騎き士し団だんを取りしきっているのは、あのハッターだ。

　もし問題のある輩やからを通せば、すぐに首を切られよう。

（職を失うだけならば、まだいいがな……）

　首を切られるというのは、言葉通りの意味も暗にふくんでいた。

　以前、実際にいたのだ。現在の国政に納なつ得とくがいかず、国と民の行くすえを憂うれい、国王へと直じき訴そした勇気ある人々が。彼らは反逆者として処刑された。

　ここ最近の国王は――そして《三貴人》は、そういった過激なことをいとわない。できるかぎり従順にし、目につくようなミスは避さけたいところだ。

（それに、今日は処刑が行われるしなあ……）

　砂塵の王国の名実ともにトップギルド《千夜の楽団》。

　彼らが国家反逆罪で指名手配されたのはつい昨日のこと。王国軍はその日のうちに楽団の大多数を捕縛し、今日はさっそくその処刑がなされる。そんな日に旅芸人を受けいれるのは、ちぐはぐな印象をぬぐえないというのもある。

　そんな門衛のためらいを読みとったか、怪しげな旅芸人の二人組――そのうちの小人ピテイカらしき女は、その場で宙返り。その芸達者ぶりをアピールした。

「歌も踊おどりも、お手のものですよ～☆　王さまと皇后さまを必ずや満足させてみせまする～！　ほら、おまえももっとアピールしなさいって～！」

「な、なぜわしがそんなことを……！」

「うっさい！　いいから、黙だまってやるの～！」

　女は後ろに控ひかえていた男の手を引き、強ごう引いんに前に引っぱりだす。それから女が軽く耳打ちすると、男はあきらかに嫌いやそうな顔をしつつも門衛に向きなおる。

　そして二人そろって営業用の笑みをうかべ、芸をはじめた。

　女は竪たて琴ごとを弾ひき、男は無数のボールでお手玉をした。

　どちらの芸の腕うで前まえも、超ちよう一いち流りゆうであった。王の御おん前まえで音楽を聴きく機会もあったが、これほど美しく竪琴を奏かなでられるものはいなかった。男のお手玉も同様だ。これほどすばやく、しかも複数のボールをお手玉するものは見たことがない。

「はいはい、どうですかね～☆」

「うむ……見事だ」

　文句のひとつもつけたいところだったが、そうとしか言えなかった。

　それほどに見事な超一流の芸を終え、二人は懇こん願がんするような顔でこちらを見てくる。まるで捨てられた猫ねこが通りがかりの人に拾ってくれと視線を送るように。

「これほどのものだ。通さねば俺おれの首が飛ぼう」

　ため息まじりに言うと、芸人たちは顔を見合わせ、パッと笑みをうかべた。

　小こ柄がらな男女が手を握にぎりあい、ぴょんぴょんと跳とぶさまは、幼子がよろこぶのを見るようで、長時間の勤務を続ける門衛の気もやすらいだ。

「よし……それでは門を通り、中庭で待機せよ。今日は賊ぞくの処刑が行われる。謁見は今日中には許可されぬとは思うが、王の御前ではくれぐれも粗そ相そうのないように」

「ははあ！　寛かん大だいなご判断に感謝を～☆」

　女は大おお仰ぎような動作で頭をさげ、男に馬車に戻もどるよう指示。

　それから門衛の誘ゆう導どうにしたがい、門を通って馬車とともに中庭へと入っていった。

（あの見事な芸で、王が以前の純じゆん粋すいな御み心こころを取りもどしてくれればいいが）

　そうは簡単にはいくまいな、と門衛はため息をつく。

《三貴人》が現れて以来、王は変わってしまわれた。ラビットの美貌と術の虜となったのか、民そっちのけで彼女の望むように国を動かしている。特にここ一週間の民への仕打ちは、目にあまる。暴動は表立って起きてはいないが、民の不満は爆ばく発はつ寸前だ。

　そしてダメ押おしに、今回の《千夜の楽団》の処刑だ。

《千夜の楽団》は民にも人気のあるギルド。反感はいっそう高まろう。

（王よ、この窮きゆう状じようをどうなさるおつもりだ……）

　門衛は目を細め、検問待ちの列に視線を送る。

　そこには、みすぼらしい装いの男女が多く見受けられた。彼らは王国に税をしぼりとられた貧民だ。あるものは税の軽減を求め、あるものは施ほどこしを求め、王に直訴にきている。検問で貧民は弾くようにと、門衛が指示を受けているのも知らずに。

（……砂塵の王国に栄光あれ）

　これからの国を憂い、門衛はそう唱えることしかできなかった。




「余よ裕ゆうだったね～☆」

「かなり怪あやしまれとったじゃろ……」

　陽が差しこみ、輝くような緑の中庭。

　そこに、さきほど門を通過した旅芸人の馬車があった。現在は二人とも馬車のなかで向かいあい、小声でなにやら話しあっているところだった。

「ぜんぜん余裕～☆　アブーたちの芸ってマジで一流だし、疑われる理由ないっしょ～！　団長もお手玉が板についてたよ、道どう化け師しの才能あるんじゃな～い？」

「じゃかあしい、潜せん入にゆうできりゃこんなもん用済みじゃ」

　竪琴を披ひ露ろうした女、アブーはニヘヘと悪戯な笑みをうかべる。一方でお手玉を披露した男、サラディンは派手に舌打ちし、自身の赤っ鼻を乱暴にもぎとる。

「あ、団長まだ外しちゃダメ～！　変装を解くのは機を見てから！　バレて騒さわぎを起こしたら、みんなを助けられなくなっちゃう！　万ばん全ぜんを期すべし！」

　いつにもまして真ま面じ目めなアブーに、サラディンはたじろいだ。

　確かに仲間の身がかかっているのだ。確率の高い方法を選せん択たくすべきだろう。にしても、アブーがここまで仲間のことを考えているとは思わなかった。

「みんなを助けられなかったら、まともなごはん食べれないよ……」

「目的はそっちかい！」

　ぺちん、と。サラディンはアブーの額をはたいた。

「団長の料理したクソまずいごはん、もう食べたくないからね～」

「食いたくないなら、自分でつくれっちゅーの」

　サラディンは不満げに言い、「ともかく」とあたりを見まわす。

「……ここからなら広場へは問題なく行けそうじゃな」

「あとは時間まで潜伏して、ドドーンとみんなを助けるだけだね～☆」

　処刑は正午。それまでに仲間を救出する策も話しあったが、結局やめにした。王宮もふだんより警備の数が多いが、牢にはさらに厳重な警備が敷しかれているはず。サラディンやアブーの対策も、ハッターにされている可能性が高い。

　だから、ねらいは処刑が実際に行われるそのとき。仲間たちが牢の外に出され、わずかにでも堅固な守りがゆるむそのときに二人は動くつもりだった。

（しかし、こんなに簡単に侵入できるとは……）

　サラディンたちの侵入は想定しているだろうに、不自然ではある。

　あえて誘いだされている、という見方もできるが――

（関係ねえ、やるしかねえんじゃ）

　囚とらわれの仲間たちを想おもい、サラディンは心のなかでつぶやいた。
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「とっとと歩け！」

「……ぐえっ！」

　兵士は声をあげ、マンスールの臀でん部ぶを蹴けりとばした。

　マンスールは臀部を押さえ、うらめしげに兵士をにらみつける。それから不満げに鼻を鳴らしつつも、兵士の言うとおりに歩きだした。

　王宮内のとある連れん絡らく通路。白く豪奢な支柱が等とう間かん隔かくでならぶそこを、鎖くさりにつながれた《千夜の楽団》の五〇名もの囚しゆう人じんと、それを引く王国の兵士が歩いていた。彼かれらはこれから処刑が行われる王宮の中央広場に、連行されているところだ。

　そんな囚人の列の前方に、メリル・サリールの姿はあった。

（どうしよぉ、このままだとみんな……）

　サラディンやハレたちは、きっと助けに来てくれる。

　そう信じてはいるが、間にあわないかもしれないと思う自分もいた。

（……助けられてるだけじゃ、ダメだ）

　刹せつ那なの絶望のあと、メリルは自分をふるいたたせる。

　なにか自分にも、仲間のためにできることがあるはず――

（……そうだ、チャンスだよぉ！）

　視線をめぐらせたのち、自分のふところを見て思いだす。

　そこには《魔導鏡メモリーミラー》が――父アベルの潔白を証明するものがあることを。

　処刑には国王も同席する。門番がそう話すのを聞いた。処刑前に国王にこれを見せるのだ。そして父の潔白を証明し、《三貴人》の悪行を明るみにだす。楽団の処刑を仕組んだのだろう《三貴人》が悪とわかれば、国王も自分たちを解放しよう。

（みんなを助ける……）

　メリルは覚かく悟ごを決め、鎖でつながれた拳を密ひそかに握りしめる。

　しばし歩くと、処刑が行われる広場にたどりついた。そこには一〇〇〇を超こえる兵士が整列しており、その前の処しよ刑けい台だいにメリルたちは並ばされた。演劇の舞ぶ台たいのごときそこで晒さらし者ものになったメリルたちに、兵士たちの視線が突きささる。

　その視線は、囚人をさげすむ視線とは違ちがった。

　どこか憐あわれむような視線だった。

　兵士たちも疑問に思っているのだ。《千夜の楽団》が処刑されるような罪人なのか、現在の国王が本当に自分が付きしたがってもよい主あるじなのか。

　だが、声をあげるものはない。国王は反逆者を許さない。以前、国王の決定に不平不満をもらしたものが、それだけで処刑されたことをみな知っているのだ。

　しばしの静せい寂じやくのあと、国王が姿を現した。

（王さま……）

　メリルたちが晒しあげられる背後、王宮の上階。

　バルコニーのように突きだしたその場所から、砂塵の王国の現国王イブン・アラフマーン三世は広場を睥へい睨げいしていた。父である先代に続き、善政の賢けん王おうと慕したわれた彼だが、《三貴人》が現れて以来その評判は地に落ちている。

　失しつ墜ついした評判を象しよう徴ちようするように、彼はだらしない肉体をしていた。以前は歴戦の戦士のようだった恵え体たいは、いまでは丸々と太らされた家か畜ちくのようだ。

（変わっちゃったな）

　メリルは幼い頃ころ、父に連れられて王宮に来たことがあった。

　そのときに出会った国王はとても快活で、メリルの頭を優やさしくなでてくれた。これほどに人は変わるものかというほど、いまの国王とは別人だ。

　そして国王のとなりには、彼を貶おとしめた原因が立っていた。

　この上ない――美貌の女だった。

　腰まで伸びる妖よう艶えんな夜色の黒くろ髪かみ。鼻筋はすっととおり、魅み惑わく的てきな唇くちびるはバラの花弁。顔の半分が仮面で隠かくれているが、その美しさは隠しきれない。折れそうな華きや奢しやな体でありながら、胸と臀部には女性的な丸みがあり、男を誘ゆう惑わくする肉体の黄金比を達成している。

　そんな極限の美を表すような肉体に、露ろ出しゆつの多い白の薄うす衣ぎぬをまとい、金や宝石の華か美びな装そう飾しよくを身につけている。手に持った金の錫しやく杖じようもふくめ、派手な身なりをしている。が、そのあまりの美しさのためか下品な印象はまるでない。

　この絶世の美女こそが、《三貴人》のラビット。

《三貴人》の長であり、現在は皇后として王国の実権を握る女だ。

「……」

　国王とラビットは王宮から広場に降りたち、処刑台にあがった。

　処刑台の中央に歩を進め、メリルたち囚人の前を通りすぎる。

「……」

　父アベルの仇かたきである女に――しかし、メリルは見み惚とれた。

　すぐに我にかえり――ぶんぶんと首を振ふる。憎にくい存在だとわかっているのに、自分と同性であるのに、それでも見惚れる美しさがラビットにはあった。

　その美しさに、楽団の男だん性せい陣じんも目を奪うばわれていた。「ぶっ殺してやる」と息巻いていたマンスールでさえ、いまはうっとりと彼女の一挙手一投足に釘くぎ付づけだった。

「そこの貴方、わらわの顔になにかついているかしら……？」

　その視線に気づき、ラビットはマンスールに訊ねた。

　話しかけられたマンスールだけでなく、メリルや仲間も意表をつかれた。まさかこれから処刑されようという囚人に、皇后自らが話しかけるとは。

「なんもねえよォ……」
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　マンスールは視線をそらし、ぶっきらぼうに返す。

　ふだんの彼ならば罵ば詈り雑ぞう言ごんでも吐はいていそうだが、敵であるラビットに見惚れていたせいだろう。自己嫌けん悪おが勝ったような煮にえきらない返答だった。

「どうしたのだ、ラビットよ？」

「この囚人が、わらわを食い入るように見るので……」

　眉まゆをひそめる国王にラビットが答えた、その瞬しゆん間かんだった。

「なに!?　薄うす汚ぎたない罪人ごときが、我わが后きさきに不ぶ躾しつけな視線を送るとはけしからん！　処刑までは時間があるが、いますぐに余が首をはねてやろうか！」

　国王は声を荒あららげつつ剣を抜き、マンスールの喉元に突きつけた。

　本当に首をはねそうな剣けん幕まくだったため、メリルはあわてて声をあげる。

「……王さま、お許しください！　マンスールはラビットさまのあまりのお美しさに目を奪われていただけで、悪気はなかったんですよぉ！」

「陛下、わらわも気にはしておりませぬ。それに陛下もおっしゃったとおり、このものたちはあと数刻の命。いますぐに命をとらずともよいでしょう」

　ラビットの言葉に、国王はしぶしぶ落ちつきを取りもどす。

「我が后の慈じ悲ひに感謝せよ。だが次もし無礼を働けば、その瞬間に首がないと思え」

　どうにかやりすごせた、と。ホッと胸をなでおろすメリル。

　しかし国王の言葉で火がついたのか、マンスールの額に青筋が走った。

「誰だれがこのクソ女に感謝するかよォ！　オレさまたちがこんなことになってんのは、そもそもこのクソ女の差し金だろうがァ！　最近みんながだるそうなのも、全部こいつのせいだろォ！　そろそろ目を覚ましたらどうだよ、操あやつり人にん形ぎようの国王さまよォ！」

「貴様ぁ、情けをかけてやればッ！　そんな根も葉もないことをッ！」

　国王は怒いかりくるい、すさまじい形相で激げつ昂こうする。

「民たちが謎なぞの病のようなものに苦しんでいるのは知っておる！　そしてそのことに我が后も心を痛め、対策を練っておるのだ！　適当なことを抜かすなッ！」

「適当なことじゃ……ないかもしれないですよぉ？」

　様子を見ていたメリルが、満を持して口をはさんだ。

　動くならば、いましかないと思った。

「ぬあにぃ!?　貴様もその男とともに一足早く死にたいというのかッ！」

「……もちろん、死にたくはないです。だけど王さまは皇后さまのことを信じすぎだと思うんです！　好きすぎて盲もう目もくになっている部分も……見過ごしてしまっている部分もあると思うんです！　国のみんなのために、ちょっと考えてほしいんです！」

　自分をつなぎとめていたなにかが切れたように、メリルはまくしたてる。

　国王は一いつ瞬しゆんだけ虚きよを突かれたような顔をし、しかしすぐ首を振る。

「う、うるさい！　罪人ごときが余に指図するとは、すぐに首を……」

「まあまあ、陛下落ちつきなさってくださいまし」

　ふたたびラビットは国王をとめたのち、メリルを見やった。

　仮面の奥おくの孔雀青ピーコツクブルーの瞳ひとみに射すくめられ、メリルはついすくんでしまう。透すいた瞳の奥に、一瞬だけ猫や蛇へびのごとき縦長の瞳どう孔こうが見えたのは気のせいだろうか。

「この者の命もわずかなのです。言いたいことを好きなだけ言わせてやりましょう。さて、陛下がわらわのなにを見過ごしているというのかしら？」

　自信たっぷりのラビットにたじろぎながらも、メリルは気き丈じように言う。

「……王さま、アベルという名を覚えていらっしゃいますか？」

　その名を聞くと、国王の表情が目に見えてゆがむ。

「……もちろん、覚えておる。やつは余の優ゆう秀しゆうな右みぎ腕うでだった。だと思っていた。だが功績を焦るあまりに、ついてはならぬ嘘うそをついた。愚おろかな男だ」

　憂いを帯びた表情でのべる国王に、しかしメリルは首を振る。

「アベルは本当に……王さまの優秀な右腕でした。嘘なんてついてなかったんです。彼は本当に迷めい宮きゆうのなかで青空を見て……だけど、事情があって真実を言えなかった」

「事情……じゃと？」

　メリルはごくりと唾つばをのみ、覚悟とともに言った。

「彼は《三貴人》に家族を人質にとられ、脅おどされてたんです。家族を殺されたくなければ、陛下に『青空はなかった』と申しあげろと。そして彼は家族のためにそれを実行し、《ホラ吹ふき団長》という汚お名めいとともに《三貴人》に葬ほうむられたのです」

「貴様、またそんな……ッ！」

　怒りに震ふるえる国王の言葉をさえぎり、メリルはさらに言葉をつぐ。

「迷宮でハッターが直接そう言っていたんです！　国で確かな地位を築いたアベルが邪じや魔まだった。だから罠わなにかけて名めい誉よを失墜させ、死んでもらったって！　そしてアベルの言葉が真実だというれっきとした証しよう拠こが、わたしのふところにあります」

　国王は眉み間けんにしわをよせ、兵士にメリルのふところをさぐらせる。

　兵士は《魔導鏡メモリーミラー》を見つけだし、国王へと手て渡わたした。

「これは……余がやつに授さずけたものではないか」

　なぜ貴様が――と。国王はいぶかしげにメリルを見やる。

　メリルはごくりと唾をのみ、国王をまっすぐに見つめかえす。

「わたしがメリル・サリール……アベルの娘むすめだからです」

　国王は信じられないというように目を見開き、首を振る。

　だがそれからメリルの瞳を見つめ、なつかしげな言葉をこぼす。

「確かに……あやつと同じ瞳だ」

　そんな国王の言葉に、メリルは唇をきゅっと引きむすぶ。

　なぜだろう、涙なみだがこぼれそうになってしまった。世界からいなくなってしまっていたと思っていた父がここに――自分のなかにいたとわかったからだろうか。

　しかしそんな何年分もの激情を押しとどめ、メリルは父とみなのために言葉をついだ。

「わたしは……メリルは父の汚名をそそぐために、父の言葉が真実だと証明するために、この《千夜の楽団》に入りました。そしてギルドのみんなと一いつ緒しよに迷宮の深部に行き、陛下から授かった《魔導鏡メモリーミラー》についに記録することができたんです」

「まさか……真に青空があったと申すのか!?」

　国王はその言葉の意味に気づき、鏡とメリルを交こう互ごに見やる。

　メリルがうなずくと、国王は覚悟を決めるように喉のどを動かし、鏡に魔力マナを流しこむ。

「……」

　メリルはじっと、鏡が記録したものを映しだすのを待つ。

　ラビットもメリルと同様に、じっとその様子を見守っていた。自分に不利な情報が明るみに出んとしているのに、余裕しゃくしゃくといった様子だ。

（なぜ……？）

　メリルがいぶかしむ間に、鏡は記録した風景を映しだした。

　国王は鏡に映るその風景を見て、目を見開く。

　見み渡わたすかぎりの広大な草原――そして、清すが々すがしいほどに澄すみわたった青空。その風景に映る四人の楽団メンバーと、となりに鎮ちん座ざする迷宮とつながった転移扉。それらが鮮せん明めいに、英えい雄ゆうアベル・サリールの言葉は真実だと告げていた。

「信じられん、こんなことが……」

　狼ろう狽ばいする国王の瞳には、心なしか理性の光が戻っていた。

「これが真実ならば、余はサリールにとりかえしのつかぬことを……」

「本当です。迷宮に青空は存在したんです。すべては《三貴人》がアベルを罠にかけ、身内を人質にとって……無理やり嘘だって陛下に報告させたにすぎません！」

　国王はなにか悩むようにうなりをあげ、ラビットに目を向ける。

「ラビットよ……この少女の言葉は真実なのか？」

　訊たずねる国王の表情は、どこか悲しげだった。

　ラビットは国王の視線を真っ向から受け、わずかに視線を泳がせる。

「……いわれのない罪をかぶせられ、わらわは悲しいです」

　それから思いついたかのように、手を眼めにあててすすり泣きはじめた。

　十中八九、嘘うそ泣なきだった。その場の誰もが、だまされるはずのないもの。ラビットの美貌――そして、彼女からただよう紫の魔力がなければ。

　気づいたときには、国王の瞳から光が完全に消えうせていた。同時にさきほどまでの国王の理性もまた、心の奥おく底そこに引っこんでしまった。

　国王はメリルに向きなおると、突とつ如じよとして激昂した。

「おのれ……やはり虚きよ偽ぎであったか！　我が后を悲しませおって！　迷宮に青空などあるわけがない！　その風景もつくりものであろう！　我が忠実な下げ僕ぼく《三貴人》を……そして皇后ラビットを愚ぐ弄ろうしたのは、まったく万ばん死しに値する！」

「し、しかし王さま……ッ！」

　ふたたびラビットの傀かい儡らいと成った国王に、メリルは歯は噛がみする。

　優位に立ったことを悟さとったのか、ラビットは嘘泣きの下で不ふ吉きつに笑った。

（……そうだったんだ、なにを言っても無む駄だだとわかって）

　好きなようにやらせていたのは、王はいつでも傀儡にできるから。

　証拠をそろえて王の理性に訴うつたえようと、無駄だとわかっていたからだったのだ。

「お待ちください！　王さまは皇后さまの術にかかっているだけで……」

「ええい、だまれい！　もうよい、処刑を執しつ行こうする！」

　メリルはあきらめずに直訴するが、あえなくはねのけられる。

　国王は兵士に命じ、処刑人を連れてこさせた。

「おい待てよォ！　執行時刻は正午のはずだろうがァ！　いい加減に目を覚ませよ、おっさん！　そんなクソ女にあやつられて情けなくねえのかよォ！」

「また意味のわからぬ戯たわ言ごとを！　貴様から処刑してくれるッ！」

　処刑予定時刻までは余裕があったが、そんなものはおかまいなし。

　国王に命じられ、処刑人がマンスールへと歩みよった。

（メリルのせいだ……）

　余計なことをしたせいで、処刑が早まってしまった。

　もしかしたら、もう少し待てば助けが来たかもしれないのに。

（なんで、メリルってこうなのかなぁ……）

　父アベルの死にぎわにも、自分はなにもできなかった。

　ただ人ひと質じちにとられ、父の足を引っぱっただけだ。人質にとられたのも、自分が駄だ々だをこねて母に無理を言い、屋や敷しきの外で遊んでいたからだった。自分はまた余計なことをし、大切な人を危険にさらしてしまった。そしてあのときは父が身代わりになってくれたが、今回はもう身代わりはいない。仲間を殺し、そして自分もまた殺される。

　救いもなく、父の汚名もそそげず――無意味に死んでいく。

「助け、て……」

　口からこぼれたのは、そんな情けない言葉だった。

　言葉は誰にも届くはずはなく、処刑人の斧が振りおろされ――




　だが、マンスールに届く寸前。

　カキン――と。剣けんと剣がぶつかりあう甲かん高だかい音が響ひびいた。




「ぎりぎりセーフ、だよな？」

　続いて聞こえてきたのは、さいきん聞きなれてきた少年の声。

　目に入ったのは、太陽のように輝く赤い髪かみ――

「ハ、レ……？」

　そして、処刑人の凶きよう刃じんを手甲剣ガントレツトソードで受けとめる少年の姿だった。




８




（かっこつけて飛びこんだはいいけどさ……！）

　ハレは処しよ刑けい人の斧おのを弾きながら、まわりを見わたす。

　広場一面に王国軍の兵士。そして国王とラビットのかたわらには、ハッターとネズミが見えた。こんな敵地に単身で飛びこむなど、狂きよう気きの沙さ汰たである。

「……!?」

　カキン!!　と。

　そんな一瞬の逡しゆん巡じゆんのあいだに、ハレに鋭えい利りな刃が飛んでくる。並外れた反射神経で受けとめたものの、刃はハレの喉のど元もとに突きささる寸前だった。

　その刃は、鋭利な針だった。そしてその針による攻こう撃げきには、ハレにも覚えがあった。

「おやおや……羽虫が一匹ぴき、どこからまぎれこんだのでしょう？」

　巨きよ人じんのごとき上背に、その飄ひよう々ひようとした声こわ音ね。

　先日ハレと激げき闘とうをくりひろげた《三貴人》ハッターその人であった。背から生えた無数の針《寄生具・土蜘蛛パラサイト・スパイダー》が、生物のように不気味にうごめいている。

「その羽虫に負けたのは…………どこの誰だろうなッ!!」

　ハレは針を勢いよく弾はじきかえし、横よこ殴なぐりの蹴しゆう撃げきを放つ。

　ハッターは腹にもろにそれを受け、勢いよく地面を転がった。

「ほほう……前回よりもキレが増してるように見えるのですが、いったいどういうことでしょうねえ。戦せん闘とうはつい先日のことだったと思うのですが」

「人間っていうのは、日々成長するものだからね」

　いぶかしげなハッターに、ハレは余裕しゃくしゃくで答える。

「なるほど……化け物はラスシャールひとりではなかったようだ」

「背中から針を伸のばしまくってる蜘蛛くも人間には言われたくないね」

　ハレが肩かたをすくめると、ハッターは得意の哄こう笑しようをあげる。

「ホヒョヒョヒョヒョヒョ、魔ま物ものから力を奪う特異なスキル、異常な成長速度……化け物と呼ばずに、なんと呼びますか。あなたの肉体に興味がわいてきましたよ。お仲間はここで処刑しますが、あなたは生かして実験体にしてさしあげましょう」

「おとなしく捕つかまると思うのか？」

「いえいえ、もちろんそうは思いませんが――――」

　ハッターは死神のごとき不吉な微び笑しようをうかべたあと――




「――――捕まっていただきますッ！」




　無数の針をうごめかし、猛もう烈れつな勢いで襲おそいかかってきた。

　だがハッターがハレに達する直前、彼の動きがぴたりと静止した。

「……ラビット、なぜとめるのです？」

　ハレとハッターのあいだに割って入ったのは、ラビットだった。

　国王のとなり――かなり離はなれた場所にいたのに、彼女は気づけばそこにいた。息ひとつ切らさずに、ハレとハッターのあいだで笑えみをうかべていた。

「あらいいじゃない、少しわらわも興味がわいたの。この坊ぼうやに」

　ラビットは蠱こ惑わく的てきな微笑を口こう端たんにきざみ、ハレを見やる。

　その深く澄んだ瞳に、ハレはつい見入りそうになってしまう。

「興味がわいたのならなおさら、さっさと捕ほ縛ばくすべきでしょう。この少年の力は貴方あなたが想像している以上に厄やつ介かいだ。もちろん、わたくしも対策はしていますがね」

「す・こ・し・だ・け♥」

　ラビットは甘あまい声音で、ねだるように言った。

　男ならば――いや女であっても、ついうなずいてしまいそうな声だった。

「……貴方には勝てませんね、どうぞ」

　ハッターがため息まじりに了りよう承しようするのを見て、ラビットはハレを見やる。

「わらわはラビット。貴方の名は？」

「おまえに名乗る名はない、みんなを解放しろ」

　ハレはつっけんどんにそうかえした。

「あら……つれない。まあいいわ。訊きいてはみたけれど、ハッターやネズミから貴方の名は訊いてる。ハレ・エードルンド、わらわはいい名だと思うわ」

　ラビットの声音は甘いが、ハレは緊きん迫ぱくした面おも持もちでただ彼女をにらみかえした。

「雑談は……好きじゃないようね。ならば、単刀直入に言うわ。出会いはよくはなかったけれど、貴方は才を持っている。どう、わらわの仲間にならない？」

「……バカか、おまえの仲間になるぐらいなら死ぬ」

　ハレは迷いなく、ラビットの誘さそいを一いつ蹴しゆうする。

「わらわは気が長いの、気が変わるまで待つわ。ハッター、捕縛なさい」

　ラビットが命じた瞬間、ハッターが待ってましたとばかりに動きだす。




「降霊憑依スキル・オン――――――《黒犬の業火メギドフレイム》ッ!!」




　だが地面を滑かつ空くうするように駆かけてくるハッターへと、ハレは莫ばく大だいな黒い火球を放った。

「そんなものは、わたくしには通じませんよ！」

　ハッターには、そんじゃそこらの攻撃は通用しない。

　装備した魔導具アーテイフアクトが、すべてを防いでしまうからだ。それはハッターと戦ったハレが、一番よくわかっていた。だから攻撃のねらいは、ハッターではない。

「……ぐあああああああッ!!　熱い、熱いぞッ!!」

　ねらいは、となりでふんぞりかえる国王その人だった。

　臀部で炎ほのおが燃えさかり、国王は地面でのたうちまわる。そして兵士にどうにか火を消しとめてもらい、兵士に連れられて王宮へと引っこんでいく。

　そんな様子をながめつつ、ハレは次撃の黒炎を放つ。

『ぐああああああああ！』『灼やける、灼けるぞ！』『水だ、水をおおおおおお！』

　次撃は広場を直ちよく撃げきし、集まっていた兵士たちを灼いた。

　兵士たちは地じ獄ごくの業火にもだえ、のたうちまわり、広場は大おお騒さわぎになった。そんな状じよう況きように拍はく車しやをかけるように、ハレは次々と炎を放った。炎は轟ごう々ごうと燃えあがり、派手に黒こく煙えんをあげる。広場は逃にげるもの、そして駆けつけるもので混こん沌とんとした。

　もちろん手加減はしていたが、それでも耐たえがたい熱さには違いない。ハレは攻撃の手をゆるめることはなく、さまざまなスキルで派手に暴れつづける。

「……おまえたち囚人に注意しなさい！」

　ハッターはすぐにハレの意図を察し、部下たちに指示を飛ばす。

　だがそのときには囚人たち――楽団のみなは、すでに自由の身になっていた。

「いつのまに……!?」

　ハッターはあんぐりと口を開き、驚きよう愕がくする。囚人を逃がす隙すきはなかったと思っているのだろう。ハレに注意を払はらっていたばかりに、彼は気づけなかったのだ。

「わしらのことを忘れてもらっちゃこまる」

「作戦大成功って感じだね～☆」

　ここにハレ以外に、二人の侵しん入にゆう者しやがひそかに乗りこんでいたことを。

　仲間たちのそばには、サラディンとアブーがいた。

「あらあら、完全に出だしぬかれてしまったわねえ」

　まるで他人事のように、ラビットはのんきな声で言った。

　兵士たちはハレの炎から逃げまどって大混乱、さらには囚人たちも自由になって収しゆう拾しゆうがつかない状況だというのに、ラビットのこの余裕はなんなのか。

「てめえがラビットじゃな」

「ええ、初めまして、サラディン・ラスシャール」

　サラディンの尋じん常じようでない殺気を向けられてなお、ラビットは笑いかえす。

「町のものたちから魔力マナを集めて、いったいなにをたくらんどる？」

「貴方も……わらわが民たみを苦しめている元げん凶きようだと言うの？」

　ラビットはすすり泣くような仕草をするが、完全に嘘泣きだった。

「その質問がまさに答えじゃろう。わしは『町のものたちから魔力マナを集めて』とは言うたが、それが例の謎の気だるさと関係しとるとは一言も口にしとらん。そのふたつを結びつけた時点で、てめえがすべての元凶だと白状しとるようなもんじゃよ」

「あらま、貴方って賢かしこい！　とっても賢いわ！」

　ラビットはポンと手をたたき、感心したようにうなずいた。

　言いい逃のがれなどいくらでもできそうだが、隠すつもりはないらしい。

「《時の砂時計》と魔力マナ……なにか関係してるわけ～？」

　アブーがさらに訊ねると、ラビットはわざとらしく目を見開いた。

「あらあら、《時の砂時計》のことも知ってるのね！　そのとおり、《時の砂時計》には膨ぼう大だいな魔力マナが必ひつ須すでね。だから、民から魔力マナをわけてもらってるの」

「……勝手に盗ぬすんどるの間ま違ちがいじゃろうが」

　サラディンがあきれて言うのを無視し、ラビットは続ける。

「わらわは《時の砂時計》を使い、古きよき砂さ塵じんの王国を取りもどしたい。そのために民から魔力マナをもらっている。悪逆非道なたくらみがあるわけじゃないわ」

「古きよき砂塵の王国を取りもどしたい……じゃと？」

　てめえらが来なけりゃいい国じゃったろ、と。サラディンは嘲ちよう笑しようする。

　ラビットはどこか遠い目をし、憂うれいを帯びた表情で首を振る。

「……わらわが来たときには、確かにこの国は安定していた。だけどその安定は、嘘っぱちよ。本当の砂塵の王国じゃない。わらわが取りもどしたいのは、もっともっと昔の砂塵の王国。真の支配者により、未み来らい永えい劫ごうの繁はん栄えいが約束されていた王国」

「真の、支配者じゃと？　いったいなんの……」

　サラディンはそう言いかけ、だがそこでなにかに思いあたった顔をする。

　そしてあわてた様子で仲間たちを振りかえり、声をかけた。

「……てめえらさっさとずらかるぞ！」

「あらあら、逃げてしまうの？」

　微笑とともに訊ねるラビットに、しかしサラディンは答えない。

「え、このままやっちゃえばいいじゃん」

　サラディンの急な命令に、アブーも怪け訝げんそうにする。味方は解放し、戦力はそろっている。ピンチから一転し、《三貴人》を一いち網もう打だ尽じんにするチャンスなのだ。

　だがサラディンはこれまでになくまじめな顔で首を振り、再度みなに向けて言った。

「ここはやつら《三貴人》の庭じゃ。やつらがなにも用意してねえとは思えねえ。それにやつの話、そしてやつらの正体に……思いあたるフシがある。わしの思っとるとおりなら、正面から挑いどむのは得策ではない。まずは逃げ、こちらのリズムで再戦すべきじゃ」

「……了りよう解かい、そうと決まったらとっとと逃げよ～☆」

　団長の意見を即そく座ざに受けいれ、アブーは仲間に逃とう走そう指示をだす。

　ふだん息があっていないようで、こういうときの二人は阿あ吽うんの呼吸である。

「ホヒョヒョヒョヒョヒョ、そうはさせま……」

「そうはさせない、こっちの台詞せりふだな」

　逃走させんとするハッターに、しかしハレが立ちふさがった。

　ハッターは特とく殊しゆな魔導具アーテイフアクトを使う。迷宮での《魔力の檻プリズンマギナ》のようなものをふたたび使われれば、非常に厄介だ。だからやつに好きにさせないように、【鎧竜の全身鎧アーマードビヒモス】という絶対防御を持ったハレが、足止めする手はずになっていた。

　ハッターは舌打ちし、しかたなしといった様子でハレと向かいあう。

「――――」

　ハレとハッターは同時に動き、武器と武器が甲高い衝しよう突とつ音おんをあげた。

　楽団メンバーも逃走をはじめ、兵たちがそれをとめんと動きだす。戦闘は避さけろというサラディンの指示ではあったが、小競りあいは避けられなかった。広場からの出口は細い一本道のみ。兵士をある程度倒たおさねば逃げられない。

　最初、戦いは楽団が不利に見えた。確かに兵士たちにくらべ、楽団の仲間たちは無数の戦をかいくぐってきた猛も者さだ。レベルはあきらかにこちらが上。

　けれど、数が違いすぎた。兵士の数は、ハレたちの一〇倍以上。騒ぎを聞きつけた兵士が次々と参戦してくるため、楽団は数の暴力で徐じよ々じよに追いつめられていた。

　だが。

　ハレが焦あせったのも、つかのま――

　サラディンという第一級冒ぼう険けん者しやの存在、そしてそれを支えるアブーという最高の支し援えん職しよくの存在が、仲間たちの不利を軽々とひっくりかえす。




「天上界の自由神コオードよ、我が唄うた声ごえに自由をつかむ力を――【英雄の唄ヒロイツクチユーン】!!」




　アブーは竪たて琴ごとをかきならし、そのよく通る声で歌いはじめた。

　それはもちろんただの歌ではない、魔ま法ほう歌かという聴きくものにさまざまな効果を付ふ与よする呪じゆ歌かであった。その魔法歌は、戦士を鼓こ舞ぶする【英雄の唄ヒロイツクチユーン】。仲間を勇気づけ、精神を高こう揚ようさせ、ふだん以上の力を発揮させる歌だった。

　アブーの【英雄の唄ヒロイツクチユーン】を耳にすると、追いこまれていた仲間たちは獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくを見せ、まるで英雄にように劣れつ勢せいをひっくりかえしていく。

　アブーの支し援えんを受けてなお、劣勢のものたちもいたが――




「至高の魔力マナよ、天上界の武神トールよ、我が拳こぶしに猛たけき魂たましいを宿せ――【衝波拳ビツグバン】!!」




　サラディンの一いち撃げきにより、あっというまに優位は逆転する。

　無限に参戦してくると思われた兵士たちの数も次し第だいに減り、楽団側が優位を確立していく。これならば問題なく、全員が王宮から脱出できそうだった。

　だが。
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　この状況になってなお、ラビットは余よ裕ゆうの笑みをくずさなかった。

「……勝負はあったみたいねえ」

　あきらかに劣勢だというのに、勝ちほこった猫ねこ撫なで声ごえをもらす。

　どういうことか、と。サラディンたちが怪訝に思った――次の、瞬間。




「至高至し極ごくの魔力マナよ、我が敵に蛇神の厭あき呪のろいを――【石化の呪詛コンソリデーシヨン】」




　ラビットは艶なまめかしく微笑し、上位創成語ハイデモテイーズの発動句ルージヨンをつぶやいた。

　瞬間。ラビットの瞳が妖あやしく輝かがやき、禍まが々まがしい魔力マナがみなに襲いかかる。

　みながそれに気づいて逃げようとしたときには、魔力マナはみなをのみこんでいた。癒いやしの魔力マナが優しく体を包つつむのとは逆に、魔力マナは喰くらうようにみなの体を覆おおう。

「ぐッ……」

　ハレは自身の魔力マナを発散することで、ラビットの魔力マナから身を守る。

　そしてしばし耐えていると、やがて魔力マナが霧む散さんし――

「……!?」

　気づけば周りの仲間たちは、時間がとまったかのように動かなくなっていた。

　彼かれらに声はなく、音はなく――灰色、だった。

「……メリル？」

　ハレは地に落ちた《魔導鏡メモリーミラー》を拾い、メリルに声をかける。

　だが、彼かの女じよは答えない。なめらかで美しかった白しろ肌はだが、ざらざらとした灰色へ。服や防具までもふくめ、すべてが灰色に――そう、石へと変へん貌ぼうしていた。

　ざっと見たところ、ハレのほかに石になっていないのはサラディンとアブーだけだった。

「あら、ラスシャールやマルスワース以外にも効かない子がいたのね」

　ラビットの艶えん美びな声に誘われ、ハレはそちらを見ようとする。

「……やつの目を見るな」

　だがそこでサラディンの手に目を覆われ、視界を遮しや断だんされる。

「やつの【石化の呪詛コンソリデーシヨン】の発動体は瞳じゃ。魔力マナだけならば、わしらぐらいにレベルが高ければ抵てい抗こうもできる。じゃが目を見てしまえば、わしらでも一瞬じゃぞ」

　サラディンは石像となった仲間たちを一いち瞥べつし、ラビットに向きなおる。

「やはり……てめえ蛇人サペントの生きのこりじゃったか」

　蛇人サペント？　と眉をひそめるハレに、アブーが横から答える。

「……かつて砂塵の王国を支配した亜人メタサピエだよ。邪じや悪あくな力を使うとして、いまの砂塵の王国の祖先によって滅ほろぼされたって話。蛇人サペントには人を石化させる力があったって聞いてる。あの女が蛇人サペントだとすれば……確かにつじつまは合うね～☆」

　そしてラビットはアブーの言葉を肯こう定ていするように微笑し――

「さて、お仲間はみんな石になったわ。サラディン・ラスシャール。力だけでなく卓たく越えつした頭脳をあわせもった貴方なら、自分がどうすべきかわかるわね？」

　ラビットはさも楽しげに言い、首をかわいらしくひょことかしげた。

　石にされたみなを運びだし、逃走するのは不可能。言わば仲間全員が人質になっているのだ。ハレたちにできることはない。ラビットに余裕があったのは、このためだったのだろう。小競りあいで負けようと、自らが力を下せばそれで終わりだから。

「気が向いたら戻もどしてあげる。さようなら、英雄さんたち――【石化の呪詛コンソリデーシヨン】」

　呪じゆ文もんの詠えい唱しようとともに、石化の魔力マナがハレたちに襲いかかる。

　それに抵抗するのは可能だったが、抵抗すれば仲間たちが殺される。サラディンとアブー、そしてハレの三人は、甘んじて呪じゆ詛そを受けいれるほかなかった。

（くそッ……）

　戦うことも逃げることもできず、このまま石になるしかないのか。

　真相にようやく近づき、だがどうもできぬのか――

「……え!?」

　そのときふと、ハレはすさまじい浮ふ遊ゆう感に襲われた。

　次の瞬間――視界が、ズレる。ラビットたちが視界のなかで上へ上へとズレていく。その光景に、ハレはラビットたちが浮うかびあがったのかと思った。

　しかし、違ちがった。

　自分が下に沈んでいるのだ。

　地面に唐とう突とつに現れた黒い影かげ。それに自分が吸いこまれていると気づいたときには、ハレの体半分は地面に沈んでいた。「助けてくれ」とハレは頭上に手を伸ばす。しかし影の吸引力はすさまじく、まもなくハレは黒い影へと完全に吸いこまれた。




「……ひとり、逃してしまったわね」

　ハレが黒い影へと吸いこまれた直後。

　石像となった楽団のメンバーを満足気に見つめ、ラビットは肩をすくめた。

　逃げたのは、迷宮でハッターを倒したハレ・エードルンドという少年だった。

「まあいいわん、いちばん邪魔な二人は捕まえたし」

　石像となったサラディンとアブーに歩みより、ラビットはその顎あごをなでる。

（だけど、あの黒い影は……問題ねえ）

　それから少年を連れさった黒い影を思いかえし、ひょこと小首をかしげた。
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「……いでッ！」

　ハレは唐突に、硬かたい地面に尻しりもちをついた。

　尻をさすりながら身を起こすと、そこは町の大通りだった。夜へと移ろいはじめた時刻で、仕事終わりの人の往来が多い。これから酒盛りといったところか。

　視線をめぐらせると、北に王宮が見えた。位置関係から考え、ここは南の大通りだろう。

　手に持っていた《魔導鏡メモリーミラー》をふところにしまい、首をかしげる。

（どういう、ことだ……？）

　さきほどまで自分は、王宮の広場にいたのだ。

　そして石になった仲間を人質にとられ、黒い影にのみこまれた。

「というか、あの影ってまさか――」




「……思いだすのが遅おそいんだケド？」




　影の正体に思いあたった瞬しゆん間かん、ひとりの少女が不服そうに現れた。

　建物の陰かげからてくてくと歩いてくる。黒のゴシックドレスに白しろ塗ぬりの仮面という特とく徴ちよう的てきな装いの彼女は、ハレを監かん視ししていた《三貴人》のネズミに違いなかった。

「きみが、助けてくれたのか……」

　真意がわからずにハレが凝ぎよう視ししていると、ネズミは照れたように視線をそらした。

「か、勘かん違ちがいしないでほしいんだケド……？　借りを返しただけ。自分でどうにかすることはもちろんできたケド、迷宮で助けてもらったのは事実だから」

　思ったよりも律りち儀ぎな少女らしい。だがこの局面で借りを返してくれるとは。ネズミを助けた自分が言うのもなんだが、彼女も変わりものだと思った。

「ありがとな、助かったよ」

「……借りっぱなしが嫌いやだっただけだから」

　ネズミはあいかわらず素す直なおでなく、ぷいとそっぽを向いた。

「でもきみ……こんなことしてまずいんじゃないのか？」

　ネズミの行動は王国にとって、重大な裏切り行こう為いの気がした。

「ラビットは怒おこるかもしれないケド……どうにかなるわ。それに助けるのも今回だけ。次があったら、ちゃんとあんたを殺すから問題ないでしょう」

「……そっか、でも本当にありがとな」

　ツンと唇くちびるをとがらせるネズミに、あらためて礼を言った。

　ちらとこちらを見たネズミと、ちょうど視線があう。ネズミはあわてて目をそらし、それから不満げにフンと鼻を鳴らし、くるりと身をひるがえした。

「……待ってくれ」

　立ちさろうとするネズミの腕うでを、ハレはあわてて捕まえた。

　仲間はみな捕まり、自分はひとりだ。協力者が必要だった。

「みんなを助けたいんだ、力を貸してほし……」

「無理ね、二重の意味で」

　ネズミは振ふりかえり、なんの迷いもなく即そく答とうする。

「勘違いしてほしくないんだケド、あたしはあんたに借りを返しただけ。味方になったわけじゃない。次出会ったときは殺す。力は貸せない」

「それはわかってるけど……」

　びしっ、と。言葉をさえぎるように、ネズミはハレの鼻の頭に指を突つきつける。

「二重の意味でと言ったケド？　たとえあたしがあんたに力を貸したとしても、あんたの仲間はもう助けられない。石化した以上、なにもかも手て遅おくれなのよ」

「手遅れって……どういう意味だよ？」

　ネズミは呆あきれたという調子で息をつく。

「あんたなんにも知らないのね。石化した人間の寿じゆ命みようは、およそ三日。三日が経たった時点で、体が砕くだけちって砂になってしまうのよ」

「それは……僕ぼくも知ってるよ」

　数は少ないものの、人を石化させる力を持つ魔物は存在する。状態異常効果を付与する魔物については、冒険都市エルドラの受付嬢セリーヌに叩たたきこまれたので知っていた。

　もちろんネズミの言葉どおり、石化した人間が三日で死んでしまうという事実も。

「でも、それは石化したまま放置された場合の話だろ？　薬にしろ魔法にしろ的確な処置さえできれば、石化はちゃんと解ける。解除方法が潤じゆん沢たくじゃなかった昔は……けっこう怖こわかったんだけど、いまはそれほど怖いものじゃないはず」

「確かにそう、雑魚ざこモンスターの石化なら解くのも簡単」

　だけど、と。ネズミは間をおかずに言葉をつぐ。

「石化にも強さがあるの。石蛇鶏コカトリスくらいの低級モンスターの石化なら、薬や魔法で比ひ較かく的てき楽に対処できる。一方で、蛇女神メデユーサや魔王蛇バシリスクみたいな強力な魔物の石化は……そう簡単じゃない。ラビットは蛇人サペントの王族の血を引いているから、呪いは非常に強力よ」

「……治ら、ないのか？」

　ごくり、と。ハレは唾つばをのみ、ネズミにさきをうながす。

「どうかしら。少なくとも、あたしはラビットの石化から回復する人間は見たことがないケド。高価な薬や強い治ち癒ゆ魔ま法ほうぐらいでは、ぜんぜんダメね」

「そんな……」

　落らく胆たんするハレを無視し、ネズミは口早に続ける。

「あんたが仲間を救うためには、まず強力な石化を解く方法を見つけなきゃいけない。しかも方法が見つかっても、それで終しゆう了りようってわけにはいかない。仲間の石化を解くため、厳重な警備が敷しかれた王宮に侵しん入にゆうする必要もある。あんたに三日でそれができる？」

　すべてを三日でこなすのは、確かに困難に思えた。

「石化を治す方法に……心当たりはないのか？」

「さあね、知るわけないでしょう。術者のラビットを倒しでもすれば、もしかしたら戻るかもしれないケド。まあそんなこと絶対に無……」

「……な～んだ、あるんじゃん！」

　ハレが一転して明るい声を出すと、ネズミはきょとんとした顔をする。

「ラビットを倒せばいいんだろ？　それならわかりやすい」

「わ、わかりやすいって……いちばん無理だと思うんだケド？　だってラビットと対面したら石化させられるのよ、防ぎようがないじゃない。それにラビットは石化だけじゃなくて、ものすごく強いの。あんたじゃ絶対に敵かなわないわ」

「隙をついてどうにかやるさ」

「あんたじゃあるまいし、隙なんてないわよ。絶対無理だケド。命が惜おしいなら、さっさと仲間のことは忘れて、国から尻尾しつぽを巻いて逃げだすことをおすすめするわ」

「命は惜しいけど、それ以上に仲間の命が惜しいよ」

　迷わず言うハレに、ネズミはこの上なく怪訝な顔をする。

「あんたやっぱり変。偽ぎ善ぜん者しや？」

「よく言われるから、そうなのかもしれない」

　とにかく、と。ハレはネズミに背を向け、片手をあげた。

「僕は行くからさ、情報あんがとな」

「し、死ぬわよ！　ぜったい死んじゃうんだから！」

　そう叫さけぶネズミを尻しり目めに、ハレは歩きだした。選せん択たく肢しはないのだ。

「ま、待ってほしいんだケド！」

　ハレがとまらないと見て、さきとは逆にネズミがハレをとめる。

「わ……わかったわ、教えてあげるわよ！」

「教えてあげる？　いったいなにを？」

　きょとんとするハレに、ネズミはいらだった様子で告げる。

「……石化を治せるスキル保持者の居場所よ」

　ラビットを倒すのとは別に、仲間たちを救いだすその方法みちを。
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「本当にここであってるのか？」

「あってる」

《砂さ漠ばくの涙なみだ》という酒場の看板を見あげ、ハレはネズミに訊たずねた。

　そこはおそらく、貧民街スラム《灰色の街ストリート・グリーズ》の大通りだった。なぜおそらくかと言うと、ネズミのスキルで一いつ瞬しゆんで転移させられ、場所が判然としないためだ。

「この酒場のマスターに『とびっきり甘い果実酒』を注文して。そうすれば、なかに通してもらえる。頭領と呼ばれる人が石化を治せるスキルを持ってるから」

「え、一いつ緒しよに来てくれないのかよ？　知りあいなんだろ？」

　ネズミはどこか気まずそうな顔をする。

「……あたしが行くと、話がこじれるから」

「それって、どういう……？」

　とにかく、と。ネズミはパチンと手を叩き、身をひるがえした。

「あたしができるのは……ここまで。そろそろ王宮に帰らないと、ラビットに言い訳ができなくなる。あとはあんたで好きなようにやって」

「……わかったよ、助かった」

　ハレが微笑をうかべると、ネズミはなにか言いかける。

　だが結局なにも言わず、呪文をつぶやき、影に溶とけるように消えた。

（さて、がんばってみっか……）

　石化を治せる能力者がいても、説得できなければ意味がないのだ。

　入ってみると、酒場はかなり空すいていた。

　ポツポツとならぶ円えん卓たくに、これまたポツポツと客が座すわっているのみだ。その客も例の魔力マナのせいか、ぐったりと元気がないように見える。店内は決して広くはなく、貧民街スラムらしく薄うす汚よごれている。特に変わったところもないふつうの酒場だ。

（本当にここにいるのか……？）

　ハレは疑問に思いつつも、店内に歩を進める。

　客の視線をひしひしと感じながら、カウンターに座った。

「いらっしゃい、なんにします～？」

　マスターが人のよい笑みとともに近づき、訊ねてくる。

　うかぶ微笑とは裏腹に、威い圧あつ感のあるスキンヘッドの大男だった。頬ほおに切り傷が走っており、酒場のマスターというよりは盗とう賊ぞく団の頭領のような男だ。

「とびっきり……甘い果実酒を」

　だが、ハレがそう言った瞬間だった。

　ぎろり、と。マスターの眼光は鋭するどくなり、外見どおりの厳いかつい表情になる。

「……来な、こっちだ」

　ハレがたじろぐのもおかまいなしに、マスターは店の奥おくへと手招きする。

　店の奥へと進むと、そこはなにかの会合所になっていた。楽団の本部とは比べるべくもないが、中央には円卓がならび、それを一〇数人もの人間が囲んでいる。

「盗賊団のアジトかなにかなのか……？」

　ハレはビクビクしながら、小声でマスターに訊ねる。

　全員が人相が悪く、人数的にもそうとしか思えなかった。

「……あ？　そこらへんのゴロツキどもと一緒にすんな。ここは解放軍レジスタンスの基地だ。クソみてえな王国をどうにかしようと、俺おれたちゃ戦いつづけてるってわけよ」

　かっこいいだろ、と。マスターは悪戯いたずらめいた笑みをうかべる。

　そんな言葉を交かわしていると、気づけば場の全員の視線がハレにそそがれていた。強面こわもての男たちの刺さすような視線を浴び、さすがのハレもたじろぐ。

「ムルサ、誰だれも通すなって言ったろうが」

「すまねえ、頭領。合言葉を知ってたからよう」

　とがめる声に、ムルサと呼ばれたマスターが申し訳なさそうに答えた。

　そしてなにもわからぬまま、ハレは頭領の前に引きだされる。

「いったい、どこのどい……」

「え、きみって……!?」

　そして頭領と顔をあわせ、その顔に見覚えがあることに気づく。

「てめえは……ネズミと一緒にいた野や郎ろう!!」

　声を荒あら立だてた頭領は、貧民街スラムで出会ったマエロという鼠人ムースだった。

　なるほど、ネズミが会いたくないわけだ。

「なにしに……来やがったッ!!」

　マエロは腰こしの短たん剣けんをすばやく抜ぬき、ハレの喉のど元もとに突きつける。

　しかしハレはあえて微び動どうだにせず、その切っ先を見つめた。そんなハレの冷静すぎる挙動を見て、マエロは唾をのむ。只ただ者ものではないと悟さとったのだろう。

「ネズミが言ったように、僕は別にネズミの仲間でもないし、今回来たのもネズミの差し金でもない。ただ、きみに頼たのみがあって来たんだ」

「俺に、頼みだあ……？」

　マエロは殺気立つ仲間を手でとめ、話してみろと顎をくいとあげる。

「仲間が……楽団のみんながラビットに石化させられた。だからここの頭領が石化を治せるスキルを持ってるって聞いて、助けてもらえないかってね」

「……へえ、おまえ楽団の人間だったのか」

　マエロは興味深そうにハレをながめ、ふむとうなる。

「王宮での件は、俺も斥候スカウトから聞いている。仲間を助けるため、ラスシャールとマルスワースが処しよ刑けい場じように乱入……ラビットにまんまと石化させられたとな」

「ああ、僕も団長たちと王宮に行った」

「それで仲間を石化させられ、尻尾を巻いて逃げてきたわけか」

　マエロはあきらかな嫌けん悪おをにじませ、ハレを見やる。

　ハレは唇を引きむすび、真しん摯しにマエロを見つめかえした。

「言い訳はしない、そのとおりだ」

　マエロは目を細め――まあいい、と。大きめの息をつく。

「たしかに俺なら、ラビットの石化を治せるだろう」

「本当か……!?　なら、力を貸してくれないか……!?　僕と一緒に王宮に行って、みんなの石化を治してほしい。報ほう酬しゆうはきちんと支し払はらうから！」

「無理だな」

　だがまっすぐな頼みに、マエロは即答した。

「……な、なんで？」

「なんでもなにもない。助ける理由がない。おまえが俺らを罠わなにかけようとしている可能性も高い。なにしろあのネズミと一緒にいたんだからな」

　それは……と。ハレは言い訳が思いつかず、口をつぐむ。

「……きみの言うとおり、僕が怪あやしいのはわかる。そして潔白を証明できるものもここにはない。ただ、仲間を助けたいというのは本当だ。それは信じてほしい」

　まっすぐに訴うつたえるハレの瞳ひとみから、しかしマエロは視線をそらす。

「おまえの言葉が本当だったとしても……俺は力を貸さない。ラスシャールたちは残念だが、俺がリスクを負う理由はない。話がそれだけなら帰れ」

「ま、待ってくれ！」

　ハレが必死に声をあげるが、マエロがこちらを見ることはなかった。

　まもなく男二人に両りよう腕うでをつかまれ、ハレは外へと連行される。

「おい、暴れんじゃねえ」

「殺されねえだけ、ありがてえと思えっつーの」

　ハレは男たちにずるずると引きずられ、酒場の外に放ほうりだされた。

　男たちは酒場に引っこみ、さっさと戸をしめてしまう。

（ああ、もうどうすりゃいいんだよ……）

　地べたにナメクジのように這はいつくばり、頭を抱かかえるしかなかった。

（みんなを王宮から助けるにも、石化を治す方法がないんじゃなあ……）

　まずは石化を治せなければ、仲間を連れだすことも不可能。

　この調子だとマエロの助力は期待できない。八方塞ふさがりだった。

（いや待てよ……振りだしに戻っただけじゃん？）

　が――ネズミとの会話を思いかえし、ハッとなる。

　術者のラビットを倒せば、石化が解けるかもしれない。ネズミは最初にそう言った。マエロの説得が失敗に終わったのなら、当初の方針に戻るだけだ。

（できるかぎり早く動いたほうがいいな）

　三日後にはみな命を落としてしまう。それまでに助ける必要がある。

　明日さっそく王宮に出向き、ラビットに強ごう引いんにでも石化を解かせよう。

（……問題は石化だよな）

　自信はやはりなかったが、そうも言ってられまい。

《風精霊シルフイード》の【沈黙サイレンス】しかり、いくつか魔法を封ふうじる方法はある。

（魔法を封じるアイテムがあれば……）

　石化対策について思考をめぐらせながら、ハレは魔道具店アイテムシヨツプへと足を向けた。




３




　翌朝。朝あさ陽ひが水平線から顔をだし、王宮を赤々と照らしていた。

　まだ夜が明けたばかりだが、王宮のまわりには大勢の衛兵が配備されている。先日のハレたちの件もあったため、ハッターの指示で警備を厳重にしたのだ。

　だが、衛兵の警備へのモチベーションは高くない。

　配備直後には多少やる気があったものも、いまではウトウトと鼻はな提灯ちようちんをつくっている。あるいはふだんから夜警を務めるものを見習い、見張り小屋で盤上遊戯チエセロに興じている。

　以前の規律ある王国軍ならば、こんな状じよう況きようはありえなかった。《三貴人》が現れて以来、兵の王への忠誠心は徐々にうすれ、いまでは地に落ちているのだ。

　そして。

　そんな衛兵たちの隙すきをつき、王宮に侵入するひとつの影があった。

「な、貴様なにも……ぐあッ」

　城じよう壁へきの上で大あくびする衛兵の首筋に、ハレは手刀を叩きこむ。

　衛兵はそれ以上は声もあげられず、その場にくずれおちた。

（第一関門突とつ破ぱ……っと）

　騒さわぎになるのを防ぐため、衛兵を物もの陰かげへと移動させる。

　一息つき、城壁から王宮の内側へと降りる。【体色変化チエンジドカラー】で身を隠かくしつつ、王宮の東側へとたどりつく。目指すは東ひがし棟とう上階のラビットの私室だ。

（あそこが東棟か）

　東棟は王宮本棟となんら遜そん色しよくなく、立派な建物だった。

　その荘そう厳ごんさに気けおされつつも、ハレは予定どおりに東棟への侵入を試みる。正面には衛兵があきらかに多く配置されていたため、ハレが向かったのは棟の裏手。

　三人いた衛兵をそれぞれ手刀で気絶させ、ハレは東棟内部に侵入する。

　東棟一階は、広々とした礼拝堂になっていた。冒険者複合施し設せつほどではないが、王宮内部にあるだけあって、礼拝堂としては立派なものだった。

（……ん、誰もいない？）

　東棟内部には、衛兵の姿がなかった。外を厳重にし、内部には侵入させぬつもりだったのだろうか。疑問に思いつつも、すみの螺ら旋せん階段から上階へと歩を進める。

（さすがにおかしいよな？）

　上階に皇こう后ごうの私室があるのに、ここまで警備が手て薄うすなのは不自然だ。

　まるで――そう、侵しん入にゆう者しやを誘さそっているかのようだった。

「……」

　五階まで進み、ようやく二人の衛兵の姿を発見する。

　しかも二人とも、歴戦の猛者という雰ふん囲い気きを醸かもしている。外で警備していたものたちとは一味ちがう印象だ。体格がよく装備もしっかりしている。

　彼らの後ろには、両開きの扉とびらがあった。どうやらその部屋がラビットの私室らしい。

「……!!」

　直後――ダッ!!　と。勢いよく地を蹴けり、階段の陰から躍おどりでた。

　そして衛兵がハレの存在に気づいたときには、ハレはひとり目の衛兵の眼前に来ていた。驚きよう愕がくに目を見開く衛兵の側頭部に、強きよう烈れつな上段回まわし蹴げりをいれる。

　続いて声をあげようとしたもうひとりに手刀を叩きこみ、喉のどをつぶす。衛兵は痛みに耐たえきれなかったのか、喉をおさえて体をくの字に折った。直後に腹に膝ひざをいれると、衛兵は勢いよく吐と血けつし、そのまま倒れて動かなくなった。

　ほんの数秒のことだった。

　屈くつ強きような二人の衛兵は、声もあげられずに倒れていた。

「……」

　ハレはそこで一度立ちどまり、扉を前に深呼吸した。

　このさきにラビットがいるはず――

「……」

　音を立てぬように、ゆっくりとゆっくりと扉を開ける。

　扉の向こうは、広い瀟しよう洒しやな部屋だった。家具には品があり、色合いや趣しゆ味みは女性的。皇后の私室として納なつ得とくのたたずまいである。ただし、これが《三貴人》の台頭で王宮を追放された元正妃の趣味なのか、ラビットの趣味なのかは不明だ。

　部屋に一通り視線をめぐらせ、天てん蓋がいつきの豪ごう奢しやなベッドを見つける。

（あそこにラビットが……）

　ふくらむベッドを見つめながら、ふところからあるものを取りだす。

　取りだしたのは、紅あかい宝石が埋うめこまれた腕うで輪わだった。

　これは《魔封じの腕輪パージリング》。その名のとおり、魔力マナを封じる腕輪。対ラビット用に用意した秘密兵器だ。人は自然の魔力マナを取りこみ、魔法を行使する。だがこれを身につけたものは自然界から魔力マナを取りこめなくなり、魔法を行使できなくなる。これをラビットに身につけさせさえすれば、彼女の石化魔法も封じられるというわけだ。

「……」

　そろりそろり、と。抜き足差し足でベッドに歩みよる。

　ベッドのふくらみから考えてラビットはいるはずだが、動く素そ振ぶりはない。気づかれてはいないはず。音を立てず、さらに慎しん重ちように歩を進める。

　そして。

　高級そうな毛布から出ていた華きや奢しやな腕に、腕輪をつけ――

「……ふわああああああ」

　瞬間。毛布のなかから、甘あまったるい女の声が聞こえてきた。

　もぞもぞと毛布が動き、女が寝ぼけまなこをこすりながら身を起こした。

「……!?」

　ハレは突とつ然ぜんのできごとに硬こう直ちよくし、次に女に見入った。

　信じられないほど、美しい女だった。

　年ねん齢れいは一〇代にも見えれば、二〇代にも三〇代にも見える。寝ね起おきだというのに、それをまるで感じさせない。腰まで伸のびる妖よう艶えんな黒くろ髪かみ。通った鼻筋。バラの花弁のような唇。薄はく氷ひようを思わせる孔雀青ピーコツクブルーの瞳。そのどれもが完全無欠で、美しかった。

　顔だけではない。その肉体美にも、否いや応おうなしに目がいく。百合ゆりのように華奢な体でありながら女性的な丸みもあり、抱だきしめたくなる魅み惑わく的てきな体。

　だがその美び貌ぼうを見てもなお、ハレの顔は険しかった。

　仮面を外しているものの、彼女はラビットに違いなかったからだ。

「……ラビット」

　ハレは眼前の宿敵の名を呼び、ぐっと拳を握にぎりしめた。

　突然の侵入者を見つけてもなお、ラビットは余裕をくずさない。

「……あら、夜よ這ばいかしら？」

「寝ねぼけるな、もう朝だ」

　あらほんと、と。ラビットは窓の外の朝陽に目を細める。

「よく見たら、貴方あなたは昨日の楽団の子ねえ。わらわの私室にまでやってきて、なにが目的なのかしら。まさかまさか、この幼いたい気けなわらわを暗殺に……」

「殺す気はない。要求をのんでくれればな」

　理解できぬという顔で、ラビットは無む垢くな少女のように小首をかしげる。

　そのとぼけた様子に若じやつ干かんのいらだちと焦しよう燥そうを覚えながら、

「みんなの石化を解き、解放しろ。そうすれば殺さない」

「ダメよ、解放したらわらわの邪じや魔まをするから」

　瞬間。ラビットの喉元に、ハレは問答無用で剣けんを突きつけた。

「解放しないなら死んでもらうしかない」

　ハレは凍いてつく声こわ音ねで言い、膨ぼう大だいな殺気を放った。

　本音を言うと、できれば血を流さずに解決したいとは思っていた。だがそんなハレの内心を、ラビットは知らない。脅おどしは通用するはず。

「貴方の言い分には……ツッコミどころが三つ」

　だが、ラビットは余よ裕ゆうの笑えみで指を三本立てる。

「ひとつは……貴方は優やさしく、人を殺せるような人間ではないこと」

「そんなことはない、必要ならば殺やれるさ」

　見み透すかすようなラビットの言葉を、ハレは即そく座ざに否定する。

　だが情けないことに、その声はほんのわずかに震ふるえてしまっていた。内心を一瞬で見透かすような物言いに、ついつい動どう揺ようしてしまったのだ。

「もうひとつは……貴方が本気になっても、わらわは殺せないこと」

「腕のそれを見ても……そう言えるのか？」

　ハレはそう言い、ラビットの腕に装着された腕輪を指す。

　この《魔封じの腕輪パージリング》をはめているかぎり、彼女は魔ま法ほうを満足に使えぬはず。

「あら考えてきたわね。けれど、そう……これではわらわは殺せないわ」

　しかしラビットはやはり、すべてを見透かしたように言う。

（……はったりだ）

　魔法を使えぬ状況で、いったいどう逃のがれるというのか。

　ハレが剣をわずかに動かせば、彼女は死ぬのだ。美しい音をつむぐ喉を裂さくことも、白く華奢な首を刎はねることも、ハレの意志で一瞬なのだ。

「もう一度言う、仲間を解放しろ。さもなくば殺……」

「最後のひとつは、そもそもわらわでは貴方の仲間を解放できないということ」

　ハレの言葉をさえぎり、ラビットはそう言った。

「……どういう、ことだ？　おまえがこの国の実質的な最高権力者だろ？　おまえが国王をあやつって命じれば、解放なんてすぐにでもできるはず」

「語ご弊へいがあったかもしれないわね。解放はできるわ」

　ただし、と。ラビットは華奢な指を唇にそえ、淫いん靡びに笑う。

「わらわでは彼らの石化を解けないの」

「おまえが石化させたのに……解けないだと？」

　ええ、と。ラビットはうなずき、思案するように視線をさまよわせる。

「たとえば、そう……毒を持った蛇へびがいます。とある男が蛇に咬かみつかれ、毒におかされてしまいました。このとき、蛇は男から毒を取りのぞけるかしら？」

「……無理だな」

　まず間ま違ちがいなく、体にまわった毒を蛇は取りのぞけまい。

「そう、無理なの。わらわは人間を石化させられても、それを解くことはできない。毒どく蛇と同じよ。そしてそれと同じ理由で、わらわを殺すのも無む駄だね。すでにまわった毒は、加害者の生死には関係なく被ひ害がい者しやを苦しめつづけるの。おわかり？」

　言っていることは理解できた。だが信用するかどうかは、一考の余地がある。殺されたくないがため、話をでっちあげているのかもしれないからだ。

「嘘うそをついているのかどうか、判断しかねているという顔ね」

「でっちあげてると考えるのがふつうだろ」

　言いながらも、やはりハレが判断しかねていると――




『――皇后さま、なにかございましたか！』




　部屋の外から、男のあわてた声が聞こえてきた。

　どこからか騒ぎを聞き、駆かけつけた兵士というところか。

「ならば、ひとつだけ証明しようかしら」

　どこか不ふ吉きつな微び笑しようで、ラビットはハレに笑いかけ――

「大変だわ、助けてちょうだい」

　まったく大変ではなさそうな声音で、外に呼びかける。

　直後。五人ほどの兵士が扉を乱暴に開け、部屋に乱入してきた。

「皇后さま、お助けします！」

　ハレを見て状況を察し、そろってこちらに襲おそいかかってくる。




「至高至し極ごくの魔力マナよ、我わが敵に蛇神の厭あき呪のろいを――【石化の呪詛コンソリデーシヨン】」




　だが瞬間。ラビットはすばやく、あの恐おそろしき呪詛を唱えた。

　ラビットの瞳どう孔こうが蛇のように細まり、妖あやしく輝かがやく。

　夜よ闇やみが陽をのみこむように、黒い魔力マナが兵士たちにまとわりつき、その体を浸しん食しよくしてゆく。肌はだが灰色へと変へん貌ぼうすると、兵士たちの動きは完全に静止した。

「なんで魔法が……？」

　無残に石化した兵士たちを見て、ハレは目を見開く。

　ラビットは《魔封じの腕輪パージリング》の力で魔法は使えぬはず――

「通常……人は自然の魔力マナを使い、魔法という奇き跡せきを起こす。この腕輪は自然界から人を切りはなし、自然の魔力マナを使えなくするもの。なぜ魔法が使えるのかと思うわよね」

　だけど、と。ラビットは指を立て、それを周囲にぐるりとめぐらす。

「簡単なことよ。自然の魔力マナが使えないなら、自分の魔力マナを使えばいいだけの話」

　それから自分の額へと指を動かし、口こう端たんを吊つりあげた。

　見ると、彼女の額に紅玉色の宝石が輝いていた。

「その宝石は……？」

　それは装そう飾しよく品ひんではない。彼女の額に直接的に埋まっているようだった。

　いぶかしげな顔のハレに、ラビットは嘲ちよう笑しようまじりに説明する。

「あら、そんなに無知でよくわらわのもとに来たわね。蛇人サペントの額には、生まれつき魔法石が備わっているの。魔法石には魔力マナをたくわえる力があり、蛇人サペントが強力な魔法が使えるのは、魔法石に蓄ちく積せきされた魔力マナを自在に使えるから。それぐらい常識よ？」

（くそっ、そういうことか……）

　自然の魔力マナが使えずとも、ラビットはいつでも魔法が使えた。いつでもハレを石化させられたのだ。だから話をでっちあげ、ハレに命いのち乞ごいする理由もない。

（あいつの言葉は……ぜんぶ本当ってことか）

　彼女自身は石化を解けず、殺しても石化した仲間には影えい響きようがない。となると、ここに来たのは無む駄だ足あしだった。ハレは落胆し――だがすぐに状況を思いだす。

（逃にげないと……）
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　仲間はみな石化した。助けられるのは自分しかいない。

　いま自分が倒たおれれば一巻の終わりだ。まずは一刻も早い脱だつ出しゆつを。

「……」

　直後。ハレは床ゆかを勢いよく蹴り、バルコニーへと駆けた。

　だがバルコニーへの窓を開ける前に、目の前に何者かが立ちふさがった。

「ネズミ……？」

　それはハレをここまで手助けしてくれた少女、ネズミだった。

　ネズミはなにも言わずに顔をふせ、ただハレの前に立ちふさがっていた。

「わらわがなぜ……貴方に攻こう撃げきをしかけなかったと思う？」

　向かいあうハレとネズミを見て、ラビットは訊ねる。

　なぜだ、と。ハレが見やると、彼女の口が裂けるように不気味に広がった。

「それはね、貴方はネズミが殺すべきだと思ったから」

「ネズミが、僕を……？」

　ハレが見やっても、ネズミはやはり顔をあげない。

　仮面をしていることもあり、伏ふせた顔からはなんの感情も読みとれない。

「悪い子よね、敵の貴方を助けたりして。王宮から逃しただけでも大罪なのに、情報まで与あたえたのよ？　本当なら許されない行為だけれど、わらわも鬼おにじゃない。貴方を殺せば、罪は帳消しにしてあげることにしたの。優しいでしょう？」

　それじゃあ、と。ラビットは首をひょことかしげて笑った。

「楽しんでちょうだい」

　直後。ネズミの真下から、巨きよ大だいな影かげが無数に伸びあがった。

　影はそれぞれ巨大な拳こぶしの形となり、ハレを襲しゆう撃げきする。

「……ぐッ！」

　初撃は腕で受けとめたものの、次撃は受けきれなかった。

　豪ごう雨うのように影の拳が降りそそぎ、ハレの体を殴なぐりつけた。ハレは数発受けたところで体勢をくずし、耐えきれずに後ろへと勢いよく吹ふっとんだ。

　ズンッ!!　と壁かべにあたって倒れ、だが間かん髪はついれずに身を起こす。

　思った以上にダメージがあり、立ちあがった瞬しゆん間かんによろめいた。壁に衝しよう突とつした影が壁を派手にえぐっているのを見るに、一発に相当の威い力りよくがこめられているようだ。

「ネズミ待て、きみは本当に……」

　僕を殺すつもりか、と。問おうとしたが、最後まで言葉はつむげない。

　無数の影がふたたび伸びあがり、ハレの腹部を連続で殴おう打だしたのだ。

「ぐッ、そ……」

　ハレは血ち反吐へどを吐はきながらも、かろうじてその場に立ちつづけた。

　彼女はこれほどに強かったのかとおどろくほどに、その攻撃は重い。

（こうなりゃ……）

　次の瞬間。ハレは一瞬の隙をつき、窓をぶちやぶった。

　そしてそのままバルコニーから外へと身を投げ、逃とう走そうをはかった。

「挨あい拶さつもなしに立ちさるなんて、礼れい儀ぎがなってないわね」

　ラビットはハレの背をのんきに見送り、窓まど際ぎわの瀟洒なイスに腰かけた。

　そして卓たくのボトルから杯さかずきに葡萄酒ワインを優ゆう雅がにそそぎ、味わうように口をつけた。
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「……ハア、ハア…………」

　人気のない町の片かた隅すみ。ハレは建物の外がい壁へきにもたれ、倒れこんだ。

　王宮から命からがら脱出したハレは、しばし貧民街スラムの一角を歩いた。だがネズミからの攻撃にくわえ、例の魔力マナによる疲ひ労ろうもあり、一時休息をとっていた。

　そして状況が落ちついたところで、自身の作戦が頓とん挫ざしたことを再認識させられる。問題はなにも解決していないという事実が重くのしかかってくる。













（明後日には、みんな死ぬんだぞ……）

　ラビットは石化を治せず、彼女を倒そうとも石化が解けることはない。

　彼女をどのようにしても、仲間を助けられないことが確定したのだ。

（どうにか……するんだ）

　だが挫くじけそうになるのをこらえ、毅然と顔をあげる。

　仲間はまだ生きている。そして自分の助けを待っているのだ。ここで自分がなにもかも投げだすわけにはいかない。逃げるわけにはいかないのだ。

（立て……立てよ、ハレ・エードルンド）

　ハレはボロボロの体にムチ打ち、立って歩きだした。

　やがてよろめきながらたどりついたのは、とある酒場だった。

（力を借りるしかない……）

　酒場の名は《砂漠の涙》。昨日訪れた解放軍レジスタンスの隠れ家だった。

　酒場に入ってカウンターに歩みよると、マスターがハレに気づいた。

「あんたは昨日の……」

「もう一度、マエロと話がしたいんだ」

　マスターは眉まゆ根ねを寄せ、ゆっくりと首を振ふった。

「申し訳ねえが……あんたを通すことはできねえ。あんたが来ても通すなって、頭領にきつく言われてるんでな。おとなしく帰ってくれ」

「頼む……ここしか頼たよれるとこがないんだ」

　ハレは頭をさげ、そう頼むことしかできなかった。

　マスターは強面に似合わぬ困り顔で頬をかき、だがやはり首を振った。

「すまねえが、やっぱり無理だな。頭領も意固地なところがあってね。俺がここを通したところで、頭領はあんたに力を貸さねえだろう」

　ふたたびそう言われ、しかし引きさがれなかった。

　ハレは無言で床に膝をつき、床にすりつけるように頭をさげた。

「お……おい、あんた！　そんなことされても困るぜえ！」

　周囲の客がざわめくのを見て、マスターはあわてふためいた。

　マスターは顔をあげさせようとするが、ハレは決して顔をあげなかった。マエロと話させてもらえるまでは、ここからてこでも動くつもりはなかった。

　そして、マスターが困りはてていたそのとき――




「――何事かと思ったら、またてめえか」




　店の奥から出てきたのは、マエロその人だった。

「頼む……仲間を助けるために、力を貸してほしいんだ。いろいろと試ためしたが、石化を治す手段は見つからない。ほかに頼れるところがないんだ」

　ハレは頭をさげつづけるが、マエロは冷たい目で見返すだけだった。

「返事は昨日と変わらねえ。てめえは信用できねえし、たとえ信用できたとしても、こちらがリスクを冒すメリットがねえ。だから力は絶対に貸さねえ」

「そこをなんとか……！」

「なんとかならねえな、わりいけど」

　マエロは無情にもそう言い、さっさと身をひるがえした。

「おい、こいつをつまみだせ」

　命じられたマスターがやってきて、ハレを羽交い締めにする。

「待ってくれ……マエロッ！」

　叫さけびもむなしく、ハレはマスターに店外に引きずりだされた。

　落らく胆たんして店の前でうなだれ、歯をぎりと食いしばる。

「悪く思わねえでくれ、頭領も内心では力を貸してえんだよ」

　じゃあなぜ、と。ハレはマスターに視線を送る。

　マスターはなにか迷うように視線を泳がせ、やがて言った。

「……裏切られるのが、怖こわいんだよ」

「ネズミに……なにか関係があるのか？」

　マスターの言葉を聞き、すぐに彼女のことが思いあたる。《灰色の街ストリート・グリーズ》の仲間たちを裏切り、《三貴人》になったというあの少女のことが。

　マスターは噛かみしめるようにうなずき、迷う素振りのあと――

「ネズミとマエロは……血のつながった兄妹なんだ」

　これまで告げられなかった二人のつながりを、淡たん々たんと告白した。




　――およそ三年前。

　貧民街スラム《灰色の街ストリート・グリーズ》には、マエロとミレルという兄妹がいた。貧しい生活のなかで、しかし二人は両親とともに平穏な暮らしを営んでいた。

　だが。

　ハッターとラビットが現れて以来、生活は一変した。

　国王はこれまで、貧民街スラムにもある程度の理解を示していた。だがラビットたちが現れてからは貧民街スラムの住人をさげすみ、排除をのぞむようになったのだ。ラビットの正体が蛇人サペントだと判明したいまならわかる。国が蛇人サペントの統治下にあった時代、鼠人ムースは奴隷だった。奴隷が人並みの生活を送っていることが、ラビットは気に食わなかったのだろう。そして貧民街スラムの住人はあまりにも重い税を課せられ、途方に暮れた。

　そんなときに立ちあがったのが、マエロとミレルの両親だった。《灰色の街ストリート・グリーズ》をまとめる区長の立場にあった両親は、王宮へと直じき訴そに行った。

　しかし。

　国王は彼らの訴えに、まるで耳を貸さなかった。

　すでに国王は、ラビットの傀かい儡らいになっていたのだ。耳を貸さないばかりではない。直訴に来た二人を反逆者として捕ほ縛ばくし、処しよ刑けいしたのだった。

　両親の突然の死に、マエロとミレルは悲しみに暮れた。

　悲しみはいつしか、ラビットへの憎悪に変わった。二人は両親の仇かたきをうつため、ラビット暗殺をくわだてた。二人の両親は元は腕利きの冒ぼう険けん者しやで、二人もその血を継いでいたのだ。腕に自信のあるマエロが囮おとりとなり、隠密行動の得意なミレルが暗殺を請け負った。そしてミレルは作戦通り、ラビットのもとにたどりついた。

　だが。

　ミレルは、ラビットを殺さなかった。

　経けい緯いはラビットとミレルの当人にしかわからない。だが結果的にミレルは、両親を殺した仇きゆう敵てきの仲間《三貴人》となったのだ。マエロは妹に裏切られ、たいそう傷ついた。両親の死もあってその傷は深く、それ以来マエロは人を信じられなくなった。

　その後、マエロは貧民街スラムの中心となって解放軍レジスタンスを立ちあげ、いまも王国と戦っている。




「――その裏切った妹が、ネズミってことか」

　ハレはマスターの話を聞き、マエロとネズミの関係にようやく合が点てんがいった。

「ああ、だから頭領を悪く思わないでくれ」

　マスターは申し訳なさそうに言い、肩かたをすくめた。

（あいつ……なんでラビットの味方なんかに）

　町でともに過ごした少女を思いだし、ハレは眉まゆをひそめた。

　話をしたかぎり、ラビットに操られているようには見えなかった。そして彼女が王宮での優雅な暮らしに憧れ、マエロを裏切ったとも思えない。

（なんか変だったな……）

　王宮で襲ってきたネズミには、どこか違い和わ感かんを覚えた。

　ハレを殺そうとしているようで、しかし手加減していた気がするのだ。ダメージを受けたハレが逃走を図ったときも、あえて見み逃のがしたように見える。

　そう、やりたくないことを無理にやらされているような――そんな違和感を覚えたのだ。

（なにか、裏がある……）

　彼女がラビットの側についているのには、なにか深い理由が。

　だが――いまはそれを考えるときではない。

（石化を治す方法……ほかになにかないのか）

　必死に考えるものの、どれだけ考えようと対策は思いつけない。

「あんた……石化を治す方法をさがしてるんだったな」

　途方にくれていると、マスターがそう声をかけてくる。

「確かなことはわからねえし、噂を聞いただけなんだが……《三貴人》は《時の砂時計》っつー魔導具アーテイフアクトをさがしているらしい。なんでもその魔導具アーテイフアクトには、時をあやつる力があるらしい。体の時間を巻きもどすことで、どんな病も治せるって」

　マスターはそう言い、だがすぐに我にかえったように頭をさげてくる。

「ああ……すまねえ。どこにあるかもわからねえし、そもそも存在するかどうかもわからねえもんだからな。気休めにもならねえ話しちまって、申し訳ねえ」

　だがハレはマスターの謝罪を聞かず、思考にふけっていた。

（時の、砂時計……）

　閉ざされた闇のなか、一筋の光が差しこんだ感覚だった。

　時間を操作する魔導具アーテイフアクト。それならば確かにみなの時間を石化前まで戻せるかもしれない。実利を求めるハッターが危険をおかし、迷めい宮きゆう探たん索さくをしていたのだ。《時の砂時計》は実在する。それを入手できれば、みなを助けられる可能性はある。

（だけど、手に入れられるのか……？）

　仲間の多くは捕縛されてしまった。

　20層の基地ベースには留守番組の仲間が少数いるが、サラディンたちがいなければ戦力不足は否めない。この状況で《王獅子スフインクス》の守護を突破できるか？

　いや、やるしかないのだ。困難であれ、自分にはその道しか残されていないのだから。

「僕ぼくもう行かなきゃ！　マスターありがと！」

「ちょ……あんちゃん、待て！」

　唐とう突とつに立って身をひるがえしたハレを、マスターはあわてて呼びとめる。

「これを持ってけ」

　ハレが振りかえると、マスターがなにか光るものをハレに投げてよこした。

　それは、蒼い魔法石のあしらわれた腕輪だった。

「それは《防護の腕輪プロテゴリング》っつーアイテムだ。身につけときゃ魔法や状態異常から身を守ってくれる。あの忌いま々いましいラビットの石化からもな」

　魔法効果が付ふ与よされた腕輪ともなれば、そこそこ値が張るはず。

　なぜよくしてくれるのかはわからないが、ラビットの石化を防げるならばありがたい。

「……ありがとう、この恩は必ず！」

　ハレは腕輪をふところに入れると、一も二もなく駆けだした。

　目指すは、迷宮最深部。ただ仲間を救うがために、ハレは迷宮へと足を踏ふみいれる。
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（なんで……なんでできないの）

　建物の陰かげからハレの背を見おくり、ネズミは唇くちびるを噛んだ。

　王宮からハレが逃走して以降、ネズミはずっと彼を監かん視ししていた。そしていま貧民街スラムの酒場《砂さ漠ばくの涙なみだ》の前で、覚かく悟ごとともに走りだす彼を見送った。

　ネズミの手には、鋭えい利りな短たん剣けんがにぎられていた。短剣は華奢な少女には似つかわしくなく、本物の存在感を持って彼女の手のなかにあった。

　だがその手は、小刻みに震えていた。

　この短剣で、ネズミはあの少年を殺あやめるはずだった。

　チャンスはいくらでもあった。いや、そもそもチャンスなんていらないのだ。ただそのスキルで影を渡わたり、後ろから忍しのびよって喉を裂けばいいのだから。

　しかし。

　いつでも殺せたのに、結局いまのいままで殺せなかった。

（……簡単なことでしょう？）

　人を殺めるのはネズミにとって、初めてのことではない。

　それを好むかにかかわらず、ネズミの天職ジヨブは暗殺に最適だ。ラビットに命じられ、国の治世に邪魔な者を消したこともある。この手は汚れているのだ。

　なのに。

　あのハレ・エードルンドという少年を殺せなかった。

　確かにラスシャールでなくあの少年を監視していたのは、少年に興味がわいたからだ。敵である自分を助けた純じゆん粋すいな彼が、どんな人間か知りたくなったからだ。

　ある意味、彼が本性を現すのを期待したフシもある。

　自分と彼は、敵同士。いずれは彼を殺さねばならなくなる。助けられたからといって、情をかけてはいられない。だから彼に本性を現してもらい、実際に殺すときに躊ちゆう躇ちよしないように、殺すに足る人間だと納得したかったのだ。

　だが彼は、どこまでも純粋だった。

　迷宮で見た青空のように、透すきとおった心を持っていた。

　だから殺せなかった。躊躇してしまった。いままで殺してきたものたちとは違ちがい、彼を殺すべきだという理由が、どこにも見つからなかったから。

　どうすればいいの、と。ネズミは自身に問うた。

　答えが出せぬまま、ネズミは上位創成語ハイデモテイーズの詠えい唱しようとともに影に溶とけるように消えた。




　ネズミが転移してきたその場所は、王宮の自室だった。

《三貴人》として王宮に入ったとき、設しつらえられた部屋だ。まるでダンスホールであるかのように広く、ベッドや鏡台といった調度品もやけに大きい。小こ柄がらなネズミがこの部屋にいるさまは、はたから見ればかなり不格好だろう。

（……ちょっと、つかれちゃったケド）

　身体的にだけでなく、精神的にも疲労がたまっていた。

　壊れたブリキの人形のようにてくてくと、あるいは動く屍しかばねのようにふらふらと、広く空くう虚きよな部屋を横切り、よろめくようにベッドへと倒れこむ。




「あらネズミ、おかえりなさ～い？」




　だが気をゆるめた瞬間。聞き慣れた猫ねこ撫なで声ごえにハッとする。

　身を起こすと扉が開き、そこには《三貴人》の長たる絶世の美女が立っていた。

　誰だれもがうらやむその美貌が、ネズミの目を奪うばった。だがネズミは彼女と視線があうと我にかえって、すぐに視線をそらした。蛇人サペントの瞳ひとみには魔術的な力があるということもあるし、なにより彼女の瞳のすべてを見透かすような雰囲気が苦手だった。

「それで、進しん捗ちよくのほうはどうかしら？」

　超然としたその瞳に射すくめられ、ネズミは生なま唾つばをのむ。

「……うまく逃げられちゃったケド」

　ネズミの返答に――まあ！　とラビットは大おお仰ぎようにおどろいてみせた。

　それからすべてを悟さとったような不吉な微笑をうかべる。

「貴方がターゲットに逃げられるなんて、めずらしいわねえ。わらわの知るかぎりは初めてのことだと思うけれど、いったいどう逃げられたのかしら？」

「それは、あの……」

　ネズミは言い訳が思いつかず、口ごもった。

　空間転移能力から逃げる手段なんて、自分でもすぐには思いつけない。

「ねえねえ、なんでわらわに嘘をつくの？」

「う、嘘なんて……」

　瞬間――バッ！　と。ラビットは、ネズミをベッドへと押おし倒した。

「わらわを見くびっちゃや～よ。貴方がターゲットを取り逃すなんてありえないわ。わざと逃したとしか思えない。広場から逃したときのようにね」

　ネズミの髪かみをすくいあげ、ラビットは愛おしげに撫でる。

「わらわは確かに、貴方があの少年を逃したことは水に流すと言ったわ。だけど、あのときに約束したわよね。その代わりに、あの少年を殺すと」

　それがラビットとのあいだに交わされた約束だった。

　ラビットは基本的に、裏切りを許さない。そんな彼女がネズミの裏切りを水に流す代わりにと提示したのが、あの少年を自身の手で殺すことだった。

　踏み絵みたいなものだ。

　まだ自分に忠誠を誓うのなら、少年を殺せるだろうと。

　そしてネズミは、その条件をのんだ。あの少年はしょせんは赤の他人で、必要とあらばいつでも殺せる人間。自分のなかでそう確信していたから。

「ネズミ……貴方はもっと賢かしこい子だと思っていたわ」

「ち、違うケド！　本当に逃げられただけで……」

　ネズミの反論が嘘であることは、ラビットには確実にバレていたろう。

　だがラビットは大きな息をついたあと、どこか愉たのしげに言った。

「いいわ、もう一度だけチャンスをあげる。次は必ず、あのハレ・エードルンドという少年を殺るのよ。もし殺れなかったら……わかるわね？」

　軽い調子のラビットに、しかしネズミは凍えるような冷気を感じた。

　もしあの少年を殺さなければ、ラビットは躊躇なく――

「……わかった、殺ってみせる」

　絞りだしたネズミの声には痰たんがからみ、震えるように響ひびいた。

「それでいいの。物事には優先順位がある。なにかを選ぶのなら、なにかを捨てねばならない。大切なものを守りたいのなら、わらわのいいお人形でいてね？」

　ラビットは口端に不気味な微笑をきざみ、ネズミの頭をかき抱いた。

　頭をなでるラビットの手の感触に、皮肉にもネズミは母を思いだす。誰よりも強く、曲がったことが大嫌いで――そして誰よりも優しかった母のことを。

（……そうよ、決めたじゃない。迷うことなんてない）

　父と母が目の前の女に殺されたそのときに、自分はすべてを決めた。自分にとってなにが大切なのかを理解し、自分がなんのために生きるべきなのかを。

　そのためには、目の前に立ちはだかるものには容赦しない。

　たとえ――たとえ、自分の命を救ってくれたあの少年が相手でも。
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（ようやく……か）

　見慣れた迷宮の光景を見て、ハレはひとつ息をつく。

　冒険者複合施し設せつを出発し、約六時間。ハレは迷宮20層の基地ベースにたどりついていた。強行軍だったこともあり、心身ともに疲弊していた。だがハレはそんな疲れをものともせず、基地ベースに歩みよる。みなの命がかかっている。一分一秒も無駄にできない。

（……ん？）

　しかし基地ベースに違和感を覚え、ふと立ちどまった。

　門が、開いているのだ。

　ありえないことだった。門は魔ま物ものの出現する危険地帯から、基地ベースの安全地帯セイフテイエリアを区別するもの。誰かが通るとき以外に開くことはない。しかもいま扉とびらはただ開いているだけではなく、何者かにこじ開けられたように錠が破壊されていた。

（なにか……あったのかもしれない）

　ハレは眉をひそめ、細心の注意を払いながら門をくぐった。

　そして、天幕のならぶ通りを慎しん重ちように歩いていくと――

「あれは……リリス!?　みんな!?」

　中央広場にあったのは、見覚えのある巨大な檻おり。

　以前ハレを閉じこめたその《魔力の檻プリズンマギナ》には、リリスが――そして基地ベースに残っていた仲間たちが囚とらわれていた。みなその場に横たわり、意識を失っているようだ。

　体は上下しているので、死んでいるわけではなさそうだが、眠らされているのだろうか。

「なにがあった!?」

　ハレが声をかけながら檻に駆けよった――次の、瞬間。




「――誰だ!?」




　しかし突とつ如じよとして右方から殺気を感じ、振りかえった。

　この層の魔物には決して出せぬすさまじい殺気の出どころは、

「……ネズミ」

　天幕の影から出現した――ゴシックドレスの仮面少女だった。

《三貴人》でありながら、ハレの窮きゆう地ちを救って恩をかえしてくれた義理がたい少女。一方で王宮で遭そう遇ぐうした際は、殺意とともに襲いかかってきた少女。

　彼女に対する違和感にいまだ答えはでず、目的も判然としない。

　だが眼前の彼女の放つ魔力マナは、とても冷たかった。王宮で遭遇した際と同じだ。なにか思いつめ、だが覚悟を持ってハレに刺さすような殺意を向けている。

　しかし、ハレは武器を構えなかった。ネズミは悪人ではない。マエロたちを裏切ったのも理由があるはず。《魔力の檻プリズンマギナ》こそあるものの、ハッターの姿はない。魔導具アーテイフアクトだけ借りたというところか。王宮では余よ裕ゆうがなかったが話を訊ききたい。

「なんできみ…………」

　しかし声をかけたその瞬間――かはッ！　と。

　腹部にすさまじい衝撃を受け、ハレは吐と血けつした。まるでサラディンの拳をその身に受けたかのような衝撃だった。そして体をくの字に折ったそのときに、拳の形をしたネズミの黒い影が、自分の腹に突つきささっているのを見た。

「待て、話を……」

　ふらふらとよろめきながらも、ハレは訴うつたえる。

　話をさせてほしいと、戦わねばならぬその理由を教えてほしいと。

「……話なんてない。あたしとあんたは、もともと敵同士。次に会ったら殺すと言った。そのときが来ただけ。それ以上でもそれ以下でもないケド」

　だがネズミは有無を言わさぬ調子で言い、ハレに手を向けた。

　それに応じて、彼女の周囲の影がみるみるうちにうごめいた。ネズミから発せられる殺気と魔力マナがさらに増大したのを見て、ハレは表情を険しくする。

　そしてハレが言葉をさがす間に、ネズミの猛攻がはじまった。

　ネズミが上位創成語ハイデモテイーズの呪じゆ文もんを唱えると、無数に分裂した影がそれぞれが拳の形となり、全方位からハレに猛もう烈れつな勢いで襲いかかってきた。

　連撃という意味では、それはハッターの《寄生具・土蜘蛛パラサイト・スパイダー》に似ていた。だがハッターの針金は、八本と数が決まっていた。一方でネズミの影は、数にかぎりがない。各々の攻撃には対処できても、それが立てつづけに飛んでくるために対処しきれない。ハレは次し第だいに疲弊し、ついに――影のひとつがハレの腹をとらえる。

「……ごぼッ！」

　容赦のない槍のごとき一いち撃げきが、ハレの腹に突きささる。

　そこからさきは、一方的な戦いになった。一撃をもらったハレの体に、続けざまに影の連撃が突きささる。ハレを全方位から殴打する。ハレは亀のように丸まり、ただ嵐が過ぎさるのを待つ。だが攻撃はやむことなく、影の襲撃は延々と続いた。

　どれだけの激痛が全身を襲おうとも、それでもハレは一度として反撃をしなかった。全身の痛覚が麻痺していつしか痛みすら感じられなくなっても、最期まで抵てい抗こうすらしなかった。ただ強い意志を宿したまま、少女の攻撃を受けつづけた。

　そして、どれほどの時間が経たったころだろうか。

　ふいに――本当にふいに、降りそそぐ攻撃がとまった。

「……ッ、…………かはッ！」

　そこで痛覚を取りもどしたように、ハレは吐血した。

　丸まっていた体勢から、耐たえきれずに横倒しになる。軽装鎧よろいのそこかしこがへこみ、あらぬ形になっているのが、ネズミの猛攻を物語っていた。覚悟した彼女の攻撃は、あまりに重かった。身をわずかに動かすだけで全身に激痛が走る。

　それでも。

　それでもハレは立った。前を向いた。ネズミを見た。

「…………なん、で」

　そんなハレを見て、ネズミはいぶかしげに首を振る。

　理解できぬ、と。歯を食いしばり、消えいるような声で訊たずねてくる。

「なんで……手を、出さないの？」

　瞳に確固たる意志を宿しながら、ボロボロになっても立ちあがって。

　しかしそれでもなお、一度も反撃してこないのはなぜかと。

「マエロのところに行って……きみの話を聞いた。きみがラビットに両親を殺され、マエロたち貧民街スラムの住人を裏切り、《三貴人》になったって話を」

　絞りだすようなハレの言葉に、ネズミは目を見開いた。

　まるで悪戯いたずらが母にバレた子供のように、気まずそうにうつむいた。

「……そう、軽蔑したでしょう？　あたしは《灰色の街ストリート・グリーズ》のみんなを裏切って、自分の両親を殺したラビットについた……最低の女ってわけだケド」

「どうしてそんなことを……」

「いい暮らしがしたかった。薄うす汚ぎたない貧民街スラムは嫌いだったから」

　ネズミは迷いなくそう言い、嘲笑をうかべた。

「……嘘うそだな」

　だがネズミの言葉に、しかしハレも即そく答とうした。

　ネズミの嘲笑には、あきらかに無理をしている響きがあったから。そう――それはヒナに愛されないようにと、あえて悪役を演じたハレのような。

「きみはきっと、そんなことを思ってない。そんな理由でマエロたちを……自分の家族を裏切るようなやつじゃない。僕はそう思う……絶対に」

　きっぱりと断言され、ネズミはなにかをこらえるように唇を噛む。

「あ、あんたに……あたしのなにがわかるって言うの？」

　絞りだした彼かの女じよの声は、誰が聞いてもわかるほどに震ふるえていた。

　抑えきれない激情をたたえているように、仮面の奥おくの瞳がゆれ動く。

「……なにもわからないよ。だから教えてくれ」

「うるさいわ」

「なんでラビットたちの味方なんかしてるのか……」

「うるさいのよ」

「なんで僕たちは殺しあわないといけないのか……」




「――――――――――うるさいってゆってるでしょッ!!」




　ネズミが絶ぜつ叫きようしたその瞬間。

　莫ばく大だいな魔力マナがネズミから噴出し、影の大群が津波のように襲おそいかかってきた。もはや数えられぬ無数の影が、信じられぬ速度でハレを襲う。

　しかしそれでも。

　ハレは動かず、ただその身に連撃を受けた。

　鈍器のごとき影に全身を殴打されつづけ、もう体のどこが壊れたのかすらわからない。それぐらいに体中の骨が折れ、内臓が破壊されているのを感じた。

「反撃……しなさいよ、意味がわからないんだケド!!」

「きみは……悪いやつじゃない。だから……戦う理由がない」

　ハレのそれは理屈でなく、単なる感情論だった。

　だがその感情論は、ハレが戦わない確固たる理由になっていた。

「悪いやつに……決まってるケド。自分の生活をよくするために、みんなを裏切ったんだから。両親を殺したラビットに媚こびを売って、偉えらそうにしてるんだから！　なにより、いまラビットに命じられてあんたを殺そうとしてるんだからッ!!」

「じゃあ……なんで、僕は生きてるんだ？」

　訴えるネズミに、しかしハレは大きな矛盾を突きつけた。

　冒険都市エルドラでのリディヤとの戦いを思いだす。リディヤは圧あつ倒とう的てきな実力でいつでもハレを殺せたのに、殺さなかった。殺せなかった。優しかったから。

　いまのネズミも彼女と同じ。ハレは戦いのなかで一いつ切さいの反撃をしていない。ネズミはいつでもハレを殺せた。だがハレはいまこうして生きている。それがすべてだ。

　ハレの確信めいた言葉に、ネズミは答えられない。

　奥おく底そこからあふれてきている激情をこらえるように、ぐっと歯を食いしばる。

「そ……それはあんたが、バカみたいに頑丈だからだケド」

「だったら……ふところに忍ばせている短剣を使えばいい。影かげなんかでグダグダやってないで……それで胸を突くなりすれば、すぐに片がつくだろ？」

　さらなる指摘に、ネズミは反論できずにうつむいた。

　ふところに手を入れ、そこにあるはずの短剣をぐっと握にぎりしめる。

「無意識にかどうかはわからないけど……きみは僕を殺す気なんてなかったんだ。本音では殺したくないと思ってるんだよ。だからきみは……悪いやつじゃない」

　ネズミは力なく短剣を取りだし、しかしその手を下におろす。

　どうすべきか迷うかのように、短剣をただ見つめる。

「教えてくれよ……なんできみはマエロを、《灰色の街ストリート・グリーズ》を裏切らなきゃいけなかったのか。そしてなんで、僕たちが殺しあわなきゃいけないのか」

「話すことは……なにもない」

　懇こん願がんするハレに、しかしネズミは頑固だった。

　そして覚悟を決めるように両手で短剣を握り、ハレに向けた。

「ネズミ……きみに僕は殺せないよ」

「こ……殺せるわ」

　無抵抗を示すように両手をあげるハレに、ネズミは即答した。

「無理だよ、きみは優やさしすぎるんだ」

「あたしは……あたしは優しくなんかないッ!!」

　彼女の言葉は強く――だが、いままで聞いたどの言葉より弱々しかった。

「あんたを殺さなかったのは……あたしの弱さだった。それは認める……ケドそれももう終わりッ!!　あたしはあんたを殺す……殺せるんだもんッ!!」

　ムキになるネズミに、だがハレは首を振った。

　何度も、何度も――まるで駄だ々だをこねる子供に言い聞かせるように。

「ああああ――――――ああああああああああッッッ!!」

　だが少女はそれを否定するように激しく首を振り、咆ほう哮こうとともに地を蹴る。

　鋭利な短剣をその手に握りしめ、尋じん常じようでない速さでハレへと駆かけてきた。これまでのなかで彼女は、もっとも本気でハレを殺そうとしているように見えた。

「やっぱり……」

　実際に彼女の刺突は、常人ならば決して避よけられぬ速度だった。

　だがそれは、常人だったらの話。ハレは常人ではない。ネズミもハレにはそれが避けられるとわかっているはず。彼女はあえてそんな攻撃を放っている。

　やはり、それが彼女のすべてなのだ。

　ネズミというこの少女はここに来てもなお、ハレを殺めない。殺めたくないのだ。




「…………きみは優しいよ」




　彼女が言うように、中途半端な彼女のその行動を〝弱さ〟と言うものもいよう。

　だがハレはそれこそが、彼女の〝優しさ〟なのだと思った。




　直後。

　ネズミの短剣はハレの体に滑りこみ、その胸を深く刺しつらぬいた。




７




「……なん、で…………」

　力なくこちらへと倒たおれてきた少年を抱きとめ、ネズミは呆ぼう然ぜんと問いかける。

　なぜ――なぜ避けなかったのか、と訊ねる。

　だがネズミが何度訊ねても、少年は答えなかった。当たり前だ。答えられるはずがない。彼かれの胸には鋭利な短剣が突きたっているのだから。いつも笑顔だった少年の胸に短剣が突きたつさまは、どこか現実ばなれしていて夢か幻に思えた。

　ネズミは彼を殺すつもりだった。それは確かだ。

　だが一方で、殺したくないとも思っていた。

　だから転移能力は使わずに、少年が避けられるような攻撃をした。殺さねばと思いつつも、あの少年ならばきっと避けられるという攻撃を無意識にしていた。

　いまに至るまで、自分は彼を殺す理由をさがしていた。

　だけど、どうしても見つけられなかった。

　だから自分が彼を殺す素そ振ぶりを見せることで、彼が反撃してくることを望んでいた。反撃してくれれば、それが強ごう引いんにでも彼を殺す言い訳になったから。

　だが。

　彼は最期まで――最期の最期まで、決して反撃しなかった。

　それどころか、避けることすらしなかった。自身を殺すだろう刺突を前に、微び動どうだにしなかった。そして悟ったかのように、自分のことを優しいとすら言った。

　違うのに。ぜんぜん違うのに。

　優しいのは――自分ではなく、彼だ。

　彼は最期のときまでネズミを、ネズミの優しさを信じていたのだ。そんな無抵抗な彼を自分は――自分はこの手で、その冷たい短剣で刺しつらぬいた。

　少年のあたたかな血が、ネズミの冷たい短剣を伝って地面にしたたりおちていく。このあたたかな少年に、自分を信じてくれた少年に、自分はなにをした？

　殺した。

　死んだのだ。

　彼はもう、死んでいるのだ。その事実がじわじわと現実感を帯び、ネズミの心に途方もない重みとなってのしかかってくる。両親を亡くしたときとは、どこか違う。自身のこの手で、自身の意志で、自身の特別になりつつあった少年を殺めたのだ。

　なんの言い訳もできない。怒いかりを誰かにぶつけることもできない。

　殺めたのは自分。悪いのは自分。なにもかも自分のせいなのだから。

「とまって…………」

　彼の血をとめようと、反射的に彼の傷口に手を当てた。

　だが血がとまる気配は一向になく、指の間からとめどなく流れつづけた。

「……ねえ……、とまってよ…………」
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　ゆっくりと、ゆっくりと。

　自身がつかみかけていた大切ななにかが、手のひらからこぼれおちていく。

「……お願い……ってゆってるじゃん……」

　そして、ネズミは思いだす。自分が人を殺める方法は知っていても、人を癒やす方法を知らないことを。血に汚れたこの手が、誰かを救えるはずがないことを。

「……ああ、あ…………」

　気づけば、死に体の獣けもののような嗚お咽えつがもれていた。

　かすれた嗚咽はむなしく反はん響きようし、彼の命の灯ともし火びを示すように消えてゆく。

「……、……ああああああ…………」

　自分の目的のために、どんなことでもやる覚悟はしていた。

　守るべきもののために、情なんてとっくの昔に捨てたはずだった。

「…………あああ……あああああ…………ああああああ……」

　なのに。

　なのになんで、この胸はこんなにも苦しいのか。

「…………どう、して……」

　なのになんで、この頬ほおを雫しずくがつたってゆくのか。

　自分にはそんな資格はない。ラビットに命じられ、いままでも人を殺めてきた。そのなかにはおそらく、罪もない人もいたはず。いまさら人を殺めて涙を流し、一丁前に後悔までして善人ぶるなんて許されない。許されるわけがない。

　だがどれだけ必死に歯を食いしばろうと、伝う水はとまらない。感情はとまらない。

「……なんで、こうなっちゃうの…………」

　いつもこうだ。正しいことをしようとしているのに、いつも自分は間違ってしまう。

　無理なのだ。なにもうまくなんてできない。賢かしこくなんてできっこない。

「みんなを…………守りたかっただけなのに」

　その場にくずおれると同時に、一筋の涙が細い顎あごからこぼれ落ちた。

　ぽたり、と。横たわる少年の頬にこぼれおち――




　ゲホッ、ゲホッ、と。

　胸をつらぬかれて死んだはずの少年が、咳きこみはじめた。




「……!?」

　その光景がにわかには信じられず、ネズミは硬こう直ちよくした。

　幻覚でも見ているのだろうと思った。だが少年が咳とともに吐はきだす血塊は生あたたかく、彼が瀕ひん死しながらも生きていることは間違いなかった。

　ネズミはなにを考えるでもなく反射的に、気づけば回復薬ポーシヨンを少年の喉のどに流しこんでいた。

「なん、で……急所をつらぬいたはずなのに……」

「ああ……刺したよ。急所の……となりをな」

　涙をポロポロと流すネズミに、ハレは瀕死の重傷で笑ってみせる。

　そしてネズミは気づく。自身が刺した場所は、心臓からわずかにズレていたことを。

「きみは結局……たった数日の付きあいだった男ひとり殺せないほど、優しいやつだった。それだけなんだよ。そこに言い訳する必要なんてない」

　瀕死の重傷を負わされていながら、それでも少年はそう言う。

　自分は、ネズミは――ミレルは優しい人間なのだと。

「なあ、教えてくれよ。なんできみが《三貴人》になったのか」

　あらためて純粋な眼差しをこちらに向け、少年は訊ねる。

　その少年の純心に――ネズミのなかのなにかが耐えられなくなった。少年に自分のすべてを打ちあけ、自分の罪をさらして懺ざん悔げしたいと思ってしまった。

「取引……したの」

　ポツリ――と。気づけば、真実を語りはじめていた。

　誰にも告げず、誰にも知られずに――ひとりで守ってきたその秘密を。

「両親を殺したラビットたちが……あたしは憎かった。そしてあいつらは鼠人ムースの存在を嫌い、王国から排除しようとしていた。だからお兄ちゃんと……マエロとあいつらの暗殺をくわだてた。そしてあたしは、この力でラビットに忍びよることに成功したの」

　ネズミは視線を宙にさまよわせ、当時を回想する。

「ケド……ラビットはあまりに強かった。あたしはラビットに返りうちにあい、殺されそうになったの。ラビットに取引を持ちかけられたのは、そのときだった。あたしが物珍しいスキルを持っていたからだと思うケドね。もし協力するのなら、《灰色の街ストリート・グリーズ》のみんなには手を出ださないって……ラビットはそう言ったの」

　ラビットのおそろしさを思いだし、ネズミはその身を震わせる。

「あの人にはネズミじゃ……いや、人では敵かなわないと思った。このままじゃお父さんやお母さんだけじゃなくて、みんなみんな殺されちゃうって」

「だから……条件をのんで《三貴人》になったのか」

　その事実をあらためて噛かみしめるように、ネズミは深くうなずいた。

「でも、なんでみんなにそう言わな……」

　少年は言いかけ、だがそこでなにかに気づいたように口をつぐむ。

「……できなかったの。お兄ちゃんたちの怒りは爆ばく発はつ寸前だったから。あたしがみんなのためにこんなことしてるって知ったら……きっとやめさせようとする。そんなことをあたしにさせるぐらいならって……王国と戦争をしようとするから」

「そうか……だからだったのか」

　両親を殺したラビットにしたがう――そんなことをマエロは許さない。そんなことを妹にさせるぐらいならば、きっと王国との戦争を望む。たとえ勝ち目がかぎりなく薄うすい戦だとわかっていても、それでも戦っていただろう。

　だから――ネズミは、言えなかった。誰にも言わずに、ただ耐えていた。みなに裏切り者として恨まれようとも、永遠に帰る場所を失おうとも。

　正直、苦しかった。

　苦しくて苦しくて、逃にげだしたくなった。

　憎にくき両親の仇かたきに顎で都合よく使われるたび、腸はらわたが煮えくりかえった。みなに裏切り者と軽蔑されるたび、剣けんでつらぬかれたように胸が痛んだ。誰からも理解されずにラビットの傀かい儡らいとして生きる日々は、真の意味で生き地じ獄ごくだった。

　だから。だから、なのだろうか――

「……よく、がんばったな」

　その少年の一言で、救われた気がした。

　少年はただそう言い、ネズミの頭にポンと手を置く。瀕死にもかかわらず、痛つう痒ようを顔に出さずに微び笑しようすらうかべて、彼は自分を撫でるのだ。

　自分はそんなことをされていい人間ではないのに。この手はすでに人の血にそまり、とりかえしのつかないほどに汚れてしまっているというのに。

「…………ううああああ…………ああああああああああああ……ッ!!」

　気づけばネズミは、赤子のように泣きじゃくっていた。

　少年の体に顔をうずめ、これまで溜めてきたものをまとめて嘔おう吐とするように。ひとりで彷徨さまよっていた迷子の少女が、ようやく親を見つけたかのように。

　そして。

　永遠にも感じられるあたたかな時間のあと、少年は顔をあげた。

「ぜんぶ……わかったよ」

　なにかとても強い覚悟を秘めた顔で、まっすぐに前を向いた。

「わかったって……どうするの。状じよう況きようは変わってないんだケド。あたしはあんたを殺さないと、《灰色の街ストリート・グリーズ》のみんなはきっと……殺されちゃう」

「……そんなことはさせないさ、簡単なことだよ」

　よろめきながらも、その足でしっかりと地を踏ふみしめ――




「僕ぼくがラビットを倒す」




　そしてこれまでにないぐらいに力強く、少年は宣言した。

「倒すって……そんなの無理だと思うんだケド！　ラビットはあたしなんかよりもずっと強くて、たぶんラスシャールと同じ……第一級冒ぼう険けん者しやぐらいの力があって！　それにあんたはこれから迷めい宮きゆう最深部に行って、《王獅子スフインクス》と戦うんでしょう？」

「ああ、そうだ。《王獅子スフインクス》を倒し、最深部で《時の砂時計》を手に入れ、みんなの石化を解く。そしてラビットを倒し、この国も《灰色の街ストリート・グリーズ》のやつらも守る」

「そ、そんなの無茶苦茶だわ！　あんたの仲間はみんな石になってるのよ？　ここにいた人たちもみんな《魔力の檻プリズンマギナ》のなかだし、誰も助けてくれないのよ？」

　ネズミが訴えると、少年は《魔力の檻プリズンマギナ》に囚われる仲間たちに目をやる。

　倒れている仲間たちを心配そうに見つめながら、

「リリスたちは……こいつらは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「しばらくすれば目を覚ますわ、気絶してるだけ。でもこの《魔力の檻プリズンマギナ》はハッターにしか解けないから、目を覚ましたとしてもあんたの力にはなれないわよ」

「……よかった。このなかにいれば安全だな」

　少年はひとつ安あん堵どの息をつくと、くるりと身をひるがえした。

　その体と足の先は、完全に迷宮深部へと向いていた。

「だ、だから……！　そんな体のあんたひとりじゃ、無理に決まって……」

「無理かどうかは僕が決める。きみにもほかの誰にも決めさせない」

　少年はネズミの頭をくしゃくしゃと撫で、歩きだした。

　回復薬ポーシヨンでふさがりはじめたばかりの生々しい胸の傷口を押さえ、腕うでを力なくさげて屍人アンデツドのように足を引きずりながらも、それでも前へと進んでゆく。

「……」

　ネズミは引きとめようとして、しかし言葉が出てこなかった。

　少年の瞳にはあまりに固く、あまりにまっすぐな意志の光が宿っていたから。なにを言おうとも、彼は曲がらない。とまらない。そう確信してしまったから。

　立ちつくすネズミを置きざりにして。

　少年はまた一歩――石化した仲間を救うために、すべてを守るために足を踏みだした。







第４話　上級冒険者、再び迷宮攻略に挑む
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『よもや……ふたたび相まみえるとはな』

　迷宮30層、美しい青空と草原が広がる異空間。

　ハレが神しん殿でんのそばまでやってくると、《王獅子スフインクス》の威い厳げんある声が響いた。ハレはゆっくりと《王獅子スフインクス》の前へと歩みでて、拳こぶしを握りしめた。

『たったひとりで……なにを為なしに来た？』

「きみを倒し、このさきにある未来をつかみに」

　ハレの言葉を吟味するように、《王獅子スフインクス》は無言をつらぬいた。

『それは叶わぬ。前回の汝なんじらが我と戦うことができたのは、汝らのなかに強きものがいたからである。汝は弱い。汝では我を倒すことは決して叶わぬ』

「……かもしれないな」

　いまの自分では少なくとも、《王獅子スフインクス》に手も足も出ないだろう。

　強きもの――サラディンがいてこそ、前回は戦いになった。それはわかっている。

『汝はこのさきになにがあると思う。運命神クグニが眠りについて以来、このさきにたどりついたものはない。人の子がこのさきにあるものを知るわけがないのだ』

「……時の、砂時計」

《王獅子スフインクス》の問いにゆっくりと――だが、はっきりとハレは答えた。

　そこで《王獅子スフインクス》はわずかに目を見開き、出会って初めて表情を動かす。

『ありえぬ、なぜ……人の子がその名を知っている？』

「さあな、僕も人から聞いただけだ。だけどその反応、本当にこのさきにあるみたいだな。安心したよ。仲間を助けるためにそれが必要だから」

　最深部にたどりつき、なにもなかったでは話にならない。

『ふむ……不可思議なことよ。確かにこのさきには、《時の砂時計》が眠ねむっている。そしてそれはおそらく、汝の求める力を持っていよう』

　だが――と。《王獅子スフインクス》はこれまでになく重々しく続ける。

『すべては表裏一体。光があれば、闇やみが必ずそこにある。大きすぎる光は、大きすぎる闇をともなっているものよ。汝はそれに頼るべきではない』

「あいにく……それ以外に頼たよれるところがなくてね」

　ハレは話は終わりとばかりに、手甲剣ガントレツトソードを伸のばした。

『前回の戦を忘れてはおるまい？　汝ら……かぎりある生命の人間では、我を倒すことは決して叶わぬ。定められし寿じゆ命みようをまっとうしたいのならば身を引け』

「引けない理由がある」

　ハレが答えると、《王獅子スフインクス》はその覚かく悟ごを感じとったのだろう。

　人間と違たがわぬ息をひとつ吐き、石の体をゆっくりと起こす。ガガガガ、という地鳴りのような音とともに、神々しき石獣はハレの前に屹きつ立りつする。

『なぜだろうか。汝の心は……確かに人のもの。これまでに現れたどの人にも勝るほどに純じゆん粋すいで美しい。だがその魂たましいの輝かがやきは深しん淵えん。そう、まるでそれは……』

　すべてを見み透すかすような《王獅子スフインクス》の紅あかい瞳ひとみが、ハレを射抜いた。

　だが《王獅子スフインクス》は迷う素振りのあと、そこで言葉を切る。

『いや……よかろう。それは神が断ずべきこと。我は神に与えられた自らの役割を果たすのみ。かぎりある生命の人間よ……いざ尋常に、勝負ッ!!』

　直後――ブワッ!!　と。圧倒的な魔力マナが、《王獅子スフインクス》からあふれた。その魔力マナを目の当たりにし、ハレは自身との力量差をまざまざと感じさせられる。

　だが、怖おじ気けづくことはなかった。

　その直後に動きだし、《王獅子スフインクス》に先制攻撃をしかける。

「降霊憑依スキル・オン――――――――【黒犬の業火メギドフレイム】ッ!!」

　ハレの全力の一撃が、まっすぐに《王獅子スフインクス》の体を叩いた。

　ゴオオオオオッ!!　という轟ごう音おんと同時に、黒こく炎えんは激しく燃えあがる。

「……」

　だが業火に微動だにせず、《王獅子スフインクス》は変わらずそこに立っていた。まるでそれがもともと自身のものだったかのように、黒炎をまとってハレを睥へい睨げいする。

《王獅子スフインクス》の反撃がきた。触ふれたものすべてを灼き、消し炭にしてしまう必殺の熱光線。それが直径二Ｍメイルもの太さとなり、ハレを烈火のごとく追つい尾びしてきた。

　ハレは避けた。

　ただただ避けつづけた。

《王獅子スフインクス》の魔力マナが膨ぼう大だいだろうと、永遠に熱線は吐きつづけられない。一定時間の熱線射出のあとには魔力マナを溜めなおす隙すきが、反撃のチャンスが生まれるはず。そう思って機を待つハレだが、熱線はいつになってもやむ気配はなかった。

　魔ま獣じゆうの魔力マナが膨大なため、熱線の持続時間が長過ぎるのだ。そしてこれほど長くなると、いかにハレの能力が高かろうとも避けつづけるのは不可能。

「……ぐあああああああッ」

　打開策なきまま、熱線が軌き道どうを急変させてハレの脇腹を灼やく。

　いや――灼かれたというよりは、削そがれたという感覚か。熱線が触れた部位の肉は一いつ瞬しゆんで灼かれ、消しとんでいたからだ。削がれた肉はわずかだが、その痛みでハレの動きは目に見えて鈍にぶった。その間も熱線はやまず、ハレを高速で追尾しつづける。

「死――――――」

　そして体勢をくずしたとき、不可避の熱線がハレに襲いかかってくる。

　まぎれもない現実のものとして、死が迫り――




「――――んでたまるかッ!!　【鎧竜の全身鎧アーマードビヒモス】!!」




　だが熱線に灼かれる寸前。ハレは咆ほう哮こうとともに最強の鎧を身にまとう。

　直後に熱線はハレに到とう達たつし、肉を灼きつらぬかんとする。

　だが熱線は鎧にはばまれ、接せつ触しよく点で激しく拡散。超魔導合金オリハルコンのごときその鎧が、必殺の熱線からハレを守りきる。さすがにこの鎧の突とつ破ぱは容易ではないらしい。

「な…………うぐッ！」

　だが安心した直後。熱線の出力があがり、さらなる熱量がハレを襲う。

　熱エネルギーは鎧ごしにも伝わり、ハレの体を灼かんとする。

「…………ぐあああああッ」

　すさまじい勢いと熱量に耐えきれず、ハレは吹ふっとんだ。

　熱線に押おされて数十Ｍメイルさきの壁かべに叩たたきつけられ、くずおれる。

（……っくしょうが）

　立ちあがろうとするが、途中でよろめいて膝ひざをついてしまう。

　あまりに激烈な攻撃。気づけばハレの無敵の装甲は、目に見えて朽ちはじめていた。熱線の威い力りよくが、圧倒的すぎるのだ。能力の有利不利をものともしないほどに、《王獅子スフインクス》は強い。あの熱線を何度も受ければ、まもなく破壊されてしまうだろう。

　いや――そもそもあの熱線は鎧でも防ぎきれない。

　もう一度受けたところで、鎧の前にハレの体が熱で灼かれよう。

（どうやって……立ち向かえばいい）

　あまりに敵は強大で、付けいる隙がまるでなかった。

　絶望に拍はく車しやをかけるように、《王獅子スフインクス》は魔力マナを放出――




『精せい霊れいを統すべる三柱の王よ、契けい約やくのもとに顕けん現げんせよ――――【召喚サモン】!!』




　その超高速詠えい唱しようにより、召しよう喚かん魔ま法ほうを一瞬で完成させた。

　発動句ルージヨンに呼応し、《王獅子スフインクス》の周囲に膨大な魔力マナがただよいはじめた。魔力マナはまたたくまに収束し、三体もの巨きよ大だいな精霊の姿を形づくってゆく。

　そして。

　ハレの前に現れたのは、前回と同じ三柱の精霊たち。

　一体は、推定レベル[image: ]の大型級モンスター《炎巨神イフリート》。一〇Ｍメイルを優に超こえる筋骨隆りゆう々りゆうの巨きよ躯くに、紅ぐ蓮れんの炎をまとった炎の精霊。もう一体は、推定レベル[image: ]の大型級モンスター《風精霊シルフイード》。《炎巨神イフリート》と同等の巨躯に、吹きすさぶ風をまとった風の精霊。そして最後が、以前ハレと仲間が決死の想おもいで倒した《鎧竜ビヒモス》だった。

　そんな三体の精霊たちに睥睨されるハレ。

　彼らを目にするのは二度目だが、それでも声を失ってしまう。

《王獅子スフインクス》という伝説級レジエンダリの魔獣一体にすら、自分では歯が立たない。それにくわえ、強大な三体の精霊たちの出現。いまの自分では勝ち目などない。万にひとつも、どうあがいても敵かなうまい。それは認める。認めざるをえない。

　だがハレは臆することなく、精霊たちの前に立ちつくしていた。

　こうなることはわかっていた。時が来たのだと――ただただ、そう悟さとっただけだった。

（約束守れなくて、ごめんな……）

　再会を約束した少女に謝罪し、とある呪文の詠唱に入る。

　瞬しゆん間かん。ハレの全身から、あふれんばかりの魔力マナが噴きだした。これまで最低限維持してきた体内の魔力マナをあますことなく、限界まで発散させる。

　この力を使えば、自分は死ぬ。

　もう冒険都市エルドラの少女ヒナにも会えまい。

　彼女だけではない。故郷の姉にも、リディヤにも、リリスにも、メリルにも、サラディンやアブーにも、楽団のみなにも、永遠に会えなくなろう。

　だが、ハレは詠唱をやめない。

　それでも守るべきなにかが――想いがこの胸にあるから。




『貴様か、我を呼ぶものは』




　そして長大な詠唱の半分を終えたころに、声が聞こえた。

　禍まが々まがしくも、神々しい声だった。

　それは《王獅子スフインクス》の声と同じくハレの心に直接に語りかけてきていたため、最初ハレはそれが《王獅子スフインクス》の声だと思った。だが違った。存在感は《王獅子スフインクス》のものと同質であるのは間ま違ちがいないが、その声はどこか禍々しさを帯びている。

　気づけば、《王獅子スフインクス》や精霊たちの動きが停止していた。

　おそらく新たに出現したその強大な存在が、時をとめているのだろう。

（悪あく魔まとの契約……か）

　力を得るには、相応の代だい償しようが必要だ――サラディンもそう言っていた。

《彷徨騎士ベルセルク》と戦い、ハレもそれを実感した。力を得るのは容易ではない。より強い力を得るには、《彷徨騎士ベルセルク》と同じように大きな代償を支払わねばならない。

『悪魔か……確かに我をそう呼ぶものもいる』

（御託はいい。僕に力をくれ）

　感かん慨がい深ぶかげにつぶやく悪魔を急せかすように、ハレは言った。

『フッ……よかろう。だが悪魔に頼たのみごとをするのなら、代価が必要だ。貴様はなにを差しだす？　指の一本二本では足りぬぞ。その眼めか……内臓ぐらいはもらわねばな』

（ぜんぶだ）

　脅すように訊たずねる悪魔に、だがハレは即そく答とうした。

『ぜんぶ……？　貴様はその肉の体を失ってもよいというのか？』

（望みとあらば……この魂までも）

　その真意をさぐるように、悪魔の心の触手がハレの心に触れた。

　強大すぎる存在の直接的な接触により、ハレはとてつもない重圧と不快感を覚えた。だがそれにしばし耐たえると、その感覚は霧が晴れるように消えた。

　そして、悪魔は豪快に笑った。

『ハッハッハッハッハッ、なるほど！　くだらぬ冗じよう談だんならば喰らおうと思ったが、どうやら本気のようだ。まったく、人の考えは理解できぬ。一時的に強大な力を得ようと、直後に自身が死ぬのならば意味などなかろうが。だが……そこが興味深い』

（力を貸してくれるのか、くれないのか？）

『悪魔は貴様ら人が思うよりも良心的ぞ。代償を求めこそすれ、契約は必ず果たす。よかろう、その肉の体と引きかえに力は貸してやる。契約をしよう』

　悪魔が愉しげに言うと、ハレの前に一枚の羊皮紙が出現した。

『貴様は強大な力を以もつて、なにを為さんとする？』

（立ちふさがる敵を倒し、仲間たちを助けたい）

　まっすぐに――ハレは自分の想いを告げた。《王獅子スフインクス》を倒し、ラビットを倒し、みなを助けたいと。石化した仲間を、ひとり苦しむ少女を救いたいと。

　悪魔にうながされて羊皮紙に血を一滴たらすと、血文字でハレの願いが浮きでてきた。

『契約は成立した。貴様が貴様の目的を成しとげたそのとき……代償は自動的に我に支払われることになる。ただし、我の与えし力は万能ではない。元々の力を引きだすだけだ。そこの神の玩がん具ぐへの勝利は保証できんぞ。まあ、あがくだけあがくがいい』

　悪魔は《王獅子スフインクス》や精霊たちに意識を向け、愉しげにそう言った。そしてそのあとすぐに羊皮紙はふわりと宙に舞いあがり、ボッ!!　と燃えあがる。

　直後。周囲の時間が――《王獅子スフインクス》たちが動きはじめた。

　そしてそれの発動に必要な全行程を終え、ハレは高らかに叫さけんだ。




「至高至し極ごくの魔力マナよ、封ふうじられし魔まの力をこの身に宿せ――――【狂戦士化バーサーク】ッ!!」




　瞬間。ハレの全身を覆おおっていた魔力マナが、爆発的にふくれあがった。

　びりびり、と。気づけばハレのまわりの空間には、波打つ水面のごとき歪みが生じていた。それは以前、サラディンが力の一端を見せたときの光景に似ていた。

　だがサラディンの魔力マナは、太陽のごとき光。

　一方でハレのまとうそれは、禍々しい闇だった。

　あふれるように拡散した魔力マナは収束し、ハレの全身にまとわりつく。

　そして感じたのは、異様な不快感。体が内側からかきまわされるような感覚。それは次し第だいに激しくなり、まるで内臓が引きちぎられるような激痛に変わる。

「ぐ……、……あああああああああああああああああッ!!」

　ハレはたまらず絶ぜつ叫きようし、狂ったようにその場に転がった。

　頭が――全身が割れそうに痛み、そうせねば耐えようもなかったのだ。その激痛はながらく続き、のたうちまわって必死にそれに耐えるしかなかった。

（勝つ……勝つんだ）

　皆みなを助けられるというのならば、この命は惜おしくはない。

　皆のいない世界なんて、そんなものはなんの意味もない。自分の持つありとあらゆるものを投げ打ってでも、仲間たちを救いたい。この闘いに勝ちたい！

『人の子よ……いったい、どんな魔ま物ものに力を借りた』

　転げまわるハレを見つめ、《王獅子スフインクス》は憂うようにつぶやいた。

　狂戦士。

　悪魔との契約で力を得たものを、人はそう呼ぶ。

　だがそれで得た力は、厳密には悪魔の力ではない。人は誰だれしも無意識に自分の力を制限している。そうせねば力に耐えられず、自我が崩壊してしまうからだ。

　魔法都市ベリージユの人類生態学者によれば、人が普段から発揮できる力は、持ちうる力の三パーセント程度。そう、人は最初から悪魔のごとき力を有しているのだ。悪魔はただその力を呼び起こすだけ。人に眠るその力の存在を認識させるだけ。ハレが苦しんでいるのは、自身の力の制限が解除され、あふれだす力に体が不慣れなためだ。

　だがしばしあって。

　膨大な力の奔流に、ハレの体は次第に慣れはじめていた。

「……」

　永遠に続くと思われた激痛は消え、ハレは立ちあがった。

　そして、体が異様に軽くなっていることに気づく。まるで重力がなくなったかのように、背に翼つばさが生えたかのように、わずかに力をいれただけで体が動く。

　いまの自分ならば、どんな敵にも負ける気がしない。

　顔をあげると、そこには倒さねばならぬ敵。一体を倒すことすらも困難な化け物たちが四体――否いや、四柱と数えるのが適切な神のごとき存在がいた。




「あああ」




　負けられない。




「あああああああああ」




　いまこそ、命を賭として大切なモノを守りぬくとき！




「あああああああああああああああああああああああ――――――――――ッッッ!!」




　次の瞬間。大気を割るような雄お叫たけびとともに、地を蹴けった。

　まるで打ちだされた砲ほう弾だんのように、ハレは敵のもとへと跳ねた。そして自身の何倍もの巨躯を誇る《炎巨神イフリート》の前に飛びだし、その赤熱した顔面をぶん殴った。

　――アガアアアアアアアアアッ！

　烈火のごとき拳を受け、《炎巨神イフリート》は太いうめき声とともに、その巨きよ体たいを竜巻のように回転させた。そしてその勢いを殺せず、轟音とともに倒たおれこむ。

　ハレはとまらず、続けざまに二体の精霊にも強きよう烈れつな一いち撃げきを叩きこんだ。力の制限を取りはらったそのハレの攻こう撃げきは、一撃でその巨体たちを殴りたおした。

『愚おろかな……命を売ったか』

　禍々しい魔力マナをたぎらせるハレを見つめ、《王獅子スフインクス》が目を細めた。ハレが自分の体になにをしたのか、ハレの魔力マナの動きを見て悟ったのだろう。

　そして。

　彼ひ我がの距きよ離り、数十Ｍメイル。ハレは四体の魔獣と向きあい――

「……!!」

　次の瞬間。長きにわたるだろう激げき闘とうが、あらためて幕を開けた。
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　ハレと魔物たちの戦いが終しゆう焉えんを迎えたのは、およそ一時間後。

【狂戦士化バーサーク】を使用したハレの強さは、まさに鬼き神じんのごとしだった。ふだんなら攻撃をかわすのがやっとの魔獣たちの猛攻が降りかかろうと、まったく動じなかった。

　それらがすべて、スローモーションに見えたのだ。人間離れした神速でそれを回かい避ひし、次の瞬間には痛烈な反撃カウンターを叩きこんでいた。魔獣たちはまるでハレについてこられず、状況はさきまでとは真逆。しばしハレが一方的に魔獣たちを圧倒した。

　現在ハレの足もとには、一体の巨きよ獣じゆうが倒れていた。

　それはまぎれもなく、地の精霊王とも呼ばれる《鎧竜ビヒモス》だった。

（あっけないもんだな……）

　ハレは《鎧竜ビヒモス》を見下ろしながら、小さく微笑した。

　ハレの力は、自身の予想をも上回った。悪魔に命を売ったとて、これほどの力が出せるとは思わなかった。第一級冒険者に匹敵する人類最強クラスの力だった。

　戦いは終わり、決着していた。

　ハレの内心のとおりに、あまりにあっけなく――

「……」

　次の瞬間。ハレの体が、ゆっくりとかたむいた。

　壊れた人形のように力なく、膝からくずれおちるように前のめりに倒れこむ。その背は黒く灼けただれ、無数の風の刃やいばが針はり鼠ねずみのごとく突つきたっていた。

　そう、決着はついていた。

　目の前には、なお健在の《王獅子》と二柱の精霊。

　命を賭してなお、ハレは《王獅子スフインクス》に敗北したのだ。一体一体を圧倒しようと、敵には類まれな知性があった。代わる代わる攻撃をしかけ、連携してきたのだ。ハレは限界突破した力で食らいついたものの、それでも《鎧竜ビヒモス》を倒すのがやっとだった。

　強大な魔獣たちにはいま一歩、届かなかったのだ。

　そしてついには力ちから尽つき、敵の集中砲火を受けたのだった。

　禍々しい悪魔の魔力マナは、いまだハレの全身からあふれている。そしてハレの体を目的のために動かさんとしている。だが、ハレの体は動かなかった。

　制限を解いたハレの全力に、ついに体のほうが耐えられなくなってしまったのだ。

　ハレの体はすでに――どうしようもなく、壊れてしまっていた。

（意外とあっけないもんだな、死ぬのって……）

　気づけば、二柱の精霊と《王獅子スフインクス》がハレを取りかこんでいた。

　抵てい抗こうしたかったが、もう指先を動かす力すらない。

（一対一なら……勝ち目も見えてきたんだけどな）

　この一時間もの激闘で、ようやく見えてきた《王獅子スフインクス》への勝機。

　だがそれを実行に移すには、残る二柱の精霊の壁があまりに厚すぎた。

『……かぎりある生命のものよ、さらばだ』

　憐あわれむように――しかしはっきりと《王獅子スフインクス》はそう言った。

《炎巨神イフリート》が、ハレの前でその巨大な拳を振ふりあげる。そして振りおろされた一撃を避よける方法は、すでに体が動かなくなっていたハレにはなかった。

　しかし。

　終わりだ、と。ハレがまぶたをおろした――そのときだった。




　ズドン!!　と。

　なにかがぶつかりあった衝しよう突とつ音おんが響ひびいた。




　そしていつまで経たっても、巨神の一撃は振りおろされなかった。

　目を開けると、眼前には巨神の赤熱した顔と肉体があった。そして振りおろされた巨大な拳と、それをたった一本の細腕で受けとめる男の背があった。

「団長!?」

　その背は《千夜の楽団》に入り、何度となく見てきた後ろ姿。

　まぎれもなく、最強の戦士サラディン・ラスシャールその人だった。

「……おう、遅くなったのう」

　巨神の拳を軽々と受けとめ、サラディンはこちらを振りかえった。

　そしていつもの太陽のごとき微笑で、アブーに目配せする。

「もう大だい丈じよう夫ぶだよっと☆」

　アブーがハレに駆かけよってきて、すぐに治ち癒ゆ魔ま法ほうを唱えた。

　ハレの全身の痛みが徐じよ々じよにやわらぎ、体がわずかに動くようになる。

「……いったいどうなってるんです!?」

　ハレは身を起こすと、あらためて驚きよう愕がくの声をあげる。

　みなは石化し、王宮に囚とらわれていたはず。

「こやつらが助けてくれたんじゃ」

「……？」

　立ちあがり、ハレはサラディンの視線のさきを見る。

　そこにいたのはなんと、解放軍レジスタンスの頭領マエロだった。彼がその治ち癒ゆスキルによって、サラディンたちの石化を解いてくれたということなのだろう。

　そしてマエロはハレに歩みよってくると、上位創成語ハイデモテイーズの呪文を唱えた。するとこれまでに見たことのないようなまばゆい光が、ハレの体を包つつむ。その優やさしい光に包まれていると、全身の傷はまたたくまに治癒し、疲ひ労ろうも取りのぞかれていった。

「すげえ……」

「あったりめえだ、俺おれは最高の治ち癒ゆ魔ま法ほう使つかいミケラの息子マエロだぞ」

　マエロが誇らしげに言ったところで、ハレの肉体の外傷はほぼ癒えていた。

「でも、どうして……？」

　意固地に頼みを断っていたのに、なぜ協力してくれたのだろうか。

　時間をかけて考え、気が変わったのだろうか――

「勘かん違ちがいすんな、こいつと取引しただけだ」

　言ったマエロの視線のさきには、ひとりの少女がいた。

　ゴシックドレスをまとった美しき少女。《三貴人》のネズミであり、マエロの妹のミレルでもある少女。彼かの女じよこそが、マエロを動かした答えらしい。

「……!?」

　だがその直後。ネズミの体が、がくりとかたむいた。

　ハレはあわてて駆けより、彼女の体をぎりぎりで抱きとめた。

「安心せい、魔力マナを使いすぎただけじゃ。ここから町まで往復しただけでなく、これだけの人数を一度に転移させたんじゃから、こうなって当然じゃよ」

　ネズミを地面に寝かせるハレに、サラディンは言った。

　おそらくネズミはハレと別れたあと、マエロのもとに急行。そして彼の力を借りてサラディンたちを救出し、ここへ駆けつけてくれたのだろう。

（だけど、取引って……）

　ネズミを見るマエロの視線は、あいかわらず冷たかった。

　すべてをネズミが話したのかと思ったが、そういうわけではないらしい。

「とにかく、積もる話はあとじゃ」

「そうですね、まずはあいつらをどうにかしないと」

　頭には疑問符が浮かんできたものの、状況が思考を許さなかった。

　ハレはボロボロの体にムチ打ち、仲間たちとともに魔獣に向きなおる。

「え……戦うの～？」

　やる気満々のサラディンとハレを見て、アブーが不安げな声をあげる。

　前回《王獅子スフインクス》から逃にげたときと、戦力はほぼ変わらない。前回は逃げたのに今回は戦うというのは、筋が通らない。だがサラディンから逃とう走そう指示はなかった。

「大丈夫じゃ、てめえらもおるからのう」

　サラディンはハレに視線を送ると、ただそう言ってぐっと拳を構えた。

　あのときとは違う。ハレは荷物でなく、サラディンの戦友と認められたのだ。だからサラディンは逃げずに、《王獅子スフインクス》と戦う選せん択たく肢しをとったのだ。

　ならば。

　この大陸最高クラスの英えい雄ゆうの期待に、文字通りに命を賭して応えるのみ。

（負ける気が、しねえ!!）

　最高の仲間とともに、最悪の魔獣たちとの戦いが――ふたたび幕を開けた。
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《王獅子スフインクス》との戦いは、壮絶を極めた。

《炎巨神イフリート》と《風精霊シルフイード》の二体はサラディンとアブーが、《王獅子スフインクス》はハレがひとりで相手を引きうけた。ハレがすでにひどく疲弊していたこともあり、サラディンたちはハレをとめた。《王獅子スフインクス》相手にひとりでは危険だと。

　だが、ハレはそれを断った。

　強がりではなく、勝算があったからだ。

　ここにいる人間のなかで、《王獅子スフインクス》との戦せん闘とう時間がもっとも長いのはハレだ。そして長い戦いのなかで、ハレは一対一ならば《王獅子スフインクス》を打だ倒とうできると判断した。以前のひとりよがりではなく、仲間との策も考えた上での結論であった。

　すでにサラディンたちは、精霊相手に激戦を演じていた。

　彼らの勇姿に背を押されるように、ハレは《王獅子スフインクス》の前に立った。

『なぜひとりで戦う？　せっかく仲間が来たのだ。ともに集い、挑んでくるのが定石ではあるまいか。まさか我を精霊とくらべ、侮あなどっておるのか？』

「侮ってなんかいないよ」

　淡たん々たんと問うてくる《王獅子スフインクス》に、ハレは即答した。

　むしろその逆。《王獅子スフインクス》は精霊と比ひ較かくし、頭ひとつぬけて強い。推定レベルは[image: ]。伝説級レジエンダリの化け物だ。それはハレもよくわかっていた。

『ならば、なぜひとりで……』

「ひとりじゃないさ」

　ハレは《王獅子スフインクス》の言葉をさえぎり、言葉をつぐ。

「僕ぼくがいまここに立っていられるのは、みんなのおかげだ。ネズミが精神喪失マインドロストするほどの魔力マナを使い、団長たちを連れてきてくれたおかげだ。団長たちが精霊を引きうけ、僕の背を押してくれているおかげだ。僕はいま、ひとりなんかじゃない」

　そう告げるハレの全身からは、魔力マナが満ちあふれていた。

　ハレの体が動くようになり、悪魔との契約が息を吹きかえしたように。

『……それはくだらぬ感情論であろう。汝はやはりひとりだ』

「くだらない感情論か……神に直接つくられたおまえにとっては、そうなのかもな。だけどその感情論が……この気持ちが、おまえの知らない人の強さだッ!!」

　右みぎ腕うでを引いて力をためるハレを見て、《王獅子スフインクス》は笑う。

『……ならば見せてみよ、その強さとやらをッ!!』

《王獅子スフインクス》は顎あごを開き、その口腔内に膨大な魔力マナをためた。

　まもなく魔力マナは超極太の熱光線となり、ハレへと射出される。莫ばく大だいな魔力マナの熱線がまっすぐにハレへと飛んでくる。内包するあまりに強大すぎる魔力マナのためか、それが通過した空間がぐにゃりとゆがんでいるように見えるほどだった。

　ハレは迷いなく地を蹴り、その熱線を回避する。

　動きに合わせて追尾してきた熱線を、かいくぐるように幾度も避ける。

（三〇、三一、三二……）

《王獅子スフインクス》の魔力マナが膨大でも、永遠に熱線を吐はきつづけることはできない。

　長きにわたる激闘で、ハレはとっくの昔に《王獅子スフインクス》の限界を測りおえていた。どれだけ熱線を吐きつづけられるのか――そして、いつ隙が生まれるのかを。

（四〇、四一、四二……）

　それがわかってなお、ハレはここまで《王獅子スフインクス》を倒せなかった。

　それは《王獅子スフインクス》が自身のその弱点をよく理解していたからだ。自身の隙が生まれるそのときを見計らい、仲間の精霊たちに必ず自身を守らせていたからだ。

（五〇、五一、五二……）

　だが当の精霊たちはいま、サラディンたちの相手でやっとだ。

《王獅子スフインクス》の隙を埋うめるものは――――もうない！

（……五七ッ!!）

　ハレがぴったり五七を数えたところで、ぴたりと熱線がやんだ。

　そしてそのときにはすでに、ハレは《王獅子スフインクス》のふところに飛びこんでいた。

『……!?』

　次撃のためにと魔力マナを口腔内に溜めていた魔獣は、あわててそれを中断する。

　だが魔獣がなにをするにも、すべては遅かった。

「うおおおおおお!!」

　ハレの雷光のごとき刺突が、まっすぐに魔獣の口腔内へと向かう。

　その喉のどの奥おくには、人の頭部ほどもある巨大な赤い鉱物が見えた。あれこそが《王獅子スフインクス》の魔結晶ジエム。魔獣がハレに見せないようにと隠かくしつづけていた急所。【狂戦士化バーサーク】後の一時間にわたる激闘がなければ、ハレも気づけなかっただろう弱点だ。

　異界の住人である魔物は、魔結晶ジエムに持つ魔力によって物質界アララトリアに実体化している。つまり魔結晶ジエムを破壊すれば、実体を保てなくなる。あの魔獣を倒せる！

「……、…………ッ!!」

　駆けつけてくれたみんなのために。

　自分を救ってくれた仲間たちを――今度は自分が救うためにッ!!




「――――――――負けられっかよおおおおおおおおおッッッ!!」




　刹せつ那な。ハレの剣けんの切っ先が、魔獣の魔結晶ジエムを刺しつらぬいた。

　魔結晶ジエムはつらぬかれた部位から分断され、粉ふん塵じんとなって空気中に拡散した。

「…………」

　ハレはそのまま《王獅子スフインクス》の体を貫通し、そっと魔獣の背後に降りたった。







[image: ]







『なんという……まっすぐな剣。主あるじの命が果たせぬのは無念だが、汝なんじに負けるのならば致し方がない。これよりさきに眠ねむるのは、おそらく汝らの望むものであり、同時にそれとは真逆のものだ。だが汝らならば……必ずや、それを乗りこえてくれよう』

　次の瞬間――バキン、と。《王獅子スフインクス》の体の一部にヒビが入る。ヒビが全身へと広がりきった瞬間、《王獅子スフインクス》はきらきらと輝く粒子となって砕くだけちった。
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「ハレっちいいいいいいい！」

　くずれおちたハレのもとに、アブーが駆けつけてきた。

　気づけば《炎巨神イフリート》と《風精霊シルフイード》の体は光となり、完全に霧む散さんしていた。使し役えき者である《王獅子スフインクス》が死んだため、精霊界へと還かえっていったのだろう。

「よくやったのう」

　アブーに介抱されていると、サラディンが太陽のような微び笑しようで言った。

　はい、と。ハレはそれだけ言い、サラディンに釣られて笑う。

「これ、なに……？」

　だがハレのまとう禍々しい魔力マナに気づき、アブーは訊ねる。

　サラディンはそれを見ると、すぐに険しい顔になる。【魂喰らいスキルイーター】の能力について、サラディンにはすでに話してある。それで勘かんづいたのだろう。

「まさか……《彷徨騎士ベルセルク》のスキルか？」

　ハレは口をつぐむが、ごまかしきれないと思い、はっきりとうなずく。

「……はい、使いました」

　そうか、と。サラディンは額に手をあて、深いため息をついた。

　それほどおどろいた様子はなく、やってしまったかという顔だった。

「どゆこと～!?　アブー置いてけぼりなんだけど!!」

　詰めよるアブーに、サラディンはすべてを説明する。

　目的のため、自身の命を賭して強くなる《彷徨騎士ベルセルク》。ハレはそのスキルを奪だつ取しゆし、それを使って悪魔と契約し、命と引きかえに力を得たことを。

「そんな、じゃあ《王獅子スフインクス》を倒しちゃったからハレっちは……」

　大きな瞳ひとみに大きな涙なみだをため、アブーは唇くちびるを噛かみしめる。

　だがアブーを安心させるように、ハレは微笑とともに首を振った。

「大だい丈じよう夫ぶです。僕は力を手にするとき、立ちはだかる敵を倒してみんなを助けたいと願ったんです。そのとき思いうかべた敵は、《王獅子スフインクス》だけじゃない。ラビットを倒さないと、僕はまだ死にません。その証しよう拠こに、この魔力マナはまだ僕に力を与あたえてくれてる」

「なるほどのう、まだ猶予があるということか」

　それを聞き、アブーはパッと表情を明るくする。

　サラディンはうむと考えこみ、しばしあって顔をあげる。

「ならばなおさら、早さつ急きゆうに《時の砂時計》を手に入れねばならぬな。《時の砂時計》ならば、時を巻きもどすことでハレの死を食いとめられるやもしれぬ」

「ラビットとハッターも、ここに向かってるらしいからね～！」

　やつらも迷めい宮きゆうに？　とハレは首をかしげる。

「ああ、わしらの石化が解ける前に出発したらしい。わしらがここに来たのは、おまえを助けるため……そして、やつらよりもさきに《時の砂時計》を手に入れるためじゃ。あやつらだけには絶対に、《時の砂時計》を渡してはならぬ」

「昔の王国を取りもどしたい……って言ってましたっけ？」

　サラディンは険しい顔でうなずいた。

「あやつらの言う昔の王国とは……十中八九、蛇人サペントたちの統治下にあった砂さ塵じんの王国じゃろう。そしてあやつらはここ最近になって、急に膨ぼう大だいな魔力マナを集めだした。あの膨大な魔力マナで時をあやつり、国全体の時間を巻きもどすということじゃろうな」

「そ、それって死んだ人も生きかえるってことですか!?」

　国全体の時をあやつる――もう、想像もおよばない所業だった。

「国とは人じゃ。場所だけを巻きもどそうと、国は戻もどってこん。あやつらの口ぶりからすると……生きかえらせるつもりじゃろうな、蛇人サペントたちを」

　じゃが、と。サラディンは変わらず険しい顔で言葉をつぐ。

「強くなるのにも代償が必要なように、人を生きかえらせるにも代償が必要じゃ」

　思いあたるフシがあったものの、ハレはすぐに首を振った。

　そんなことが許されていいわけがない。そんなことは許されない。

「人の命の代償は――人の命でしかまかなえん。ラビットたちも少し前までは、それなりに民たみの機嫌をとっておった。じゃが、いまは違ちがう。まるで使い捨てのボロ雑巾かのように、民たちをあつかっておる。もう用は済んだとばかりにのう」

　だがサラディンはハレの考えを肯こう定ていし、はっきりとハレに告げた。

「あやつらは……砂塵の王国の民を生贄にするつもりじゃ」

　マターファの人々を生いけ贄にえに、蛇人サペントたちを生きかえらせるつもりだと。

「そんなこと……絶対にさせない」

「ああ、決して許してはならん。わしらには砂塵の王国の民全員の命がかかっておる。あやつらよりもさきに迷宮を攻こう略りやくし、《時の砂時計》を手に入れるぞ」

　三人は顔を突きあわせ、こくりとうなずきあった。

　だが敵の目的があきらかになった――そのときだった。




　ズドン!!　と。上空から突如、巨大な檻おりが落ちてきた。




　それは一いつ瞬しゆんでハレたちを覆い、格子内に閉じこめていた。

　巨大なその檻を見るのは、もう三度目だった。それは以前ハッターがハレたちを閉じこめ、いまも基地ベースの仲間を閉じこめる魔導具アーテイフアクト《魔力の檻プリズンマギナ》だった。

「ホヒョヒョヒョヒョヒョ、みなさまおつかれさまで～す！」

　予想どおり姿を現したのは、《三貴人》ハッターであった。

「わらわのためにわざわざ守護者まで倒してくれるとは、貴方あなたたちはなんて心優しいのかしら！　さすがは我が国の民……わらわは皇こう后ごうとして涙が出そうよ」

　そしてハッターの後ろには、ラビットの姿もあった。

　そしてこちらの返答を待たず、ラビットとハッターは歩きだす。

「それじゃ厚意に甘えて、さきに行かせてもらうわね。わらわたちに迷めい宮きゆう攻こう略りやくはまかせ、貴方たちはここで指をくわえて待っているといいわ」

「ま……待てッ!!」

　神しん殿でんへの階段をのぼるラビットたちの背を見て、ハレは格子を殴りつける。

　だがそのとき――ガシッ、と。背後から肩かたをつかまれた。

「団長……？」

「こんな玩具でわしらをとめられると思ったら――」

　格子の前からハレを押おしのけ、サラディンはぐっと身を引いた。




「――――――――大間違いじゃッ!!」




　瞬間。サラディンの鉄てつ拳けんが、《魔力の檻プリズンマギナ》にぶちあたる。

　ズンッ!!　という轟ごう音おんとともに、鉄格子の一部が吹きとぶ。ハレがいくら攻撃しても傷ひとつつかなかった檻に、気づけば直径三Ｍメイルもの大穴が空いていた。

「……マ、マジすか」

「てめえら行くぞ、あいつらをとめる!!」

　ハレの開いた口がふさがらぬ一方で、サラディンが雄叫びをあげる。

　その声で我にかえり、ハレは檻からの脱だつ出しゆつをこころみる。

「させませんよ……!!」

　だがその瞬しゆん間かん。ハッターはこちらへと手をかざし、口早に呪じゆ文もんを唱えた。

　すると大破した鉄格子が光とともに再生し、またたくまに穴をふさいでいく。檻の外に飛びだそうとしたサラディンは、再生した鉄格子に弾はじきかえされてしまった。

「ホヒョヒョヒョヒョ、危ない危ない！　さすがに一撃でこの《魔力の檻プリズンマギナ》が破壊されるとは思いませんでしたよ。恐おそろしい男だ、サラディン・ラスシャール」

「あの檻が壊されるのは、わらわも初めて見たわねえ」

　冷ひや汗あせをかくハッターに、ラビットも肩をすくめて同意した。

　ハッターは檻に手をかざしたまま、ラビットに言う。

「ラビット、さきにおゆきなさい。わたくしはここで彼らを食いとめます。そのあいだに迷宮を攻略するのです。我らの望む……理想の王国を取りもどすために」

「……わかったわ、まかせたわよ」

　ラビットは言うなり、神殿への階段を駆けあがりはじめる。

「……そうはさせんぞッ!!」

　瞬間。サラディンは化け物じみた力で、ふたたび檻をぶん殴なぐる。

　ズドンッ!!　と。さきほどと同じような轟音が響き――

「ちッ……」

　しかしさきほどとは違い、今度は檻はまったくの無傷だった。

　舌打ちするサラディンを見て、ハッターは笑う。

「ホヒョヒョヒョヒョ、そうそう何度も壊されてなるものか。貴方がたには彼女が《時の砂時計》を手にするのを、ここでわたくしと待っていてもらいま……」

「あいにく、そんな暇ひまじゃないんでね」

　ハッターの言葉をさえぎったのは、ハレだった。

　ハレはひとり檻の外で、ハッターの喉のど元もとに剣を突きつけていた。

「な、なぜ……あなたが外に？」

　ハッターは口元に笑えみをのせながらも、頬ほおに冷や汗を流す。

「団長が穴を開けた瞬間に飛びだしただけの話だ。あの《魔力の檻プリズンマギナ》には一回苦しめられてるからね、あんなチャンスを逃すようなヘマはしないさ」

　ハレはそこまで語ると、剣をハッターの喉に近づける。

　わずかに剣はハッターの肌はだに触ふれ、赤い血がハッターの首を伝った。

「そんなことはいい。早くみんなを外に出せ」

「嫌ですね」

　殺気をにじませるハレに、しかしハッターは即そく答とうした。

　ハレがさらに脅おどしをかけようとすると、その前にハッターは言葉をつぐ。

「ホヒョヒョヒョヒョ……殺せるものなら殺してみなさい。仲間たちが殺され、王国が奪うばわれたとき、一度わたくしは死んでいる。だが我らの国を取りもどせるかもしれないと知り、そのためだけに生きてきた。わたくしはもはや、死など恐れません」

　ブラフかと思ったが、ハッターの瞳に映る覚かく悟ごは本物だった。

「まあ、すでに《魔力の檻プリズンマギナ》の補強は終えました。わたくしが死んだところで、この檻は決して壊れない。どうぞ、お好きなようになさってくださ……」

　最後まで言葉をつむげず、ハッターはその場に倒れふした。

　彼が説得に応じることはないと判断し、ハレが首筋に手刀をいれたのだ。

「団長、どうですか!?」

　気絶したハッターを横目に、ハレは檻のなかへと呼びかける。

「……ダメじゃな、解除されん。やつの言うとおり補強されとる」

「団長でもやぶるのに時間かかりそうだね～……」

　術者を気絶させようとも、やはり檻は健在らしい。

　ハレはどうすべきか判断がつかず、しばし立ちつくす。

「ハレ、さきへ行け！　わしらもすぐにあとを追う！」

「でも団長、ハレっちがラビットと戦ったら……」

「僕なら大丈夫です」

　サラディンたちに背を向け、ハレは短く言った。

　いま彼女をとめられるのは自分しかない。どうあがこうとも、戦いが終われば自分は死ぬ。それが早いか遅おそいかの違いだ。立ちどまる理由がない。

　そしてこれ以上の言葉は無用とばかりに、声もなく駆けだした。ラビットはさきに行ってしまった。もう時間がないのだ。いまは一分一秒ですら惜しかった。

　そして。

　王国を守るために――否、大切な人々を守るために、ハレは階段を駆けのぼった。
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「……!?」

　長い長い階段を駆けあがり、ハレは神殿に飛びこんだ。

　そこには、信じられぬ光景が広がっていた。

　目の前には、延々とつづく断崖絶ぜつ壁ぺきの一本道。細いその道の下は、ぐつぐつと本物のマグマが煮えたぎっている。まるで火山のなかだ。そんな数Ｍメイルの幅の道のさきには最深部と思おぼしき祭壇のような場所、そしてそこに向かうラビットの背が見えた。

　一歩でも道を外れれば、マグマに真っ逆さま。

　そんな危険な道を恐れることなく駆け、ハレは祭壇へとたどりつく。

「……あら、もう追いついてきたの」

　足音に気づき、ラビットはくるりと振りかえる。

　ハレは呼吸をととのえ、なにも言わずにラビットの前へと歩みでた。

「しかも、三人も来るとは思わなかったわ」

「三人……？」

　ラビットの言葉の意味がわからず、ハレは眉まゆをひそめた。

　そして振りかえり、自分のほかに二人がついてきていたことに気づく。

「マエロに……ネズミ!?」

　ハレの後ろにいたのは、マエロとネズミだった。

　そういえば二人は戦線から離り脱だつしていたため、《魔力の檻プリズンマギナ》には囚われていなかったのだ。ひそかに身を隠して機を待っていたのだろう。

「このクソ女に《時の砂時計》をくれてやるわけにはいかねえからな」

「それはわらわの台詞せりふね。《時の砂時計》は渡さないわ」

　マエロの吐き捨てるような物言いに、ラビットは余よ裕ゆうの微笑で答える。

　そしてラビットの視線は、マエロのとなりの少女にそそがれる。

「ネズミ……結局わらわを裏切るの？　それがどういうことかわかっているでしょう？　悪いことは言わないわ。まだ間にあう。わらわのもとに戻ってきなさい」

「……イヤ」

　優しげな猫ねこ撫なで声ごえのラビットに、しかしネズミは即答した。

　とたんにラビットの表情が、凍えるような冷たいものに変わる。

「そう……そろってバカばかりね。もう面めん倒どうだから、みんな消えてもらおうかしら。こんなところまではるばるご苦労さま、そして永遠におやすみなさい」

　瞬間。ラビットは呪文を唱え、その瞳どう孔こうを蛇のように細めた。

　そして怪あやしげな魔力マナがラビットからあふれ、ハレたちに襲おそいかかってくる。それは王宮で見たものと同じ。サラディンや仲間たちを石化させた魔力マナだった。

　だがハレはその場から微び動どうだにせず、ただ自身の腕うでをかざした。

　すると解放軍レジスタンスのムルサからもらった《防護の腕輪プロテゴリング》が光を放ち、禍まが々まがしいラビットの魔力マナを弾いた。石化の魔力マナはハレたちに触れられず、宙に霧散する。

「あらあら……そんなものを用意してきたの」

「もう石化は効かない、おまえはここで終わりだ」

　ハレは力強く一歩を踏ふみだし、ラビットにそう宣言する。蛇人サペントのお得意の魔ま法ほうは、腕輪でハレたちには通じない。勝負はあったように見えた。

　けれど。

　ラビットはそんな状じよう況きよう下にあって、高らかな哄こう笑しようをあげた。

「アッハッハッハッハッハッハッハッ!!」

　追いつめられ、ついに気が触れてしまったのだろうかと。

　ラビットの思わぬ行動に、ハレたちは怪け訝げんな表情を浮かべる。

「俺が……終わらせてやる」

　マエロは剣を抜ぬきはなち、すべてを狂わせた女に歩みよった。

　そしてマエロはラビットの細い首へと、剣を振りかぶり――

「……!?」

　振りおろした瞬間だった。

　カキンッ!!　と。ラビットの首を落とすぎりぎりで、マエロの剣がとまる。はばんだのはラビットであり、手に持っていた金の錫しやく杖じようだった。マエロが驚愕に目を見開いた直後、ラビットはマエロの剣を弾はじきかえし、錫杖を自在に振るって反撃をしかける。

　マエロの動きは、歴戦の冒ぼう険けん者しやのごとき機敏さ。

　だがラビットの動きは、完全にその上をいっていた。

　腕の動きが見えないほどの速さで、ラビットの錫杖がマエロに叩たたきつけられる。マエロは錫杖を剣でひたすら受けつづけるのみ。防戦一方だった。

　直後。ラビットは微笑を深くし、マエロの剣を弾きとばした。

　そのまま流麗な動きでマエロの腹を、続けて側頭部を殴おう打だする。

「……ぐッ」

　たまらず倒たおれこむマエロに、ラビットは悠々と歩みよる。

　そして鞘さやからぬくように、錫杖から剣を引きぬいた。どうやら錫杖のなかには鋭えい利りな剣が仕込まれていた――否いや、そもそもそれは剣だったのだ。

「……マエロ!!」

「動いたら殺すわ」

　ハレが動こうとすると、ラビットはマエロの喉に剣を突つきつけた。

　それから剣を愛おしげに見つめ、昔をなつかしむように遠い目をする。

「わらわはね、旧王国時代に蛇王さま直属の暗殺部隊にいたの。わらわとハッター、そして戦で命を落としたもうひとりの三人で《三さん蛇じや手しゆ》なんて恐れられたわ。なかでも、わらわはいちばんの武闘派だった。だから剣を持ってないと不安でね、こうして隠し持っているの。いまは腕が落ちたかもしれないけれど、当時は第一級冒険者の【剣神ソードデウス】にも負ける気がしなかったわ。蛇王さまに褒められたくて必死に訓練していたから」

　だけど、と。ラビットは憂うれいを帯びた顔をふせる。

「すべては……壊された。永久に続くと思われた幸せな日々は、野蛮なものたちに奪われてしまったの。わらわたち蛇人サペントは優れていたから、強大な力を持っていたから、ほかの人々にうとまれた。自分よりも優れた人間がいることが、恐ろしかったのでしょうね、わらわたちは気づけば罠わなにかけられ、力を封ふうじられて数の暴力で蹂じゆう躙りんされていた。まるでわらわたちが悪あく魔まかのように、女子供も容赦なく殺されたわ」

「黙れ」

　大おお仰ぎような仕草で講説するラビットに、しかしマエロは気き丈じように言った。

　膝ひざをつきながらも顔をあげ、まっすぐな瞳で。

「悲劇のヒロイン気取ってんじゃねえよ。てめえらの時代、俺らの祖先は奴隷としてあつかわれていた。蛇神とかいう化け物のエサにされた仲間もいると聞いてる。てめえらが滅ほろぼされたのは、自業自得なんだよ！　そしておまえも今日ここで――」

　瞬間。ラビットの剣が、すさまじい速さで突きだされた。

　落ちていた剣をつかもうとしたマエロの手の甲に、剣はまっすぐに突きたった。マエロはたまらず痛々しい絶ぜつ叫きようをほとばしらせ、顔を激痛にゆがませた。

「なにを世迷い言をのたまっているのかしら。下等な鼠人ムースがわらわたち蛇人サペントに尽くすのは当然でしょう？　世のなかは弱肉強食、そんなこともわからないの？」

「へへへ……なら滅んだてめえらは、弱者だったってだけだろ」

　瞬間。ラビットの剣が振りあげられ、マエロのもう一方の手に突きたった。

　ふたたびマエロの絶叫が、迷宮に響きわたる。

「ドブネズミの世迷い言にはうんざりだわ、死んで？」

　ラビットはためらいなく、マエロへととどめの斬ざん撃げきを放った。

「――――」

　だがその刹那。マエロの前に、ひとつの人影が飛びだした。

　人影はマエロをかばうように、マエロとラビットのあいだに身をねじこむ。

「ミレ、ル……？」

　マエロはその人影――自身の妹で、現在ネズミと呼ばれる少女の名を呼ぶ。

　ネズミは斬撃を浴びる直前に、マエロをくるりと振ふりむいた。

　そしてなにも言わずに、笑った。ひたすらに無む垢くな笑み。自身の状況も忘れ、自分の真名を兄が呼んでくれたことをただよろこぶように。

　そして、次の瞬間。ラビットの剣がネズミの肩口に達し、体を大きく斬りさいた。

　ゆっくりと――ゆっくりと、ネズミはかたむくように倒れこむ。

「な……なにしてんだよ、てめえ」

　マエロは理解できないという顔で、動かなくなったネズミを見る。

　ネズミの傷口から大量の血が流れ、地面に水たまりのように広がった。

「おい……しっかりしろよ！　意味わかんねえんだよ！　なんでてめえが俺をかばってんだよ！　あとでぜんぶ話すって言ったろ！　なあ、起きろよ！」

　マエロは必死に叫さけびながら、ネズミに治癒魔法をかける。

「あらあ……まさか貴方って兄妹きようだいなのに、この子になにも聞かされてないの？　ネズミが貴方たち貧民街スラムの住人のために、ずっとわらわの手駒をしてたことを」

「こいつが……俺たちのために？」

　まったく覚えがないという顔のマエロを見て、ラビットは笑った。

「アハハハハハハハハハハハ、本当に知らなかったみたいね!!　傑作だわ!!　わらわを殺せないことを悟さとったこの子はね、わらわと取引をしたの。わらわの手駒になるかわりに、王国は貧民街スラムには手をださないっていう取引をね。つらかったでしょうねえ。両親の仇かたきに奴隷みたいにこきつかわれて……それが毎日、延々と続くんだもの」

「そんな……そんなこと、こいつは一言も」

　嘘うそに決まってると言いかけ、しかしマエロは言葉をつぐんだ。

　彼女が命がけで自分を救ったのが、なによりラビットの言葉を裏付けていたから。

「なんで……なんで、俺に話さなかったんだ」

「しかたなかったんだよ」

　治ち癒ゆ魔ま法ほうをかけつづけながら悲痛な表情をうかべるマエロに、ハレは言う。

「きみたちに話せば、きみたちはネズミをとめる。両親の仇の手駒になるなんて……きみや貧民街スラムの仲間は、そんなことを許さないだろ。そんなことをネズミにさせるぐらいなら、王国と真っ向から戦おうとするだろう。だからネズミは言わなかった。言えなかった。誰だれにも言わないで、みんなのために必死に耐たえていたんだ」

　ハレの話を聞き、マエロは自身の唇を噛みちぎらんほどに歯を食いしばる。

　その瞳は次し第だいに水気を帯び、やるせない雫を目尻にたたえた。

「かわいそうなミレルちゃん。貴方たちのために必死にがんばってきたのに、貴方たちは裏切り者として冷たくあしらってきたんだものね」

「黙れ」

「こうやって命をかけて貴方を守ろうとしていた仲間に、まったくひどいことするわよねえ。本当にドブネズミって種族は陰湿で、汚らしいわあ」




「――――黙れえええええええええええッ!!」




　瞬間。マエロは首を激しく振り、涙を弾きながらラビットに特とつ攻こうした。

　だが勢いよく突きだしたその剣は、あっけなくラビットにいなされる。そしてラビットは軽かろやかに身をひるがえすと、マエロの腹に勢いよく膝を叩きこむ。

「……ち……っくしょうが」

　マエロはゆっくりとくずおれ、前のめりに倒れこんだ。

　やがて気を失ったマエロの瞳から、一筋の涙がこぼれるのが見えた。

「さあ邪じや魔ま者ものはいなくなったし、楽しい最終決戦といきましょう？」

　ラビットはハレに向きなおり、剣に付着したネズミの血をなめとる。

　ネズミが一命をとりとめたのを確かく認にんすると、ハレはラビットと向かいあう。

「まったく、とんだ茶番に付きあわされたわねえ」

「茶番…………だと？」

　ハレはぴくりと眉をひそめた。

「ええ、茶番でしょう？　ネズミもその男も……そしてこの国の民も、本当にバカばかり。わらわの手のひらの上で踊っているとも知らず、滑稽な茶番劇だったわ。こんな劣等種たちにわらわたちが滅ぼされたなんて、まったく納なつ得とくできない」

「……滑稽なのはおまえだ、ラビット」

　嘲ちよう笑しようするラビットに、しかしハレはまっすぐに言いはなつ。

「蛇人サペントたちが差別で滅ぼされたと嘆いていたが、おまえのしていることは同じことだろう。自身も鼠人ムースや国民を見下し、そして自身の利益のために犠牲にしている。おまえの憎んでいるやつらと、おまえはまったく同じことをしてるんだよ」

「屁理屈はいいわ。わらわは国を取りもどす。それだけよ」

　ラビットは反論もせず、話す気はないと剣を構える。

「僕は蛇人サペントのことは知らない。それが滅ぼされた経けい緯いも、滅ぼされるべき存在だったのかもわからない。だけど、ひとつだけわかったことがある」

　ハレはその瞳にたしかな意志を宿し、はっきりと宣言した。

「――おまえのしようとしていることは悪だ」

　だがラビットもまた、孔雀青ピーコツクブルーの瞳に強い意志を宿していた。

「わらわにとっては、貴方のしようとしていることこそが悪なの。正義の反対は、また別の正義って言葉があったわね。そういうことなのかしら」

　ラビットはひとつ息をつき、ハレに向けて剣を正眼に構えた。

「決着をつけましょう、どちらが正義で」

「どちらが悪か、をな」

　直後。ハレは一いつ切さいの躊躇なく、ラビットのふところに飛びこんだ。

　通常ならばハレは、きっかけがないと自分からは仕掛けない。相手の注意が散漫になったとか、自分が有利なタイミングで動くのが定石だからだ。だが今回ハレが動いたタイミングに理屈はない。手て練だれ相手に定石どおりの動きは、むしろ愚ぐ策さくと思ったのだ。

「はああああああああああッ!!」

　その目もく論ろ見みは見事にハマり、ラビットは反応が遅れる。

　かろうじて回かい避ひ行動に移るが、ハレの横よこ薙なぎの斬撃は彼かの女じよの頬をかすめた。鮮せん血けつを迷宮に散らしながらも、ラビットはハレから一度大きく距きよ離りをとった。

「わらわが血を流すなんて……何年ぶりかしら。貴方は思った以上によいわ。そのあまりにまっすぐな剣……亡き蛇王さまに少し似ている気がする」

　ぺろりと頬の血をなめとり、恍こう惚こつとした表情をうかべる。

　刹那。話すことはないとばかりに、ハレは再度ラビットへと飛びこんだ。

「貴方の剣は本当にまっすぐ……だからこそ、読みやすい」

　しかし今度はラビットも、ハレの攻こう撃げきにしっかりと反応してくる。

【剣神ソードデウス】にも匹敵したと自称する実力は、本物のようだ。その身のこなしはサラディンやリディヤといった第一級冒険者の動きと、同様のキレがあった。

　完かん璧ぺきにハレの斬撃を読み、剣で受けながしてくる。

　だがハレはとまらない。そのまま神速の斬撃を愚直に放ちつづけた。

「貴方の動きはお見通しだと…………えッ!?」

　瞬間。ハレの袈け裟さがけの斬撃が、ラビットの左太ももをかすめる。

　さらに続けて放った返しの斬撃も、見事にラビットの脇腹をとらえた。ぎりぎりで回避行動に移ったラビットだが、それでも剣は深く彼女の脇腹をえぐる。

「こ、これは……どういうこと…………？」

　ラビットは傷口を押さえ、困こん惑わくと苦痛の交じった声をもらす。

「簡単なことだよ。読まれていたから、それよりも速く動いただけだ」

　本当に、ただそれだけのことだった。

　彼女は確かにハレの攻撃を読みきっていたが、読みきっていただけだった。ハレは彼女が攻撃を読んで回避行動に移るよりも速く動き、斬撃を当てたのだ。

「そんなの……めちゃくちゃだわ。貴方は……なに？」

　驚きよう愕がくと恐怖の交じった声とともに、ラビットは数歩あとずさる。

　異形の化物を見るような彼女の視線も、当然だろう。第一級冒険者に匹敵する彼女を力技で押しきれる人間なんて、これまで存在しなかっただろうから。

「なんだろう……悪魔、かな」

　悪魔との契けい約やくで手にした力なのだから、そう言って差しつかえなかろう。

　ハレの言葉を冗じよう談だんと受けとったか、ラビットは苦く笑しようをもらす。

「……やっぱりおもしろい子ね、ずっと戦っていたくなっちゃう」

「悪いが長引かせるつもりはない。次で終わりだ」

　ハレはまっすぐにラビットを見つめ、あらためて剣を構えた。

　ラビットの実力と読みの精度は、だいたいわかった。ハレはそれを思考に取りいれると、彼女を倒すまでの三手詰みの攻撃の流れを脳内で完成させる。

　一手目は打ちあい、二手目でくずし、三手目で決める。

　最期まで気はぬかない。肉体と思考のすべてを使い、全力で彼女を倒すつもりだった。

「――――――」

　そして次の瞬間、ほぼ同時に二人は駆かけだした。

　互たがいに向かってまっすぐに突きすすみ、対極の位置から繰りだされた剣が接せつ触しよく点できれいに交錯。大きな火花を散らし、空間を激しくゆらした。

　そして続いて放たれたハレの斬撃は、ラビットの左腕へとまっすぐに向かう。この二手目を受けきるためには、ラビットは必ず無理な体勢にならねばならない。体勢がくずれたそのタイミングで三手目を放ち、確実に決めるつもりだった。

　だが。

　ラビットが二手目で体勢をくずすことはなかった。

「な……!?」

　なんとラビットは、二手目を受けなかったのだ。

　ハレの斬撃は無防御ノーガードのラビットの左腕に吸いこまれ、そのまま切断した。ラビットは左腕を失い、だが代わりに完璧な体勢でハレに反撃をしかけてくる。

（くそッ、左腕を捨てたのか……！）

　予想外の行動に翻弄されるハレに、ラビットの刺突が襲いかかる。

　剣けんはすさまじい速さでハレの心臓へと繰りだされ――

（……しまった、違う！）

　ぎりぎりのところで軌き道どうを変え、ハレの腕へと向かった。

　そこにあったのは、ラビットの魔法からハレを守っていた《防護の腕輪プロテゴリング》。次の刹せつ那なにラビットは恐るべき精度でそれをハレの腕から弾きとばしていた。

　ハレを覆おおっていた薄うすい魔力マナのベールが、霧散して消えていく。

　同時にラビットは上位創成語ハイデモテイーズを唱え、禍々しい魔力マナを全身から噴ふん出しゆつさせる。

「至高至し極ごくの魔力マナよ、我わが敵に蛇神の貴き呪のろいを――【麻痺の呪詛パララサス】」

　瞬間。紫むらさきの魔力マナにまとわりつかれ、ハレの全身はしびれて力が入らなくなる。

　ハレは壊れたあやつり人形のように、その場に倒れふした。

（くそッ……やられた）

　一瞬の心理戦と駆けひきで、戦せん況きようを引っくりかえされた。

　これまで魔力マナを温存していたためか、ラビットの魔力マナは強大。しびれた体を動かそうと魔力マナで抵てい抗こうを試みるハレだが、指を動かすくらいが限界だった。

　ラビットは勝ちほこった笑みで、高みからハレを見下ろす。

「……これでとどめを刺して終わりもいいのだけれど、わらわは貴方のことが気にいったわ。ひさしぶりに楽しい闘いができて、殺すのが惜おしくなっちゃった。特別な石化で、わらわの石像コレクションにくわえてあげる。よろこんでいいのよ？」

　ラビットはさも愉しげに笑い、ハレに歩みよってくる。

　ハレにその瞳を見せることで、石化させるつもりなのだろう。

（僕ぼくはここ、までなのか……？）

　命すら投げうったのに、それでもラビットには勝てないのか？

　このまま石になり、コレクションとして王宮にならぶのか？

（そんなの…………）

　自分はどうせ戦いが終われば死ぬ。石像になるのは構わない。

　けれど、いまラビットをとめられるのは自分しかいない。自分が石になってしまえば、ラビットは《時の砂時計》を手に入れる。そしてそれで砂塵の王国の人々を生贄に捧げ、蛇人サペントたちを生きかえらせ、蛇人サペントの王国を取りもどすだろう。

　みな殺されてしまうのだ。メリルも、リリスも、サラディンも、アブーも、マンスールも、この王国にいる仲間たちがみな、生贄にされてしまう。

（そんなの…………嫌だ!!）

　だから自分は命さえも賭して、こうして戦ってきた。

　否――いまも、戦っているのだ！　まだなにも終わっちゃいない。みなはまだ生きていて、自分はまだ生きていて、目の前には悪の権ごん化げがいるではないか。

「……ふふふ、楽しかったわ」

　直後。倒れふしたハレの顔をあげさせ、ラビットは淫いん靡びに笑った。

　魔力マナはやがて彼女の瞳ひとみに集まり、石化を発動させんとする。

（瞳…………）

　そう――彼女の石化魔法の発動体は、あの瞳なのだ。

　あの瞳によって、彼女は第一級冒険者サラデイン・ラスシヤールであろうと石化してしまう。

（もしかしたら…………！）

　ハレはひとつの考えに思いあたり、麻痺した指先を懸けん命めいに動かす。

　そしてふところにたどりつき、とある魔導具を取りだした。

　その直後、ラビットの瞳が妖あやしく輝かがやき、人を石化させる邪眼となる。そしてその邪眼がハレをとらえようとしたとき、ハレはその魔導具アーテイフアクトをかざした。

「な……!?」

　その魔導具アーテイフアクトとは――王宮で手にしたアベルの《魔導鏡メモリーミラー》だった。

　魔力マナを流しこんでいない《魔導鏡メモリーミラー》は、ただの鏡。だがそのただの鏡が、視線によって対象を石化させるラビットに対し、絶大な効力を発揮した。




「……ぐあああああああああああッ!!」




　悲鳴をあげたのはハレでなく、ラビットのほうだった。

　ハレを石化させんとしたラビットは、ハレを見ようとした。だが実際に見たのは、鏡に映った自分。彼女は自分自身に石化の呪いをかけてしまったのだ。

「お、おのれええええええ……!!」

　ラビットは暴れもがくが、その体は徐じよ々じよに石化しはじめていた。

「こうなれば《時の砂時計》を……!!」

「そんなこと……させねえよ」

　ハレは地面を這い、往生際の悪いラビットの脚あしをつかむ。

　その顔には、サラディンに似た悪戯いたずらめいた微び笑しようがうかんでいた。

「は、放しなさいッ!!　わらわはこんなところで終わるわけにはいかない!!　わらわは《時の砂時計》でみなを取りもどし、国を取りもどすのだからッ!!」

「残念だったな……おまえは僕とここで終わるんだ」

　ラビットはハレの腕を引きはがそうと、ハレを蹴けりとばす。

「わらわが……なぜこんな劣等種にやられねばならないの!!　すべてにおいてわらわたち蛇人サペントのほうが優れているのに、なぜ!!　わらわは、わらわは……ッ!!」

「確かに……蛇人サペントは優れているのかもしれない」

　けどな、と。ハレは顔をあげ、まっすぐにラビットを見る。

「だからって、ほかのやつらの幸せを踏みにじっていいなんてことにはならねえんだよ。この鏡はな……おまえに踏みにじられたやつらの想おもいだッ!!」

　ラビットは理解できないという顔で、ぶんぶんと首を振る。

　それから自身の体を見やり、体の半分以上が石になっていることに気づく。そして最期のあがきとばかりに、地べたのハレにつかみかかって暴れはじめた。

「放せ、放しなさい……!!　ああああああああああああああッ!!」

　すでに体の自由が利かぬのか、よろめきながらハレをゆさぶる。

　しかしハレの腕は、決して離れない。力のかぎりに踏みつけられ、腕があらぬ形に曲がろうとも。その強固な意志を示すように、ラビットの脚にぴたりと。

　ぜったいに、ぜったいに。

　自身の全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭け、この手を放すわけにはいかなかった。

　父アベルの汚お名めいを返上しようと命を賭したメリルのために、裏切り者とそしられながらも仲間のために全人生を賭けたネズミのために、サラディンやアブーやリリスやマンスールやギルドの仲間たちのために、この国の民たみとこの国の未来のために。

　なにより、それらすべてを守りたいという自分自身のために。

「…………」

　自身の正義をつらぬきとおそうと、二人は死力を尽つくした。

　これまでとは異なり、もはやラビットの顔にも余裕はまるでない。仲間を取りもどすために彼女は前へと進み、仲間を守るためにハレはそれを引きとめた。

　そして。

　国の未来を決めるとは思えぬ泥臭い闘いは、終焉を迎えた。

「あ――――」

　瞬間。ラビットがついに体勢をくずし、前のめりに倒れた。

　すでに石化が進行していたため、ラビットは体勢を立てなおせず、そのまま地に伏した。

　勝負を決めたのは二人の覚悟の差であり、背負うものの差だった。他人を踏み台にしてきたラビットは最期の最期で力をゆるめた。一方で自身のすべてを賭すハレは最期の最期まで力を振りしぼり、ラビットの脚を引きつづけた。だから、勝った。

　ハレが、勝利したのだ。

　それを悟ったのだろう。ラビットはあきらめるように動きをとめた。

「なぜ……なぜこうなってしまうの？　わらわはただ……蛇王さまやみなと生きていたかっただけなのに。貴方あなたの言うように、ほかの民の幸せを考えなかったから？」

　ラビットは肉体を石へと変へん貌ぼうさせながら、悲痛な表情で天井を振りあおぐ。

「人の幸せなんて……誰かの幸せを踏みにじり、その上に成りたつもの。強者が弱者の幸せをむさぼるのは、弱肉強食の世界では当たり前。混こん沌とんの時代を生きてきたわらわたち蛇人サペントにとって……それが蛇神さまの教えで世界の摂理だった」

　大戦当時、世界はいまよりもずっと混沌としていたと聞く。

　そんな時代を生きぬくために、弱肉強食の思考は必要なものだったのかもしれない。善悪に関係なく、そうあらねば滅んでいたのかもしれない。彼女の行動を肯こう定ていするわけではないが、蛇人サペントにとってはそれが正しい生き方だったのかもしれない。

　だが正しいか正しくないかにかかわらず、ハレはそんな生き方を認めたくはなかった。

「誰かの幸せを踏みにじらなくても……人は幸せになれるはずだ」

　過去のことはわからないけれど、少なくともハレはそう思った。

　その場しのぎの口八丁でなく、偽善でなくまやかしでなく、その道は確かにあると。

「なら教えて、わらわはどうすればよかったの？　わらわはどこで間違え、どこを正せばよかったの？　どのように生きていれば……憎しみあい、幸せを踏みにじりあうことをやめられたの？　貴方の言うように、幸せに生きられたの？」

「それは……僕にもわからない」

　蛇人サペントや鼠人ムース、砂さ塵じんの王国の民の問題は根が深すぎる。

　どこが間ま違ちがいでどこを正せばよかったかなんて、ハレにはわからない。

「だけど……これからどう生きればそうなれるかは、なんとなくわかる」

　これから？　とラビットはその端正な眉をひそめる。

　ハレは全身の痛みに耐えながら地面を這い、地面に転がっていた腕輪を拾った。そしてラビットのそばまで這っていき、彼女にその腕輪を身につけさせた。

「これは……？」

　直後。ラビットの全身をむしばむ石化の呪いが、徐々に動きをとめる。

「その《防護の腕輪プロテゴリング》は、おまえの石化対策に解放軍レジスタンスのやつから借りたものだ。石化の進行も食いとめてくれるはず。ちょっとだけ……おまえに貸してやる」

　うす汚れて不細工になった顔に、ハレは無垢な笑えみをうかべた。

　ラビットはハレの言動の意図を察し、だが意味がわからないと首を振る。こんなことをすれば、最大の敵であるはずの自分が助かってしまうではないかと。

「なにが……目的？　やはり貴方も欲に目がくらんだのかしら？　わらわにここで恩を売り、地位や名めい誉よでも要求するの？　それともこの美び貌ぼうかしら？」

　ハレの行動が理解できないのか、ラビットはいぶかしげに訊たずねる。

　だが、ハレは微笑まじりにゆっくりと首を振った。

「おまえに償ってほしいんだ。これまでおまえが苦しめてきた人たちに、迷めい惑わくをかけてきた人たちに謝って、今度はみんながみんなで幸せになれるようにがんばるんだ」

　そのまっすぐな物言いにふいを打たれたか、ラビットはきょとんとする。

　そして――フフフッ、と。これまでハレが見たことがない純じゆん粋すいな笑みをうかべた。これまでの含ふくみのあるいびつな微笑ではなく、取りつくろわない微笑だった。

「……そうできればよかったけれど、わらわには無理ね」

　ラビットはその純粋な微笑の奥おくに、寂しさをにじませる。

「蛇人サペントと鼠人ムース、そして砂塵の王国をとりまく問題は……貴方が思っているよりも根が深い。わらわがどう償おうと、鼠人ムースや王国の民はわらわたちを許さないわ」

「たとえ許してもらえなくても……！」

　反論するハレの言葉をさえぎるように、ラビットは首を振る。

「彼かれらだけじゃない。わらわも彼らのことを許せないの。理屈では許したいと思ってはいても、感情が……気持ちが言うことをきかないの。この気持ちはきっと、仲間たちが蘇らないかぎりは永遠に晴れない。だから共存はありえない」

　自嘲するように言い、ハレのほうをちらと見る。

「……でも、ありがとうと言っておくわ」

　どこか晴れ晴れしい顔で、優やさしいといってもよい笑みをうかべた。

　彼女と自身の道が決して交わらぬと知り、ハレはやるせない想いでラビットを見つめる。

「あれ……なんで、とまらないんだ？」

　そして彼女の石化がとまらず、進行しつづけていることに気づく。

「当然よ。この腕輪は呪いから身を守るものであって、すでにかけられた呪いには効果がないの。せいぜい進行を遅らせるのが精一杯ってところよ」

「そんな……」

　ラビットは吹っきれたような表情で、ひとつ息をついた。

「……さ、仲間のもとへ行くとするわ。貴方は貴方の正義のために、がんばって生きてちょうだい。次の輪りん廻ねを待つあいだ暇ひまだろうから、死後の世界で応援してるわ」
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　ラビットがハレに優しく微笑みかけた――そのときだった。

　かはッ！　と。ハレは吐と血けつした。気づけばハレの全身から、禍々しい魔力マナがあふれていた。悪魔が契約にしたがい、肉体を喰らわんとしているようだ。

「……残念ながら、僕もここで終わりみたいだ。悪魔が命を払えってよ」

　ハレのその言葉で、ラビットはすべてを悟ったような顔をする。

「まったく……貴方にはおどろきを通りこして、あきれちゃうわ。悪魔だなんてなんの戯たわ言ごとかと思ったけれど、本当に悪魔に命を売っていたのね。無謀なところも蛇王さまに似てる。だけど納得した。それほどの覚かく悟ごのある貴方に、わらわが勝てる道理もない」

「へへへ、まあそういうこった。あの世でよろしくな」

　まるで、腐れ縁えんの友人にこれからもよろしくとでも言うように。

　軽く楽しげな口調で、ハレはラビットに笑いかけてみせる。そんなハレをしばし複雑な表情で見つめたあと、ラビットは微笑まじりの大きな息をつく。

「……ごめんなさい、やらなきゃいけないことができたみたい」

　ラビットはふいにそう言い、なかば石化した脚で一歩を踏みだす。

　どこにそんな力が残っていたのか、体をきしませながらも前へと進む。

「お、おい待て……！」

　ハレはあわてて手を伸のばすが、ラビットはもう手の届かぬ場所にいた。

　彼女の進むさきには祭壇が――そして、《時の砂時計》があった。

（あきらめたんじゃ……なかったのかよ！）

　油断した自身を呪いつつ、ハレは決死の想いで立ちあがらんとする。

　だが体は悪魔の魔力マナのせいで思うように動かず、脚がもつれて倒れこむ。それでも這って歩みよるが、そのときにはすでにラビットは祭壇へとたどりついていた。

　そして。

　ラビットはついに《時の砂時計》を手にし、発動句ルージヨンたる上位創成語ハイデモテイーズの呪じゆ文もんを唱えた。




　直後。

《時の砂時計》は呪文に応じて発光し、まばゆい光が迷めい宮きゆうを包みこんだ。







エピローグ　そして英雄へ







『余は……いや、この国はながらく悪い夢を見ていたようだ』

　時は夕暮れ。イブン・アラフマーン三世は、そう切りだした。

　マターファの王宮、中央広場。バルコニーのごときそこから魔導具アーテイフアクトを拡声器マイクとして使い、国王は広場に整列する兵士たちに演説をしていた。かたわらにはラビットの姿もハッターの姿もなく、国王の瞳には完全に理性が戻もどっていた。

『だが……悪夢は終わった。勇気ある英雄たちが終わらせてくれた。今日ここに集まってもらったのは、その英雄たちをみなに紹介するためである』

　国王は振りかえり、控ひかえていた〝英雄〟を手招きする。

『紹介しよう。この国に悪夢を見せていた《三貴人》を見事に撃破し、国と民の命を救った英雄サラディン・ラスシャール、そして《千夜の楽団》の仲間たちだ!!』

　瞬しゆん間かん。広場から割れんばかりの歓声があがった。

　サラディンと楽団の仲間は、そろって国王の横にならぶ。みな今日ばかりは貴族のように正装をし、照れた表情をしていた。なかにはアブーやマンスール、リリスの姿もある。

　だが祝福ムードあふれるなか、サラディンは不服な顔をしていた。

（なあにが英雄じゃ）

　サラディンは〝英雄〟として紹介されながら、派手に舌打ちする。

　ラビットを撃破し、国と民を救い、さらには前人未到の迷めい宮きゆう攻こう略りやくを成しとげた第一級冒険者。〝英雄〟として祭りあげるには、自分は格好の人間なのだろう。

「……いでッ」

　ふいにサラディンの足が、となりから伸びた足に踏まれた。

　見ると、アブーが不満げな顔でこちらを見ていた。サラディンの場にそぐわぬ仏頂面が、お気にめさないようだ。アブーは顎あごをくいとやり、歓声をあげている民たちを指す。〝英雄〟をしっかりと演じろということだろう。

（……しゃあねえ）

　演説前に決めたことだ。約束は守らねばなるまい。

　サラディンはあきらかなつくり笑いで、兵士たちに手を振る。

　すると歓声は大きくなり、『サラディン・ラスシャール万歳！』とみなが合唱しはじめる。その盛大な歓声が、しかしサラディンの心には虚むなしく響ひびいた。




「とんだ茶番じゃよ」

　演説後。王宮に引っこむと、サラディンはさっそく不満をもらした。

　そこは王宮内部のダンスホール。砂塵の王国の新たな門出ということで、今回の功労者や貴族たちを集め、ささやかなパーティーが開かれているところだった。

「……必要なことだからしかたないよ～」

「わかっとる。だからちゃんと演じたじゃろう？」

　肩かたをすくめるアブーに、サラディンは皮肉るように言った。

「《三貴人》の圧政で弱ったこの国をまとめるには、象しよう徴ちようたる英雄が必要。それには第一級冒ぼう険けん者しやであるわしは、適任じゃからのう。偽者だとしてもな」

　そう、自分は〝英雄〟なんかではない。つくられた偽者だ。

　自分がハッターの《魔力の檻プリズンマギナ》をやぶって迷宮最深部にたどりついたとき、すでに黒幕であるラビットは倒たおされ、命を落としていた。国と民は救ったのは、決して自分ではない。真の〝英雄〟の名誉は、サラディン・ラスシャールのものではない。ラビットとの激戦のすえに、おそらく悪魔との契約で命を落としたひとりの少年のものだ。みなを救うために肉体を代だい償しようとして支払い、あの場に屍しかばねすらも残らなかった少年の。

　偽の〝英雄〟として祭りあげられ、自分の為していないことで称賛を受けるなど、サラディンは死んでも願いさげだった。それでも今回の茶番を受けいれたのは――あの少年ならば、みなが一刻も早く平和に戻ることを望むと思ったからだ。

「真実を知らないほうが幸せなことって、けっこうあるからね～。幸せのための嘘ってやつ～？　もう少し大人になれば、ちびっこの団長にもわかるよ～☆」

　卓たくにならんでいた骨付き肉をつかみ、かぶりつくアブー。

　だが〝ちびっこ〟という煽あおりにも、サラディンは無反応だった。いつもならムキになってつかみかかるところだが、微び動どうだにしない。それほどに少年の死はサラディンのなかで大きなわだかまりとなり、心に闇やみを落としているのだ。

　そしてそんなサラディンを見ているうちに、アブーの瞳にも自然と涙なみだがにじんでいた。

「お二人とも……仮にもお祝いの席で辛しん気きくさいですわよ？」

　しんみりとした空気になっていると、鳥人ハーピイの少女リリスが声をかけてくる。

　真しん紅くのドレスをまとい、そのととのった顔に微笑をうかべる。

　だがその目元は赤い。今日までに散々泣いたのだろう。気き丈じように振るまってはいるものの、リリスは誰よりも少年を愛していた。悲しまないわけがない。

「あの方が命懸けで守った国ですのよ。あの方に報いるためにも、団長にはシャキッとしていただいて、お国のためにがんばってもらいませんと」

　パンッ、と。リリスはサラディンの背をたたき、ふふと笑う。

　サラディンはしばし上の空だったが、ふと天井を振りあおいで息をつく。

「ま……英雄の器を持つ男なんざ、わしぐらいじゃからのう」

　そして軽口をたたくと、〝英雄〟として貴族たちの輪に入っていった。

　みるみるうちに貴族の娘むすめたちが黄色い声とともに寄ってきて、サラディンは輪の中心となる。リリスはそんなサラディンを満足気に見つめ、アブーを振りかえる。

「それよりアブーさん……メリルちゃん知りません？　アベルの娘としてこの酒宴で紹介すると陛下がおっしゃっていましたのに、姿が見当たりませんの」

「ああ～……メリルンはまだふさぎこんじゃっててねえ。さっきマンスールが呼びにいったんだけど、今日パーティーに出られるかは微妙なとこかな～」

「しかたありませんわね……彼女にとってはまたですもの」

　困り顔で答えるアブーに、リリスはため息まじりにうなずいた、

　メリルは数年前に親を亡くし、また大切な人を亡くしてしまったのだ。彼女の傷はみなよりもさらに深いに違ちがいない。そう簡単に立ちなおれるわけもない。

「でもきっと大だい丈じよう夫ぶだよ～☆　メリルンは強いから！」

「……ですわね」

　メリルは父の汚名をそそぐため、ひとりで闘いつづけてきた。

　彼女の強さを、二人は同じギルドで間近に見てきたのだ。だから彼女が必ずや立ちなってくれると、また前を向いて歩きだしてくれると、そう信じていた。

「ほらほら、アブーさんも飲んで飲んで！　今日は朝までコースですの！」

「ちょ、アブーはお酒とかそんな飲めな……んがッ」

　リリスは哀しみを押おしかくすように楽しげに笑い、アブーに麦酒エールを強ごう引いんに飲ませた。




＊




「……さっさと行こうぜェ。王様も待ってんだからよォ」

　座りこんでうつむくメリルに、マンスールは困り顔で声をかける。

　すでに陽ひは沈しずみ、夜闇があたりを覆っている。そこは王宮の中庭。マンスールが来てからずっと、メリルは噴水の縁でうなだれていた。どれだけ声をかけようと、まともな返事はない。一度だけ「わたしはいい」と答え、それきり一言も発していないのだ。

　マンスールとしては、サラディンの――そして国王の命を受け、メリルを連れてこいと言われている。どうにか彼女を王宮へと連れていきたかった。

　だがこの調子では、彼女がここから動くことはなかろう。

　どうしたものか、と。考えていると――

「ねえ、さっさと来てほしいんだケド？」

　かわいらしい少女の声が、背後から聞こえてくる。

　そこにいたのは、元《三貴人》の少女ネズミだった。マンスールも彼女の事情は聞いたものの、それでも彼女の姿を見ると警けい戒かい心がさきに立つ。

　マンスールが身構えるのも無視し、ネズミはしかめ面でメリルの前へとやってくる。

「酒宴にもスケジュールがあるの。あんたが来ないと予定が……陛下の予定がくずれるわけ。落ちこむのはしかたないケド、やるべきことはやってほしいわ」

「……ごめんなさい」

　唇くちびるを噛かみしめるように言ったメリルの目元は、真っ赤だった。

　少年のために彼女がどれほど悲しみ、涙を流したかをまざまざとわからされる。

「おい、そんなにきつく言うこたあねえだろォ。メリルだってわかってるっつーの。こいつの場合は事情も事情だ。そう割りきれるもんでもねえだろォ」

　責める言い方のネズミに、マンスールが仲裁に入る。

「そんなことわかってるケド。その上で言ってるの。ほら立って」

　しかしネズミはさらにきつく言い、メリルの腕うでを引っつかんで強引に立たせた。そして身をひるがえすと、メリルを引きつれるように歩きだした。

　そこでメリルの気持ちを考えぬネズミの言動に、マンスールの怒いかりが頂点に達する。

「おい、いい加減にしやがれェ!!　てめえはあいつの……ハレの敵だったから、あいつが死のうがどうも思わねえだろうよォ!!　けどメリルや……オレさまにとっちゃ、大切な仲間だったんだ!!　オレさまが失敗したときも、あいつは味方でいてくれた!!　オレさまを信じてくれた！　うぜえけどよォ……あいつはいいやつだったんだ!!」

「……知ってるケド」

　涙をにじませて荒ぶるマンスールに、ネズミは淡たん々たんとそう答える。

　背を向けたままマンスールのほうを見もしないネズミの態度が、マンスールの怒りにさらに拍はく車しやをかける。マンスールはネズミの肩を乱暴につかんだ。

「わかってるだァ!?　てめえにオレさまたちのなにがわかる!?」

「……放して」

「《三貴人》になったせいで、人の気持ちも忘れちまったかァ!?」

「…………放して」

「いつまでもスカしてんじゃねえよォ、このクソガキが!!　こっち向きやがれ!!　人の気持ちもわからねえその冷血な悪あく魔まみてェな面、こっちに見せてみ……」




「放して」




　ネズミが言った瞬間、マンスールは言葉を失った。

　語気の強さにたじろいだから、ではない。強引に振ふりむかせたネズミの頬ほおに、冷血な悪魔みたいなはずの彼女の頬に、血のかよった涙が伝っていたから。

　ネズミはその涙を隠かくすように、マンスールから顔をそむける。

　マンスールはネズミの肩から手を放し、やり場をなくしたように無骨な手を宙にさまよわす。そして手を下ろしたあと、うなだれて申し訳なさそうな声をだす。

「……わりい」

　その熱い涙に、彼女も少年を大切に思っていたひとりだと悟さとったから。

　気丈に振るまってはいるものの、彼女もつらいのだ。哀しいのだ。それでも少年が命を賭して守ったこの国のために、歯を食いしばって行動しているのだ。

「……」

　そんなネズミを見て、メリルは唇をきゅっと噛みしめた。

　ネズミというあの少女も、自分と同じく親を亡くしていると聞いた。にもかかわらず、彼かの女じよは自身の哀しみよりも、なにより少年の想いを優先しているのだ。

（強いなぁ、ネズミちゃんは）

　彼女は自分よりも年ねん齢れい的に幼く、自分よりもつらい過去を背せ負おっている。

　そしてそれでもなお、前を向いている。一歩を踏ふみだしている。

（がんばらなきゃダメだ）

　あの少年には助けてもらってばかりで、自分はなにも役に立てなかった。

　だからせめていまからでも、彼の想いをしっかりと受けとめて、彼の願いを叶えるために努力したい。がんばりたい。ネズミを見て、メリルは強くそう思った。

　そして。

　メリルは気合いを入れるように――パチン、と。自身の頬を両手で叩いた。

「ほらほらぁ、王さまのとこ行くんでしょぉ？　行くよぉ！」

　メリルはいつものゆるい微笑をうかべ、ネズミの背をポンポンとたたいた。

「……いや、あんたを待ってたんだケド？」

「ごめんごめん、そんな怖こわい顔しないでよぉ！」

　不満げにツンと唇をとがらせるネズミに、フヘヘとメリルは笑う。

　大切な人を失くした哀しみは、簡単には晴れない。立ちなおることなんて、メリルにはできそうもなかった。それぐらいに彼を大切に思っていたから。

　けれど哀しみを背負ったまま、歩けないわけじゃない。前に進めないわけじゃない。いままでだって、自分はそうやって歯を食いしばって生きてきた。そしてそうやって生きていけばそのさきに光があることを、あの少年は教えてくれた。

　メリル・サリールは一歩を踏みだした。

　となりの巨人マンスールにとっては小さな一歩だろうが、彼女にとってそれは偉大な一歩だった。




＊




（なんで……あんたが死んでるのよ）

　夜。眼前の墓標を見つめ、ネズミはため息をつく。

　夜なのであたりは真っ暗だが、そこは王宮裏手の丘おかだった。砂さ漠ばくの町はオアシスや川といった水源の近くに作られる。そのためマターファにも緑はあるが、その丘は一面が緑だった。そしてそんな緑の丘にぽつんと、その墓標を立てられていた。

　あの少年の墓だ。

　彼の偉業をたたえ、国王が立てさせたものらしい。急ごしらえのもので、あとからしっかりとしたものをつくるらしいが、それは十分に立派に見えた。

　国の情勢を考え、少年のことはまだ公にできないらしい。だが墓の立派さを見るかぎり、国王のハレへの感謝は本物だ。いつか少年を民に紹介してくれよう。強大な《三貴人》を打だ倒とうし、見事に砂塵の国と民を救った正真正銘の〝英雄〟として。

（最期まで、責任もってほしいんだケド……）

　人々に光を見せたのだから、この国の光になってほしかった。

　人々の――そしてネズミの太陽となって、この砂塵の王国を照らしつづけてほしかった。あの少年ならばきっと、いや絶対にそうなれたはずだから。

（あたしじゃ……ダメなの）

　少年の目指した世界のために、なにより自分自身のためにネズミは強くあろうとしていた。強くあって、少年のようにみなを照らす光になりたかった。

　そのために《灰色の街ストリート・グリーズ》の正式な区長となったマエロの右みぎ腕うでとなり、いまも懸命に働いている。だが自分では力不足なのだ。王国と《灰色の街ストリート・グリーズ》の人々の溝はいまだ深い。そのわだかまりが消えるのはまだまださきの話になりそうだった。

　それに、もう泣くまいと決めていたのに、今日もささいなことで泣いてしまった。メリルという少女に強く当たってしまったのは、たぶんそんな自分の弱さを彼女のなかに見たからなのだろう。そして彼女のほうは、今日でそれを克服したように見えた。一方で自分は今日もここに来て、彼の墓標の前でうずくまってメソメソしている。

　ぽっかりと胸に穴があいた感覚だった。

　出会いから日も経たっておらず、過ごした時間が長いわけでもないのに、自分の体にあるべきものがなくなったような喪失感があった。自分に本気で向きあい、命を賭けてくれた彼は、自分にとってそれほど大きな存在になっていたのだ。

「ハレ……責任とってよ」

　最期まで呼ぶことのなかった彼の名を、ふと声に出だしてみる。

　それが彼を呼ぶ召しよう喚かんの呪文とでもいうように、ゆっくりと丁寧に。

（……バッカみたい）

　自嘲するように笑い、ネズミはドレスの裾すそをはたいて土を落とす。

　そして、大きな息とともに立ちあがり――




「――なんの責任をとりゃいいんだ？」




　直後。背後から、よく通る少年の声が聞こえた。

　それはあきらかに、あの少年の声だった。ネズミのために必死に闘たたかってくれた少年の声。激げき闘とうのすえに命を落とし、この墓標の主となったはずの少年の声。

　最初、幻聴かと思った。いや、声は確かに聞こえたのだ。だけど彼の声が聞こえるはずがないので、消去法で幻聴だと思わざるをえなかったのだ。

　そう、彼がここにいるはずがない。

　だが振りかえり、ネズミの視線のさきの木の根元には――

「な、んで…………？」

　どれほど願おうと見られぬと思っていた少年の笑顔があった。

　ネズミはなにが起こったのかわからぬままに、その大きな瞳に雫をためる。そして気づけば駆かけだし、優しい微笑をうかべる少年の胸へと飛びこんでいた。

　ギュッ、と。少年の体をきつく抱きしめる。

　絶対に放すまいとするように、細腕をめいっぱいまわしてしがみつく。

「毒のひとつでも吐かれるかと思ったんだが……」

「え……嘘うそ!?　この幻覚、消えないケド!?」

　とまどうハレの声を無視し、ネズミは驚きよう愕がくの声をあげる。

　彼が生きているはずはなく、つまりは目の前の彼は幻覚でしかありえない。だから抱きつこうとしたら、それは蜃しん気き楼ろうのように消えてしまうものと思っていた。

　だが、彼は消えなかった。

　そればかりでなく、以前のように優しげな微笑を向けてくれている。

「そら消えないよ、幻覚じゃないもん」

「嘘、幻覚に決まってるケド！　じゃないなら夢！」

　ネズミは愛らしい顔をしかめ、少年を疑わしげにながめる。

　そしてついには、ペタペタと少年の顔や体をさわりはじめた。だが全身をさわって確かめたあと、それでもネズミは彼が本物だとは信じられなかった。

　信じられなかったが――目の前の彼はまぎれもなく彼であり、間違いなくそこにいた。

「なんで!?　なんでここにいるの!?　というか、なんで生きてるの!?　というかというか、本当の本当に生きてるの!?　意味がわからないんだケド!?」

「本当に生きてるよ、皮肉にもあのラビットのおかげでな」

　ネズミの頭にポンと手をおき、少年は苦く笑しようする。

「ラビットの？　どういうこと……？」

　きょとんとするネズミに、ハレは迷宮最深部での顛てん末まつを簡潔に説明する。

　ラビットとの激戦で力およばず敗北し、しかし《魔導鏡メモリーミラー》を使うことで彼女に逆に石化の呪のろいをかけたことを。そしてラビットが石化する過程で、ハレの勝利はなかば確定し、悪魔はハレに力の代償を支払わせようとしたことを。

「それで僕ぼくが動けない隙すきに、ラビットは《時の砂時計》を使ったんだ。僕は正直、ラビットが蛇人サペントたちを蘇らせると思った。だけど違ったんだ。あいつは《時の砂時計》で僕の体の時間を悪魔との契約の前まで戻した。その命を代償にね」

　どうしてそんなことを？　とネズミは怪け訝げんな顔をする。

「どうしてかは正直わからない。ただ最期に話してて……あいつは悪人だけど、根っからそうだったわけじゃないと思った。だからそう……魔まが差したんだろうな。僕が最初にきみを助けたように、きみが僕を助けたようについついな」

　ネズミは信じられぬ想いで、憎にくきラビットの顔を思いうかべる。

　彼女がそんなことをするとは、最期の最期で善性を発揮するとは思えなかった。けれどそう、目の前の少年ならば、あのラビットの心さえも変えてしまうかもしれないと思った。実際に自分も彼に影えい響きようを受け、ラビットに逆らう選せん択たくをしたのだから。

「……とにかく、僕はこうして生きてる。本当はちょっと町の様子を見て、誰だれにも顔を見せないで旅立つつもりだったんだけどね。きみが落ちこんでるからさ」

　少年にからかうように言われ、ネズミは唇をとがらせる。

「べ、別に落ちこんでなんか……いたケド！　でもでも、なんでみんなに顔見せないで行っちゃうわけ？　せっかくこの国の英雄になったんだから、みんなに顔を見せればいいと思うんだケド？　みんなと～っても、あんたに会いたがってるし！」

「そうしたいのは山々なんだけどね、できない理由があるんだ」

　ハレはどこか困ったような――複雑そうな顔をする。

「できない、理由……？」

「これ以上みんなと一いつ緒しよにいたら、僕はみんなを……」

　少年はそこで口ごもり、それ以上は言うまいと首を振った。

「とにかく……問題があるってこと。それを解決するためにも、聖都アルセイユに行って上級職に転職するつもりなんだ。今回の闘いで十分にレベルもあがったしね」

　詳くわしいことはネズミにはわからない。だが少年がまだ面めん倒どう事を背負いこんでいるということはわかった。そしてそんな彼の力になりたいと思った。

「……ついていって、手伝ってあげてもいいケド？」

　そう言ってはみたものの、しかし少年はすぐに首を振った。

「ありがたいけど今回はひとりのほうが都合がいいし、砂塵の王国にとっていまは大事なときだ。きみはきみのやるべきことをがんばってよ」

「で、でも……！」

　ネズミの反論をさえぎるように、ハレは身をひるがえす。

「……というわけで、僕そろそろ行くよ！」

「え、もう？　早すぎるんだケド？」

「うん、すぐに旅立つつもりだったって言ったろ？　この国も《千夜の楽団》も本当に居い心地ごこちがよかったし、長居するとみんなに会いたくなっちゃうからさ」

　少年は別れを惜しまぬように、そう言うなり歩きだした。

「ちょ、ちょっと待って……！」

　ネズミはあわてて駆けだし、少年の腕をつかんだ。そして少年の体をそのまま強引に引きよせると、少年の背に合わせるようにつま先立ちになる。

　そして――ちゅ、と。

　ネズミは少年の頬に唇をあてた。

　それはたぶん、衝動だった。恩返しやお礼といったあとづけの理由はいくらでもあるけれど、自分のなかの感情があふれてこうせずにはいられなかったのだ。

「ぜ……絶対また会いにきてよね、責任とってもらうんだから」

　顔をりんごのように火ほ照てらせ、ネズミは愛らしい笑みをうかべた。

　少年は照れよりもおどろきが勝ったか、きょとんと固まる。

「ああ、もちろん」

　そして簡潔にそうこたえ、微び笑しようとともにふたたび歩きだした。

　こちらを振りかえることなく。まっすぐに愚直なまでに前だけを見て。美しくまたたく夜空の星々を背景にしながら、少年は新たな地に旅立ってゆく。

　寂せき寥りようとした砂塵の王国とそこに生きる人々に、星々にも勝るあたたかな輝かがやきを残して。




＊




（……そういや、またヒナから手紙が来てたんだっけ）

　ハレは町を出ると立ちどまり、ふところから一通の手紙を取りだす。それはさきほどワグナー商会で受けとった冒険都市エルドラの少女からの手紙だった。

　返事に書くことがないと嘆いたその手紙に、しかしいまは書きたいことが山ほどあった。

「……返事、なにから書こうかな」

　走馬灯のようにこの国でのことがよみがえり、ハレは微笑する。

　まずはそう――この砂塵の王国と、そこでのかけがえのない出会いについて書こうか。




　そして、少年は一歩を踏みだした。

　いままさに、ガルデニア大陸に新たな英雄【赤き奇き跡せき】が誕生したとも知らずに。
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あとがき







　おかげさまで三巻です。

　つらつらと書きたいところですが、大人の事情であとがきが一ページしかありません！




　せめて感謝だけでもということで、光の速さで謝しや辞じです。

　担当編集のＮさま、へなちょこな自分に的確な指示を本当にありがとうございます。イラストレーターのｐｅｒｏｓｈｉさま、お忙しいなか最高のハレたちを描いてくださって本当にありがとうございます。お二人には感謝してもしきれません！

　ご尽じん力りよくくださった関係各位に、あらためて心からの敬意と謝意を。

　そしてなにより。

　本作を手にとってくださった読者のみなさまに、最大級の感謝を。




二〇一八年五月　浅あさ葉ばルウイ
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